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説論

総
説
第
一
節
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
成
立
以
前
の
概
観

第
二
節
カ
ロ
リ
ー
ナ
法

第
三
節
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
お
け
る
無
罪
推
定
と

E
・司・司・法理

第
四
節
特
別
刑
・
仮
放
免
の
導
入
と
無
罪
推
定
法
理
及
び

E
・
官
・
法
理

一

概

観

二
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
の
思
考
と
特
別
刑
に
つ
い
て

三

仮

放

免

四
マ
テ
ウ
ス
に
よ
る
特
別
刑
及
び
仮
放
免
に
対
し
て
の
批
判

第
五
節
徴
愚
解
釈
の
精
綴
化
1

糾
問
開
始
・
拷
問
の
精
綴
化
1

一
プ
ル
ン
、
不
マ
ン

二

ク

レ

ス

三

ボ

ェ

l
マ
l
の
徴
恵
理
論

小
括
第
六
節
普
通
法
時
代
に
お
け
る
展
開
1
特
別
刑
・
仮
放
免
の
浸
透
1

総
説
第
一
款
パ
バ
リ
ア
刑
事
令
(
一
七
五
一
年
)

第
二
款
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
刑
事
令
(
一
七
六
人
年
)

小
括
1
特
別
刑
・
雪
菟
宣
誓
・
拷
問
・
仮
放
免
の
視
点
か
ら
の
カ
法
成
立
後
の
誇
法
へ
の
影
響
と
相
違
に
つ
い
て

1

第
七
節
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
に
よ
る
拷
問
廃
止
と
そ
の
影
響

第

二

章

発

展

史

E
1構
造
原
理
と
し
て
の
無
罪
推
定
の
成
立
へ

総
説
第
一
節
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(
以
上
本
号
)

ベ
ツ
カ
リ

i
ア
に
よ
る
無
罪
推
定
の
主
張
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て



無罪推定法理については)

第
二
節
無
罪
推
定
法
理
の
先
駆
者
た
ち
1
シ
ユ
ペ
!
と
プ
l
フ
エ
ン
ド
ル
フ
の
思
考

第
一
款
シ
ユ
ベ
!
の
見
解

第

二

款

プ

l
フ
エ
ン
ド
ル
フ
と
ト
マ
ジ
ウ
ス
の
見
解

第
三
章
発
展
史

E
i
無
罪
推
定
の
ド
イ
ツ
へ
の
継
受
1

総
説

1
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
証
拠
法
の
状
況
に
つ
い
て

1

第
一
節
保
安
的
措
置
の
導
入
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論
の
展
開
に
つ
い
て

第
二
節
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ロ

l
ト
と
ク
ラ
イ
ン
ら
に
よ
る
保
安
的
措
置
の
正
当
化
を
巡
っ
て

第
三
節
無
罪
推
定
法
理
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
成
立
と
諸
法

総
説
第
一
款
無
罪
推
定
の
根
拠
付
け
I
C
・
S
-
ツ
ア
ハ
リ

i
エ
と
ミ
ツ
タ

l
マ
イ
ヤ

l
i

第
二
款
無
罪
推
定
法
理
の
基
礎
付
け
の
完
成
に
つ
い
て

第
三
款
無
罪
推
定
の
影
響

第
一
項
不
利
益
処
分
に
要
す
る
「
確
信
」
概
念
と
無
罪
推
定
法
理
及
び

E
・2
・
法
理

1
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
見
解
を
中
心
と
し
て

1

第
二
項
特
別
刑
と
諸
法
1
プ
ロ
イ
セ
ン
刑
事
訴
訟
法
(
一
人

O
五
年
)
と
バ
イ
エ
ル
ン
刑
事
訴
訟
法
(
一
八
一
一
一
一
年
)
1

第
三
項
仮
放
免
と
無
罪
推
定
に
つ
い
て

1
被
告
人
保
護
の
法
理
の
側
面

1

第
四
項
証
拠
取
調
べ
請
求
権
の
制
度
化
を
め
ぐ
っ
て

1
無
罪
推
定
の
制
度
化
1

一
プ
ロ
イ
セ
ン
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
(
一
八
四
九

1
一
八
六
七
年
)

ニ
ザ
ク
セ
ン
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
(
一
八
六
八
年
)

三
バ
イ
エ
ル
ン
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
(
一
八
四
八
年
1
一
八
六
一
年
)

四
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ザ
ク
セ
ン
・
バ
イ
エ
ル
ン
の
規
定
に
つ
い
て
の
総
括

小
括

第
四
章
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
無
罪
推
定
の
意
義

第
一
節
史
的
発
展
の
総
括
と
現
状
に
つ
い
て
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と
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l

第
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証
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調
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権
(
ド
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刑
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条
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推
定
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E-言
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理
)
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交
錯
1
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説
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義
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罪
推
定
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連
1
ペ
1
タ
l
ス
の
見
解
1

第
一
款
証
拠
取
調
べ
請
求
権
(
切

2
2
g
E加
5nZ)
の
発
展

第
一
項
ラ
イ
ヒ
刑
訴
法
立
法
時
か
ら
一
九
二
四
年
改
正
ま
で

第
二
項
一
九
二
四
年
改
正
以
降
現
行
法
ま
で

第
二
款
証
拠
取
調
べ
請
求
権
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
1
取
調
べ
請
求
権
と
探
索
請
求
権
の
区
別
1

総
括

第
五
章
若
干
の
示
唆
と
展
望
1
事
実
認
定
の
客
観
化
の
視
点
か
ら

1

総
説
防
御
権
の
充
実
と
事
実
認
定
の
客
観
化

第
一
節
我
が
国
に
お
け
る
証
拠
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求
を
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ぐ
っ
て

第
二
節
事
実
認
定
の
客
観
化

結
語
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序
章

問
題
の
所
在

問
題
設
定

無
罪
推
定
の
法
理
吉
田
明

n
E
5
5
5ロ
宮
口
m-
司

5
2
g室
。
ロ

0
2
s
o
n
g
g
)
の
機
能
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
に
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

そ
し
て
そ
れ
が
被
疑
者
お
よ
び
被
告
人
の
地
位
を
保
護
す
る
機
能
を
営
む
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
異
論
を
見
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
国
、



歴
史
的
研
究
、
さ
ら
に
は
機
能
面
の
研
究
に
関
し
て
は
殆
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
無
罪
推
定
法
理
の

刑
事
訴
訟
に
お
け
る
機
能
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
な
も
の
に
と
ど
め
、
実
体
的
に
あ
い
ま
い
な
も
の
と
し
て
い
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

無罪推定法理について(1)

確
か
に
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
田
宮
博
士
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
事
者
主
義
構
造
と
無
罪
推
定
法
理
が
不
可
分
一
体
の
も
の

と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
即
ち
、
戦
後
の
刑
事
訴
訟
法
改
正
に
よ
っ
て
訴
因
制
度
・
起
訴
状
一
本
主
義
が
導
入
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
旧

刑
訴
法
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
捜
査
と
そ
れ
に
続
く
予
審
で
作
成
さ
れ
た
予
審
調
書
の
引
継
ぎ
に
よ
る
嫌
疑
の
引
継
ぎ
が
な
く
な
っ
た
こ
と

で
、
裁
判
官
は
裁
判
に
中
立
的
な
状
態
で
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
わ
が
国
の
制
度
は
「
道
具
だ
て
」
と
い

う
点
で
は
無
罪
推
定
を
実
現
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
、
「
予
断
排
除
」
と
い
う
点
に
お
い
て
現
行
法
下

(
l
)
 

の
当
事
者
主
義
的
な
訴
訟
構
造
が
、
無
罪
推
定
法
理
の
保
障
に
最
適
で
あ
り
且
つ
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

(
2
)
 

ら
、
他
方
、
理
論
と
実
態
の
誰
離
、
理
想
と
現
実
の
距
離
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
「
(
無
罪
推
定
の

(
3
)
 

法
理
は
)
法
律
家
の
論
理
で
あ
っ
て
も
、
国
民
の
意
識
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
」
る
、
ま
た
「
一
般
市
民
の
間
で
は
無
意
識
の
う
ち
に
「
手

(
4
)
 

続
」
に
対
し
、
「
実
体
」
を
優
先
さ
せ
る
思
想
が
潜
在
し
て
い
」
る
と
い
っ
た
見
解
が
あ
る
。
さ
ら
に
平
野
龍
一
博
士
は
「
欧
米
の
裁
判
所

は
「
有
罪
か
無
罪
か
を
判
断
す
る
と
こ
ろ
』
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
裁
判
所
は
「
有
罪
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
』
」
に
な
っ

(5) 

て
し
ま
っ
て
お
り
、
「
絶
望
的
」
と
ま
で
評
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
の
刑
事
訴
訟
の
現
状
分
析
を
批
判
的
に
行
っ
た
小
田
中
教
授
も
ま

(
6
)
 

た
、
「
人
権
侵
害
的
な
札
問
的
捜
査
手
続
に
強
度
に
依
存
す
る
公
判
手
続
の
形
骸
性
」
と
総
括
し
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
、
無
罪
推
定
法
理
の
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
、
歴
史
的
意
義
を
強
調
し
た
上
で
現
代
的
意
義
を
再
構
成
せ
ね

(
7
)
 

ば
な
ら
な
い
。
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こ
う
し
た
作
業
の
前
提
と
な
る
の
は
比
較
法
的
検
討
で
あ
る
。
戦
後
、
現
行
刑
事
訴
訟
法
の
制
定
以
降
、
わ
が
国
に
お
け
る
比
較
法
的
研



説

(8) 

究
は
、
現
行
刑
訴
法
が
ア
メ
リ
カ
の
刑
事
手
続
か
ら
の
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
の
国
の
法
制
度
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ

告'b.
a冊

っ
て
多
く
の
成
果
を
生
み
出
し
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
無
罪
推
定
法
理
は
英
米
法
の
理
念
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
見
ら

(
9
)
 

れ
る
。
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し
か
し
本
稿
に
お
い
て
は
敢
え
て
ド
イ
ツ
刑
訴
法
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
無
罪
推
定
法
理
を
「
理
念
・
制
度
・
構
造
的
」

に
受
容
し
た
と
し
て
も
実
態
的
に
は
定
着
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
問
題
意
識
を
前
提
と
す
る
限
り
、
訴
訟
の
構
造
と
い
う
制
度
的
類
似
性
に

こ
だ
わ
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

確
か
に
、
無
罪
推
定
の
法
理
と
当
事
者
主
義
構
造
と
の
関
連
に
つ
き
、
そ
れ
を
不
可
分
の
も
の
と
し
て
把
握
す
る
考
え
方
は
、
本
稿
が
比

較
の
対
象
と
し
て
選
ん
だ
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
そ
れ
を
論
じ
る
立
場
が
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
は
敗
戦
後
英
米
の
占
領
下
に
あ
っ
た
地
域
で
は

当
事
者
主
義
的
な
訴
訟
構
造
で
刑
事
裁
判
が
運
営
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
五
二
年
の
統
一
法
施
行
後
も
学
界
に
は
そ
の
影
響

が
色
濃
く
残
っ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
ヴ
ア
ル
タ

l
・
ザ
ッ
ク
ス
(
当
島
町
『
∞
虫
)
の
見
解
を
紹
介
し
よ
う
。
彼
は
一
九
五
九
年
に
著
し
た

論
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
「
無
罪
の
推
定
が
十
全
に
そ
の
効
を
発
揮
す
る
に
は
、
米
法
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
純
粋
に
当
事
者
と

し
て
の
』
告
訴
人
と
被
告
人
が
、
当
事
者
で
は
な
い
裁
判
官
の
前
で
立
証
と
反
証
を
行
う
事
に
な
る
当
事
者
訴
訟
が
前
提
と
な
る
。
こ
の
訴

訟
構
造
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
は
当
事
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
手
続
の
ル

l
ル
を
遵
守
さ
せ
、
自
身
の
前
で
な
さ
れ
た
立
証
と
反
証
か
ら

被
告
人
の
有
罪
無
罪
に
関
し
て
の
心
証
を
形
成
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
自
身
の
判
決
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
職
権
訴
訟
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
が
活
動
す
る
の
は
自
身
が
検
察
官
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
訴
追
に
お
け
る
『
十
分
な
嫌
疑
』

を
検
討
し
た
後
で
あ
り
、
そ
れ
の
後
に
公
判
開
始
決
定
が
下
さ
れ
、
公
判
手
続
が
聞
か
れ
る
。
真
実
発
見
に
必
要
な
も
の
の
性
質
と
範
囲
に

関
し
て
の
決
定
も
裁
判
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
し
、
さ
ら
に
、
訴
訟
の
主
催
者
と
し
て
の
裁
判
長
自
身
に
よ
っ
て
被
告
人
と
証
人
及
び
鑑
定

人
は
尋
問
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
:
・
以
前
よ
り
法
政
策
的
な
観
点
か
ら
主
張
さ
れ
て
き
た
、
ド
イ
ツ
の
刑
事
訴
訟
を
イ
ギ
リ
ス
流
の
当
事
者
主



(
日
)
(
日
)

義
の
影
響
を
受
け
た
当
事
者
訴
訟
へ
転
換
さ
せ
る
と
い
う
主
張
は
基
本
法
の
成
立
に
よ
っ
て
憲
法
的
側
面
を
勝
ち
得
た
の
で
あ
る
」
。

ド
イ
ツ
で
無
罪
推
定
と
訴
訟
構
造
が
問
題
に
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
主
要
な
問
題
点
と
な
っ
た
の
は
わ
が
国
と
同
じ
く
「
予
断
の
有
無
」
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
ド
イ
ツ
刑
訴
法
に
お
い
て
は
、
戦
後
一
九
五
O
年
の
統
一
法
か
ら
一
九
七
五
年
の
改
正
ま
で
は
予
審
が
維
持
さ
れ
、

(ロ)

そ
し
て
、
一
九
七
五
年
の
改
正
後
に
お
い
て
も
、
中
間
手
続

(
N
主
将
宮
室
R
E
5ロ
)
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
実

審
に
よ
る
公
判
手
続
は
依
然
と
し
て
高
度
の
嫌
疑
を
公
判
手
続
の
開
始
の
要
件
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
ド
イ
ツ
で
も
刑
訴
法
と
無
罪
推
定

(
日
)

法
理
と
は
緊
張
関
係
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
も
な
っ
た
。

(
は
)

確
か
に
、
わ
が
国
の
比
較
法
的
理
解
に
お
い
て
も
ド
イ
ツ
に
お
い
て
こ
の
法
理
は
積
極
的
に
支
持
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
主
張
も
あ
る
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
同
国
の
刑
事
訴
訟
法
が
、
英
米
の
弾
劾
主
義
的
刑
事
訴
訟
法
と
は
対
置
さ
れ
る
職
権
主
義
的
な
訴
訟
構
造
を
持
っ
て

(
日
)

い
る
い
う
理
解
で
あ
る
。

無罪推定法理については)

そ
し
て
無
罪
推
定
法
理
を
六
条
二
項
に
規
定
す
る
欧
州
人
権
条
約
(
明
富
列
車
の
批
准
、
国
内
的
効
力
の
発
効
後
も
職
権
主
義
的
な
訴
訟

構
造
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
事
者
主
義
的
な
訴
訟
構
造
は
改
正
論
議
の
た
び
に
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
そ
の
た
び
に
拒
否
さ
れ
て

(
日
)

き
た
経
緯
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
な
お
無
罪
推
定
の
法
理
そ
の
も
の
は
、
ド
イ
ツ
刑
訴
法
に
お
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
敗
戦
後
制
定
さ
れ
た
ボ
ン
基
本
法
と
、

一
九
五
二
年
に
批
准
し
内
国
的
効
力
を
持
つ
に
至
っ
た
前
記
欧
州
人
権
条

約
で
あ
る
。
殊
に
欧
州
人
権
条
約
に
お
い
て
は
六
条
二
項
に
「
刑
事
上
の
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
人
々
は
全
て
、
法
律
に
基
づ
い
て
有
罪
と

さ
れ
る
ま
で
は
、
無
罪
と
推
定
さ
れ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
刑
訴
法
学
者
の
体
系
書
に
お
い
て
は
無
罪
推
定
法
理
は
基
本
法

(
げ
)

の
要
求
す
る
法
治
国
家
的
原
則
で
あ
り
、
刑
事
訴
訟
法
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
無
罪
推

定
の
法
理
が
刑
訴
法
を
統
制
す
る
法
理
で
あ
る
と
の
意
識
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
ま
た
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
・
な
現
状
を
踏
ま
え

れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
無
罪
推
定
法
理
が
歴
史
上
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
ど
の
よ
う
な
機
能
を
担
わ
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
意
識

jヒj去53(6・33)1649



説

つ
ま
り
、
無
罪
推
定
法
理
を
制
度
的
に
l
当
事
者
主
義
的
構
造
が
無
罪
推
定
法
理
と
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
は
さ
て

お
き
|
受
け
容
れ
、
理
念
的
に
は
定
着
し
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
る
わ
が
国
の
現
状
に
鑑
み
れ
ば
、
わ
が
国
の
状
況
と
は
逆
に
、
英
米
型
の

北法53(6・34)1650

が
生
じ
る
。

さ'b.
肩岡

当
事
者
主
義
構
造
を
受
容
し
な
か
っ
た
と
い
う
前
提
か
ら
は
無
罪
推
定
法
理
と
は
径
庭
あ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
制
度
を
維
持
し
つ
つ
も
、

「
理
念
」
的
に
は
受
容
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
無
罪
推
定
の
位
置
付
け
と
沿
革
は
十
分
に
比
較
法
的
対
象
と
な
り
う
る

(
川
崎
)

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

考
察
の
視
角
と
対
象
の
限
定
に
つ
い
て

本
稿
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
と
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
無
罪
推
定
の
機
能
と
い
う
側
面
に
着
目
す
る
に
際
し
、
次
の
よ
う
な

問
題
意
識
を
予
め
提
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

①
無
罪
推
定
法
理
の
歴
史
的
発
展
。
(
な
お
「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
ニ
ロ

E
E
o目

5
5。
己
の
発
展
史
も
視
野
に
入
れ
る
)

②
無
罪
推
定
法
理
の
根
拠
づ
け
。

・
③
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
証
拠
取
調
べ
請
求
権
の
機
能
。

④
事
実
認
定
に
お
け
る
機
能
。

ま
ず
①
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
座
を
設
定
し
た
の
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
こ
の
点
か
ら
の
史
的
研
究
が
従
前
殆
ど
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
隙
聞
を
埋
め
る
必
要
性
を
痛
感
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
発
展
史
を
追
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
時
代
ご

と
の
機
能
を
可
能
な
限
り
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
に
お
い
て
担
う
べ
き
機
能
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
て

い
る
。
さ
ら
に
、

E
・2
・
法
理
の
発
展
史
を
も
参
照
す
る
の
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
意
識
的
に
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
両
原
則

の
異
同
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
罪
推
定
法
理
の
位
置
付
け
が
よ
り
明
確
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。



②
は
①
と
も
密
接
に
関
連
す
る
。
刑
事
訴
訟
法
は
応
用
憲
法
だ
と
い
わ
れ
て
久
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る
刑
事
訴
訟
法

の
現
実
で
は
、
こ
と
さ
ら
「
憲
法
的
刑
事
訴
訟
法
」
と
主
張
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
に
憲
法
の
影
響
が
乏
し
い
こ
と
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
他
方
、
ド
イ
ツ
で
は
無
罪
推
定
法
理
は
「
人
間
の
尊
厳

(
Z
g∞
n
z
g宅
忠
丘
町
)
」
及
び
「
法
治
国
家
原
則

(
m
R
F
E
S
S
E
N
-
-」
と

(
凶
)

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
憲
法
レ
ヴ
ェ
ル
の
法
理
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
二
つ
の
原
則
を
媒
介
し
て
裁
判
規

範
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
翻
っ
て
、
わ
が
国
は
憲
法
三
二
条
以
下
に
世
界
に
も
類
例
を
見
出
し
が
た
い
ほ
ど
の
刑

事
手
続
関
連
条
項
を
規
定
し
な
が
ら
も
、
そ
の
精
神
が
実
際
の
刑
事
手
続
に
は
活
か
さ
れ
て
い
な
い
と
す
ら
評
価
さ
れ
る
現
状
が
あ
る
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
六
0
年
代
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
学
界
を
席
巻
し
た
感
が
あ
る
1
そ
し
て
筆
者
も
無
論
そ
の
成
果
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な

い
l

「
デ
ュ

l
プ
ロ
セ
ス
論
」
は
用
語
及
び
認
識
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
定
着
し
た
も
の
の
、
実
体
が
漠
然
と
し
た
希
薄
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と

白
(
初
)

い
う
現
状
が
あ
る
。
無
罪
推
定
法
理
の
検
討
及
び
そ
れ
に
よ
る
実
体
的
な
肉
付
け
は
こ
う
し
た
閉
塞
感
を
も
打
破
す
る
契
機
と
な
る
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
も
、
無
罪
推
定
の
法
理
を
憲
法
的
に
根
拠
づ
け
て
い
る
ド
イ
ツ
の
状
況
は
大
い
に
参
考
と
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

無罪推定法理について(1)

そ
し
て
③
で
あ
る
。
実
体
的
真
実
主
義
を
と
る
と
さ
れ
る
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
無
罪
推
定
法
理
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か

と
い
う
の
が
問
題
意
識
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
予
審
制
度
廃
止
後
も
公
判
手
続
開
始
決
定
の
た
め
に
中
間
手
続
(
二

O
三
条
)
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
有
罪
の
十
分
な
嫌
疑
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
起
訴
状
一
本
主
義
・
訴
因
制

度
の
導
入
に
よ
っ
て
嫌
疑
の
引
継
ぎ
が
制
度
的
に
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
予
断
の
排
除
が
達
成
さ
れ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
起
訴
便
宜
主
義
を
採
用
し
検
察
官
に
広
範
な
起
訴
裁
量
を
認
め
、
大
幅
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
経
た
上
で
公
判
審
理
を
行
う
わ
が
国

の
制
度
と
、
基
本
的
に
は
起
訴
法
定
主
義
を
維
持
し
、
中
間
手
続
を
経
て
公
判
審
理
を
行
う
ド
イ
ツ
の
制
度
を
「
予
断
の
有
笹
川
」
と
い
う
点

で
は
単
純
に
比
較
で
き
な
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
無
罪
推
定
を
憲
法
レ
ヴ
ェ
ル
の
規
範
で
あ
る
と
認
め
つ
つ
も
「
職
権
的
」
と
評
さ
れ
る

北法53(6・35)1651



論

訴
訟
構
造
前
提
と
し
て
の
「
無
罪
推
定
」
が
ど
の
よ
う
に
保
障
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

④
は
③
と
も
関
連
す
る
。
「
有
罪
の
十
分
な
見
こ
み
」
を
要
件
と
す
る
中
間
手
続
を
設
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
り
「
無

罪
推
定
に
反
す
る
」
と
い
う
見
解
も
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
嫌
疑
の
存
在
」
を
要
件
と
し
て
強
制
処
分
が
行
な
わ

れ
る
場
合
を
法
が
規
定
し
て
い
る
こ
と
と
の
類
似
性
、
さ
ら
に
は
無
罪
推
定
を
「
心
理
学
的
実
体
」
と
把
握
す
る
と
き
、
中
間
手
続
を
経
る

北法53(6・36)1652

説

こ
と
に
よ
っ
て
有
罪
の
予
断
を
持
ち
つ
つ
審
理
を
行
う
の
は
刑
訴
法
二
六
一
条
の
「
自
由
心
証
主
義
違
反
」
で
あ
る
と
い
う
主
張
も
ま
た
な

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
者
の
点
に
特
に
注
目
し
た
い
。
事
実
認
定
の
客
観
化
と
い
う
視
点
か
ら
事
実
審
の
判
断
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
「
事

(
幻
)

後
的
追
証
可
能
性

(
Z
R
Z
Sロ
N
R
S
R宮
宮
)
」
が
主
張
さ
れ
、
そ
の
判
断
基
盤
と
し
て
客
観
的
な
規
準
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、

そ
の
一
例
と
し
て
有
罪
仮
説
に
対
し
て
競
合
仮
説
で
あ
る
反
対
仮
説
の
検
証
を
求
め
る
こ
と
な
ど
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

結
果
的
に
は
、
十
分
な
有
罪
の
見
こ
み
を
要
件
と
す
る
中
間
手
続
が
あ
っ
て
も
事
実
審
で
の
認
定
が
客
観
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
事
後
的

に
問
題
は
相
当
程
度
解
消
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
無
罪
推
定
法
理
が
、
以
上
の
よ
う
な
「
客
観
化
」
を
担
保
す
る

側
面
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

な
お
、
無
罪
推
定
法
理
が
持
つ
機
能
が
以
上
に
と
ど
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
無
罪
推
定
法
理
の
具
体
化
と
い
う
視
点
か
ら

は
ド
イ
ツ
で
は
立
法
及
、
ぴ
現
行
制
度
の
理
解
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
簡
単
に
指
摘
し
て
お
く
こ
と

に
す
る
。

①
無
罪
判
決
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
効
果
に
関
し
て
は
、
「
有
罪
が
立
証
さ
れ
な
か
っ
た
が
故
の
無
罪
判
決
」
と
「
無
罪
が
立
証
さ

(
勾
)

れ
た
が
故
の
無
罪
判
決
」
と
の
聞
に
刑
事
補
償
上
差
違
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
が
改
正
に
よ
っ
て
撤
廃
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
判
決
理
由
に

関
し
て
、
そ
れ
に
お
い
て
「
嫌
疑
が
存
在
す
る
こ
と
の
宣
言
」
を
す
る
こ
と
が
無
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
「
社
会
的
地
位
を
劣
化
さ
せ
る
」

(
お
)

効
果
を
持
つ
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
判
決
訂
正
の
た
め
の
上
訴
を
認
め
る
こ
と
、
ま
た
は
、
無
罪
判
決
に
お
い
て
前
記
二
様
が
あ
る
事



(

M

)

(

お
)

を
認
め
る
刑
訴
法
二
六
七
条
五
項
の
改
正
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

(
初
)

②
手
続
打
切
り
と
の
整
合
性
。
手
続
打
切
り
は
軽
罪
の
場
合
に
一
定
の
条
件
下
で
、
裁
判
所
及
び
被
疑
者
の
同
意
の
下
に
検
事
局
が
公
訴
提

起
を
し
な
い
で
お
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
(
一
五
三

a条
)
。
こ
れ
に
関
し
て
は
そ
も
そ
も
手
続
の
打
切
に
関
し
て
の
同

(
幻
)

意
が
任
意
に
な
さ
れ
得
る
の
か
、
ま
た
、
二
疋
の
条
件
の
賦
課
は
制
裁
の
性
質
を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
お
い
て
無
罪
の
推

(
お
)

定
が
形
骸
化
さ
れ
て
い
る
と
し
て
非
難
す
る
立
場
が
あ
る
。
こ
う
し
た
見
解
は
、
「
刑
訴
法
一
五
三

a条
は
、
ど
ん
な
に
低
く
見
積
も
っ
て

も
法
治
国
家
上
憂
慮
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
不
利
な
法
的
効
果
を
よ
り
低
い
程
度
の
嫌
疑
と
結
び
付
け

(
ぬ
)

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
無
罪
推
定
に
対
し
て
の
抵
触
と
考
え
ら
れ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
条
件
付
き
の
手
続
打
切
り
を
無
罪
推
定
に
整
合
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
主
張
か
ら
は
、
無
罪
推
定
が
そ

れ
を
相
対
化
の
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
思
考
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
「
迅
速
な
手
続
処
理
」
の
側
面
も

被
疑
者
及
び
被
告
人
に
与
え
ら
れ
た
手
続
上
の
権
利
で
あ
り
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
権
利
と
し
て
の
無
罪
推
定
と
迅
速
な
裁
判
を
受
け
る
権

利
と
の
間
を
ど
の
よ
う
に
均
衡
さ
せ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

無罪推定法理について(1)

③
刑
事
手
続
上
の
強
制
処
分
は
、
身
体
の
自
由
を
は
じ
め
と
す
る
諸
権
利
を
侵
害
す
る
と
い
う
点
で
刑
罰
と
の
親
近
性
を
有
す
る
。
従
っ
て
、

そ
れ
が
実
質
的
に
刑
罰
と
等
質
に
な
ら
な
い
よ
う
に
強
制
処
分
に
よ
る
侵
害
程
度
が
最
小
限
度
と
さ
れ
、
手
続
の
対
象
者
が
可
能
な
限
り
、

通
常
の
市
民
と
同
様
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
強
制
処
分
発
動
の
要
件
と
さ
れ
る
「
嫌

(
初
)

疑
」
の
概
念
及
、
び
そ
の
程
度
に
つ
い
て
の
更
な
る
精
綴
化
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

(
況
)

④
財
産
制
裁
。
一
九
九
二
年
に
組
織
犯
罪
対
策
法
の
一
環
と
し
て
導
入
さ
れ
た
刑
法
七
三

d
条
の
「
拡
大
剥
奪
(
弓

5
5
5円
〈
町
広
島
5
」、

刑
法
四
二

a
条
の
「
資
産
刑
(
〈

2
5
m
m
g
z
g
p
)」
の
導
入
時
に
無
罪
推
定
と
の
抵
触
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

(

明

記

)

(

お

)

⑤
被
疑
者
段
階
で
の
顕
名
報
道
等
を
含
む
犯
罪
報
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
無
罪
推
定
法
理
か
ら
そ
れ
を
批
判
す
る
立
場
も
あ
る
。
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説

⑥
無
罪
推
定
に
基
づ
き
、
訴
訟
構
造
の
改
革
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ザ
ツ
ク
ス
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
職
権
訴
訟
に
お
い
て
、
裁
判

所
が
活
動
す
る
の
は
自
身
が
検
察
官
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
訴
追
に
お
け
る
「
十
分
な
嫌
疑
」
を
検
討
し
た
後
で
あ
り
、
そ
れ
の
後
に
開
始
決

定
を
下
す
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
公
判
手
続
が
聞
か
れ
る
(
二

O
三
条
)
形
式
が
、
被
告
人
へ
の
嫌
疑
を
前

(
担
)

提
と
し
つ
つ
、
事
実
認
定
者
た
る
裁
判
官
に
心
証
の
形
成
に
お
い
て
「
無
罪
の
推
定
」
を
も
求
め
る
こ
と
に
疑
問
を
提
起
し
、
英
米
法
型
の

当
事
者
主
義
構
造
に
改
革
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
又
、
現
行
の
よ
う
な
形
式
を
維
持
し
つ
つ
も
、
尋
問
や
証
拠
調
が
可
能
な
限
り
弁
護
士
、

(
お
)

検
察
官
に
委
ね
ら
れ
る
形
式
を
シ
ユ
パ

l
ト
は
主
張
し
て
い
る
。
(
お
)
(
幻
)

⑦
勾
留
に
つ
い
て
も
、
無
罪
推
定
と
の
関
連
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
①
1
⑦
は
個
別
に
本
格
的
検
討
を
要
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
点

が
無
罪
推
定
法
理
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
構
造
原
理
と
し
て
の
無
罪
推
定
法
理
が
、
刑
事
訴
訟
の
あ
ら

ゆ
る
段
階
に
お
い
て
介
入
す
る
法
理
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
以
上
①
1
⑦
を
あ
え
て
列
挙
し
た
の
も
、
こ
の
こ
と
を
改
め
て
示
し
た
か
っ
た
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論

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

さ
て
、
本
稿
の
叙
述
の
順
序
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
無
罪
推
定
法
理
が
啓
蒙
思
想
・
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
で

も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
る
前
の
状
況
の
概
観
を
ま
ず
行
う
。
こ
こ
で
は
、
無
罪
推
定
法
理
の
ル

l
ツ
を
、
拷

問
賦
課
要
件
検
討
に
際
し
て
、
裁
判
官
に
そ
の
考
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
た
「
よ
き
人
の
推
定
」
に
求
め
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ

て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
等
の
刑
事
法
令
、
当
時
の
刑
事
法
学
者
の
見
解
を
も
と
に
検
討
す
る
(
第
一
・
一
一
章
)
。
次
に
、

よ
き
人
の
推
定
が
啓
蒙
思
想
家
の
理
論
的
営
為
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
に
よ
っ
て
「
無
罪
推
定
法
理
」
と
し
て
現
代
の
形
に
な
っ

た
も
の
の
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
す
ぐ
に
浸
透
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
特
別
刑
、
仮
放
免
(
島

s
z
g与
吉

a
g
E
)、
保
安
的
措
置
を
め

ぐ
る
立
法
、
さ
ら
に
は
諸
家
の
見
解
を
参
照
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
不
利
益
処
分
を
決
定
す
る
基
盤
と
し
て



の
「
確
信
」
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
「
よ
き
人
の
推
定
」
が
、
裁
判
官
が
そ
れ
を
考
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
要
素
で
あ
っ
た
点

を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
賦
科
(
賦
課
)
要
件
と
い
う
視
点
か
ら
上
記
三
制
度
を
見
る
こ
と
で
、
当
時
の
事
実
認
定
の
領
域
に
お
い
て
考
慮
が

求
め
ら
れ
て
い
た
「
よ
き
人
の
推
定
」
が
証
拠
(
法
則
)
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
そ
の
後
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
点
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
こ

の
点
の
検
討
を
通
じ
て
、
特
別
刑
の
賦
科
に
お
い
て
も
「
確
信
」
が
必
要
で
あ
っ
た
点
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、

ζ
・
匂
・
『
・
法
理
と
特
別
刑
の
関

係
に
つ
い
て
の
従
来
の
理
解
で
あ
る
、
「
特
別
刑
は

E
七
・
『
・
法
理
に
抵
触
す
る
制
度
で
あ
る
」
と
い
う
従
来
の
テ
i
ゼ
も
批
判
的
検
討
の
姐

上
に
載
せ
る
。
こ
こ
で
は
、

ζ
七
・
円
・
法
理
の
「
疑
わ
し
き
場
合
」
が
、
当
時
の
刑
事
法
令
の
条
文
解
釈
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
状
態
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
が
検
討
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
、
裁
判
官
の
「
確
信
」
が
ど
の
よ
う
に

把
握
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
無
罪
推
定
法
理
は
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
「
構
造
原
理
」
と
し
て
思
想
家
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
成
立
し
た
も
の

の
、
実
際
の
刑
事
裁
判
に
お
け
る
機
能
の
実
体
は
依
然
と
し
て
証
拠
法
の
枠
内
で
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
点
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

無罪推定法理について(1)

自
由
心
証
主
義
の
導
入
を
境
に
、
防
御
権
の
一
環
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
証
拠
取
調
べ
強
制
権
と
関
連
を
持
つ
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
無
罪
推
定
法
理
の
根
拠
づ
け
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
本
法
理
が
刑
事
手
続
に
お
け
る
「
法
治
国
家
原
則
」
と
し
て
把

握
さ
れ
、
法
理
そ
の
も
の
は
ラ
イ
ヒ
刑
訴
法
に
そ
の
内
容
が
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
て
い
っ
た
点
を
紹
介
す
る
(
第
三
章
)
。

第
四
章
で
は
、
無
罪
推
定
法
理
の
持
つ
機
能
と
し
て
、
裁
判
官
に
よ
る
確
信
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
予
断
の

排
除
を
論
じ
る
。
そ
し
て
、
適
正
な
確
信
形
成
の
視
点
か
ら
、
免
責
証
拠
・
証
人
の
公
判
顕
出
・
出
廷
の
強
制
の
可
能
性
が
ど
れ
だ
け
認
め

ら
れ
る
か
と
い
う
点
を
、
無
事
の
不
処
罰
と
適
正
な
事
実
認
定
を
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
と
し
て
成
立
し
た
証
拠
取
調
べ
請
求
権
が
、
ど
の
程
度

認
め
ら
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
点
か
ら
検
討
す
る
(
第
四
章
)
。
最
後
に
、
事
実
認
定
の
客
観
化
・
適
正
化
・
防
御
権
と
い
う
視
点
か
ら
我

北法53(6・39)1655

が
国
の
刑
事
訴
訟
へ
の
若
干
の
示
唆
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る

(
終
章
)
。



説

(
1
)
田
宮
教
授
は
一
市
民
と
し
て
の
被
告
人
は
無
罪
で
あ
り
、
そ
の
防
御
を
全
う
す
る
に
は
当
事
者
主
義
を
と
る
し
か
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。

(
田
宮
裕
『
刑
事
訴
訟
と
デ
ュ

l
プ
ロ
セ
ス
』
(
一
九
七
二
年
)
二
四
九
頁
。
)

(
2
)
井
戸
田
侃
「
無
罪
推
定
の
法
理
」
柏
木
千
秋
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
『
近
代
刑
事
法
の
理
念
と
現
実
』
(
一
九
九
一
年
)
一
一
一
四
一
一
員
。

(
3
)
土
本
武
司
「
刑
事
訴
訟
法
雑
感
国
民
性
の
視
点
か
ら
」
高
田
卓
爾
博
士
古
稀
祝
賀
論
文
集
『
刑
事
訴
訟
法
の
現
代
的
動
向
』
(
一
九
九
一
年
)

五
四
頁
。

(
4
)
村
井
敏
邦
編
『
現
代
刑
事
訴
訟
法
』
第
二
版
(
一
九
九
八
年
)
二
頁
、
村
井
敏
邦
執
筆
部
分
。

(
5
)
平
野
龍
一
「
現
行
刑
事
訴
訟
法
の
診
断
」
平
場
安
治
他
編
『
団
藤
重
光
博
士
古
稀
祝
賀
論
文
集
』
(
一
九
八
五
年
)
第
四
巻
四
一
一
三
頁
以
下
を

参
照
。

(
6
)
小
田
中
聴
樹
「
刑
訴
改
革
論
議
の
基
礎
的
視
点
1

「
精
密
司
法
」
論
の
検
討
を
手
が
か
り
と
し
て
1
」
『
平
野
龍
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
下

巻
』
(
一
九
九
O
年
)
二
三
九
頁
以
下
。
小
田
中
教
授
に
よ
れ
ば
、
問
題
点
は
刑
事
手
続
全
般
を
通
じ
て
存
在
し
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
点
が

あ
げ
ら
れ
る
と
い
う
。
捜
査
段
階
(
任
意
処
分
の
事
実
上
の
強
制
処
分
化
、
強
制
処
分
法
定
主
義
の
潜
脱

(
H
捜
索
差
押
名
下
の
強
制
採
尿
・

検
証
名
下
の
盗
聴
)
・
令
状
主
義
の
空
洞
化

(
H
審
査
の
形
式
化
)
、
札
間
的
被
疑
者
取
調
手
続
の
温
存
・
強
化

(
H
代
用
監
獄
制
度
の
存
置
・

活
用
、
接
見
交
通
の
制
限
取
調
べ
受
忍
の
強
制
、
弁
護
人
立
会
い
の
排
除
な
ど
)
)
起
訴
段
階
(
不
当
起
訴
・
不
当
不
起
訴
の
抑
制
の
弱
体
性
(
H

公
訴
権
濫
用
論
の
衰
退
・
付
審
判
請
求
手
続
の
不
活
性
状
態
・
検
察
審
査
会
権
限
の
弱
さ
)
)
公
判
段
階
(
訴
訟
促
進
の
強
化
(
開
廷
回
数
の
減

少
、
審
理
期
間
の
短
縮
化
)
・
訴
訟
指
揮
権
及
び
法
定
警
察
権
の
強
権
的
行
使
に
よ
る
被
告
人
側
の
主
張
と
立
証
の
制
限
・
捜
査
書
類
依
存
性
の

強
化
(
伝
聞
法
則
と
自
白
法
則
、
補
強
法
則
の
形
骸
化
の
進
行
)
・
検
察
官
手
持
証
拠
秘
匿
の
許
容
(
事
前
前
面
開
示
の
不
許
容
)
・
誤
判
の
顕

在
化
)
上
訴
・
再
審
段
階
(
検
察
官
上
訴
の
無
制
約
状
態
、
再
審
規
定
改
正
の
放
置
、
誤
判
原
因
究
明
の
立
ち
遅
れ
)
。

(
7
)
井
戸
田
前
掲
論
文
三
二
八
頁
。

(
8
)
田
宮
裕
「
刑
事
訴
訟
法
の
展
開
と
英
米
法
の
影
響
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
五
五
一
号
(
一
九
七
四
年
)
一
五
五
頁
[
同
『
刑
事
手
続
と
そ
の
運
用
』
(
一

九
九
O
年
)
一
五
八
頁
所
収
]
、
同
「
刑
事
訴
訟
法
に
対
す
る
外
国
法
の
影
響
」
松
尾
浩
也
編
・
ジ
ユ
リ
ス
ト
増
刊
『
刑
事
訴
訟
法
の
争
点
』
(
一

九
七
九
年
)
一
ム
ハ
六
頁
[
同
・
前
掲
書
一
四
七
頁
所
収
]
、
三
井
誠
「
日
本
の
法
制
度
と
英
米
法
|
刑
事
訴
訟
法
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
六
O
O
号
(
一

九
七
五
年
)
二
五
六
頁
、
鈴
木
義
男
「
外
国
法
の
影
響
l
ア
メ
リ
カ
法
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
九
三
O
号
(
一
九
八
九
年
)
凹

O
頁
、
同
「
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
比
較
法
の
意
義
」
松
尾
浩
也
H

井
上
正
仁
編
・
ジ
ユ
リ
ス
ト
増
刊
『
刑
事
訴
訟
法
の
争
点
(
新
版
)
』
(
一

論

北法53(6・40)1656



無罪推定法理について(1)

九
九
一
年
)
一
ム
ハ
頁
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
法
研
究
へ
の
集
中
は
「
英
米
法
は
『
よ
い
」
制
度
で
あ
り
、
大
陸
法
は
『
悪
い
』
制
度
で
あ
る
と
い

う
図
式
な
い
し
前
提
」
で
思
考
す
る
傾
向
が
生
じ
た
こ
と
を
三
井
教
授
は
指
摘
す
る
。
二
二
井
前
掲
論
文
二
六
O
頁。

(
9
)
例
え
ば
鴨
良
弼
は
無
罪
推
定
法
理
の
把
え
方
を
次
の
=
一
つ
に
わ
け
る
。
(
イ
)
公
平
な
裁
判
の
理
念
と
と
も
に
、
無
罪
推
定
の
理
念
を
憲
法
上

の
保
障
と
し
て
高
く
評
価
し
よ
う
と
す
る
捉
え
方
、
(
ロ
)
挙
証
責
任
と
の
関
連
で
証
拠
法
の
枠
内
で
そ
の
限
界
・
範
囲
を
理
解
し
よ
う
と
す
る

み
か
た
、
(
ハ
)
強
行
性
を
持
っ
た
法
規
範
と
し
て
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
法
格
言
的
な
教
示
規
範
と
し
て
把
え
、
被
告
人
に
つ
い
て
、
そ
の
人

格
・
自
由
を
尊
重
し
人
道
的
な
処
理
を
な
す
べ
き
こ
と
を
裁
判
・
訴
追
・
捜
査
の
各
機
関
に
教
示
し
た
も
の
と
理
解
す
る
立
場
。
こ
の
う
ち
鴨

は
最
後
の
(
イ
)
(
ロ
)
は
英
米
の
法
制
と
く
に
米
国
法
制
で
の
基
本
的
見
解
と
し
、
ド
イ
ツ
で
は
積
極
的
に
無
罪
推
定
の
法
理
を
支
持
す
る
と

い
う
の
で
な
く
、
「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
」

z
a
z
z
o
-
M
8
5
0
(↓
以
下
「
ζ
・司
H
:
」
と
表
記
)
法
理
と
の
関
連
で
、
間
接
的
に
こ
れ
を

肯
定
し
て
い
る
の
が
現
状
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
と
い
う
。
一
鴨
良
弼
「
無
罪
推
定
の
法
理
」
『
刑
事
訴
訟
法
の
基
本
理
念
』
(
一
九
八
五

年
)
一
一
六
頁
。

(
叩
)
∞
戸
。
g
E
E
N
O
品
開
司
印
有
島
町
町
宮
田
豆
町
加
と
口
一
回
0
5
5
gミ
呂
志
町
三
伺
司
、
∞
n
F
S
E
R
E
-凶
戸
白
-
5
8
B
3
3・M
・
這
湾

(
日
)
ザ
ツ
ク
ス
は
無
罪
推
定
を
裁
判
官
の
心
理
状
態
と
い
う
点
か
ら
把
握
し
、
公
判
開
始
手
続
に
「
十
分
な
嫌
疑
」
を
求
め
つ
つ
も
、
無
罪
の
推
定

法
理
の
尊
重
を
求
め
る
こ
と
は
「
過
大
な
負
担
」
で
あ
り
、
「
危
険
な
離
れ
業
(
臼
田
町
。

B
。
EZ)」
で
あ
る
と
非
難
す
る
。
一
切
臼
・
白
お
・
。
--m
・⑤

3
・

(
臼
)
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
二

O
三
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
裁
判
所
は
、
捜
査
手
続
の
結
果
か
ら
判
断
し
て
、
被
告
人
が
罪
を
犯
し
た

疑
う
に
た
り
る
十
分
な
嫌
疑
が
あ
る

(
E
R
g
n
Z
E
S
E
8
n
z
z
m
)
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
公
判
開
始
の
決
定
を
行
う
」
。
な
お
、
こ
れ
以
降

の
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
の
条
文
訳
は
、
松
尾
浩
也
他
訳
「
ド
イ
ツ
刑
事
訴
訟
法
典
』
(
法
務
資
料
二
O
O
一
年
)
を
参
考
と
し
た
。

(
日
)
〈
包
・
出
向

E
S
E
-
0
5
智内。
s
a
m『
仏

2
2
n
F
g
z
g宮
〈

刊

号

伊

豆

-
E明
ロ

R
F
号

自

〈

O円
σ
E
ι
2
8包
c
a
p
s
S
E
E
R
F
g
g『
即
時
〈
何
広
島

5
2
3
2

∞・
3hHR・

(
U
)
前
註
九
を
参
照
。

(
日
)
「
職
権
主
義
」
と
い
う
語
に
関
し
て
「
糾
問
主
義
」
と
の
関
連
に
お
い
て
そ
れ
を
理
解
し
、
こ
の
点
で
職
権
主
義
の
考
え
方
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
l

ジ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
糾
問
」
概
念
に
つ
い
て
の
再
検
討
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ゲ
ツ
セ
ル
の
見
解
が
示
唆

的
で
あ
る
。
ゲ
ツ
セ
ル
は
糾
問
手
続

2
2
5
§
5
5言。
NmE)
の
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
は
職
権
主
義

2
5
Z
E
5
5宝
=Ne)
と
国
家
訴
追
主
義

(。
B
N
E
1国
民
間
U

)

が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
い
う
エ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
解
(
開
・
山
岳
吾
門
戸
田
口
P
S
E昌
吉
内
出
回
目
。
町
田
nEnFRmH2
北法53(6・41)1657 



説
吾'h.
両岡

e
E岡田口町四ロ∞
E
同司
nnzz-up加
0・
凶
〉
ロ
戸
苦
虫

ω・
∞
芦
↓
以
下
単
に
「
∞
宮
内
『
mnzzEnmn」
と
表
記
)
を
援
用
し
、
糾
問
主
義
の
持
つ
原
理
の
長

所
ま
で
棄
て
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ゲ
ツ
セ
ル
は
、
糾
問
手
続
の
原
理
と
国
家
論
の
関
連
を
考
え
、
「
正
義
国
家
と
し

て
の
法
治
国
家
」
に
お
け
る
法
治
国
家
原
則
の
も
と
で
被
疑
者
・
被
告
人
を
保
護
す
る
た
め
の
形
式
的
保
障
を
守
り
つ
つ
合
理
的
な
認
識
手
段

に
よ
っ
て
真
実
を
糾
明
し
よ
う
と
す
る
点
に
長
所
が
見
出
さ
れ
る
も
の
と
し
て
糾
問
手
続
の
「
原
理
」
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
、

と
主
張
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
(
『
正
義
・
法
治
国
家
・
刑
法
・
刑
法
・
刑
事
訴
訟
法
の
根
本
問
題
』

K
-
H
・
ゲ
ツ
セ
ル
著
・
宮
沢
浩

一
・
井
田
良
監
訳
・
阿
部
純
二
他
訳
(
一
九
九
O
年
)
一
八
二
頁
以
下
。
)

(
凶
)
ヘ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
こ
う
し
た
事
態
は
、
英
米
法
に
対
す
る
誤
解
が
原
因
で
あ
る
と
い
う
o

〈
包

-
E
0
2
5
5・釦
-
P
。・・∞-怠・

(
げ
)
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、

m
C
H
S
-
g
g同
高
広
島
8
5
5
n
Z
M品・〉
E2・
2
3
3
∞
-a-

(
日
)
我
が
国
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
法
を
始
め
と
す
る
大
陸
法
H
職
権
的
・
ア
メ
リ
カ
法
H
当
事
者
主
義
的
と
い
う
「
単
純
明
快
」
な
把
握
の
仕

方
が
見
ら
れ
る
が
、
ダ
マ
シ
ユ
カ
は
こ
の
よ
う
な
理
解
を
「
マ
ニ
教
的
二
分
法
」
と
批
判
し
て
い
る
。
一
声
。

gaz-開
三
号
芸
品
、
切
民
丘
町

a
s

n。
ロ
丘
町
長
当

g
色
寸
君
。
玄
。
aoz
え
の
ユ
E
E
-
-
4
0
8
a
R
R
〉
向
。
B℃
m
E
F
5
白押邑山、

L
N
-
c・同》〉・「閉山
2
U
O
A
r
uふ唱
(
3
3
)

(
凶
)
こ
の
点
を
指
摘
す
る
文
献
は
多
数
に
の
ぼ
る
が
、
総
括
的
に
論
じ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
イ
ン
ゴ
・
ミ
ユ
ラ
l
の
も
の
を
ま
ず
あ
げ
ね
ば
な

ら
な
い
。
一
宮
Em--RmonzgH由
民

g
a
∞
E
守
町
広
島
『
g
-唱
∞
。
(
↓
以
下
単
に
「
mmnFZS包」)、

FEσgOEms-
∞・凶
a
R
Z
E
ω
-
a
c
R

(
却
)
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
井
戸
田
侃
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
デ
ュ

l
プ
ロ
セ
ス
論
の
限
界
」
『
中
山
研
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
第

五
巻
』
(
一
九
九
九
年
)
一
頁
以
下
、
同
「
刑
事
訴
訟
法
と
憲
法
一
一
一
一
条
」
立
命
館
法
学
一
五
号
(
一
九
五
六
年
)
六
五
頁
以
下
。

(
幻
)
こ
の
よ
う
な
視
座
は
一
九
六
0
年
代
よ
り
ペ

l
タ
l
ス
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
た
。

(
F
8
2・
F
2
$
2
5
5
E
n丘
Fmg加
ロ
ロ
色
』
ロ
阻
止
E
E
Z
B
e

3
5
n
E
B
P
R
O
-芝
S
S
E
-唱宏-∞・
2
N
)
そ
の
後
ア
ン
ド
レ
ア
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
よ
り
洗
練
さ
れ
る
形
で
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

(〉
E
H
g加印
nFEιf
。
E
E
g
a児
島
町
『
骨
2
2
E
n
F円相
E
S
g回
2
5
2
4〈
巴
刊
昼
間
ロ
ロ
セ
ヨ
印
可
民
唱
円
宙
開
回
目
。
丘
ロ
ロ
ロ
伺

(-3hH)
∞
-Ehp円
本
書
に
つ
い
て
は
光

藤
教
授
の
紹
介
が
あ
る
。
光
藤
景
佼
「
ア
ン
ド
レ
ア
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
自
由
心
証
主
義
」
摂
南
法
学
一
五
号
(
一
九
九
六

年
)
」
)
ド
イ
ツ
に
お
け
る
問
主
観
的
追
証
可
能
性
の
議
論
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
光
藤
教
授
の
「
自
由
心
証
主
義
の
現
代
的
意
義
」
『
刑
事
証
拠

法
の
新
展
開
』
(
二
O

O
一
年
)
一
四
頁
以
下
(
同
「
自
由
心
証
主
義
の
問
題
点
」
『
新
・
生
き
て
い
る
刑
事
訴
訟
法
1
佐
伯
千
偲
先
生
卒
寿
祝

賀
論
文
集
1
』
(
一
九
九
七
年
)
の
再
録
)
が
あ
る
。

(
幻
)
関
g
z
-
C
E
S
E
E
m
s
g
E
E口開

-pg司
g
n
z
z
E
m
F
E
E
-
E
D加
}
唱
巴
(
↓
以
下
単
に
「
c
a
n吉
区
間

5
5
5
5加
」
と
の
み
表
記
)
、
∞
-u・

~t法53(6 ・ 42)1658



無罪推定法理について(1)

(

お

)

回

p
n
z
-
d
a
n
g
-
e
a
s
z
z
a
-
∞・凶∞同

(M)
刑
訴
法
二
六
七
条
五
項
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
被
告
人
を
無
罪
と
す
る
場
合
に
は
、
判
決
理
由
に
お
い
て
、
罪
を
犯
し
た
こ

と
が
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
は
証
明
さ
れ
た
事
実
が
罪
と
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
は
何
か
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
後
略
)
」

(お

)
E
n
E
bロ
E
E
5
2
0
5
5ロ
mem-ER

(部

)

1
・
所
為
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
損
害
の
賠
償
の
た
め
、
二
疋
の
給
付
を
行
な
う
こ
と
。

2
.
公
益
組
織
ま
た
は
国
庫
の
た
め
に
、
あ
る
金
額
を
支

払
う
こ
と
、

3
.
そ
の
他
の
公
益
的
給
付
を
提
供
す
る
こ
と
。

4
.

二
疋
限
度
に
お
け
る
扶
養
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
、
の
四
つ
が
要
件
で
あ
る
。

(
幻
)
尽
】

E
N
E
P
U
E
g
o
-
u
p
?〉巴間関
-anusa-」ロお
E
E∞
5
B
E
E
t吾
与
『
奇
5
3
s
-
∞
--5・
な
お
フ
リ
ス
タ
ー
も
次
の
よ
う
に
無
罪
推
定
と
の

不
整
合
性
を
主
張
し
て
い
る
。
「
有
罪
判
決
が
法
的
に
確
定
さ
れ
る
前
の
同
意
は
、
そ
れ
が
「
同
意
を
し
な
け
れ
ば
処
罰
さ
れ
る
』
と
い
う
圧
力

の
も
と
で
な
さ
れ
た
場
合
、
即
ち
、
予
想
さ
れ
る
刑
が
制
裁
ー
そ
の
賦
課
に
つ
き
被
疑
者
が
同
意
す
べ
き
よ
り
も
重
い
場
合
に
は
、
無
効
で

あ
る
。
従
っ
て
刑
訴
法
一
五
一
一
一

a条
の
場
合
に
は
次
の
よ
う
に
い
え
よ
う
。
被
疑
者
は
刑
訴
法
一
五
一
一
一

a条
の
適
用
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、

犯
罪
記
録
簿
へ
の
記
載
と
い
う
こ
と
で
も
っ
て
形
式
的
に
処
罰
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
由
来
す
る
『
よ
り
緩
や
か
な
制
裁
』
が
決
定

さ
れ
る
と
い
う
圧
力
の
も
と
同
意
す
る
の
で
あ
る
」

o
E凹寄
-
P
E
E
-
=
N
-ヲ
〈
刊
号
O
同
色
町
司
〈
白
『
色
白
nFH由明
E
P
E
E
C
g
n
F
Z片岡
田

5
5
E
Eロ
明
白

z

smwHmユ
n--開。
E
ロ弘明言ロ

N苦
弘
明
日
出
向
gpmnFZ-双山∞・∞・唱。・

(mA)Ugnropu-mw白同一白円相
-En--rs
片岡回開口問垣巴民間内比口

g
開
。
臼
向
。
戸
』
N
一唱、吋一
Y
∞・

5
0・

(mm)
臼円
Enrm口町四
G-CEmgcnEロ加。口
N
E
C
g
n
z
z
E目
g
g
E
E口
問
石
喧
mp
∞
一
ピ
・

(
却
)
例
え
ば
、
嫌
疑
が
あ
る
状
態
を
法
的
平
穏
の
危
殆
化
と
し
て
の
「
撹
乱
状
態
」
と
し
、
そ
れ
を
生
ぜ
し
め
た
撹
乱
者
と
し
て
の
被
疑
者
は
嫌

疑
解
明
の
た
め
の
公
権
発
動
を
甘
受
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
ク
ラ
ウ
ス
は
主
張
し
て
い
る
。

(F・2
g咽
。

R
C
g
E加担
N
R
H
q
C
E
n
E
-
e
'

g
s
gロ
ロ
セ
自
∞

E
同志円
E
5
P
E
-
玄
E
m
-
-
q
a
E
R
-
g
g
P
2
z
a
s
g白円安
E
E
穴ユヨ
E
f
c
E
r
r
-
2
-ム・
5Jご
も
っ
と
も
、
フ
リ
ス
タ
ー
は
こ
の

よ
う
な
区
別
は
無
意
味
で
あ
る
と
す
る

o
h
E民
民
叫

z
'
O
J
的・

50'

(
幻
)
こ
れ
ら
制
度
に
関
し
て
は
、
宮
浮
浩
一
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る

P

資
金
の
洗
浄
。
を
め
ぐ
る
新
立
法
に
つ
い
て
そ
の
構
成
要
件
と
新
し
い

9

資

産
刑
e

を
中
心
と
し
て
凶
同
」
『
時
の
法
令
』
四
四
八
号
四
四
頁
以
下
、
一
四
五
二
号
五
五
頁
以
下
(
一
九
九
三
年
)
が
あ
る
。
そ
の
他
、
伊
東

研
佑
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
不
法
利
得
剥
奪
三
開
『

E-)
法
の
新
展
開
1
資
金
洗
浄
取
締
関
係
規
定
を
含
め
て

1
」
『
現
代
社
会
に
お
け
る
没
収
・

追
徴
』
町
野
朔
・
林
幹
人
編
(
一
九
九
五
年
)
一
二
八
頁
以
下
、
上
蔦
二
両
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
由
刑
と
罰
金
刑
の
併
科
」
「
松
尾
浩
也
先
生

北法53(6・43)1659



説

古
希
祝
賀
論
文
集
』
(
一
九
九
八
年
)
一
三
三
頁
以
下
(
上
鳶
①
)
、
同
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
資
産
刑
(
刑
法
四
三

a条
)
」
神
戸
法
学
雑
誌
四
八

巻
二
号
(
一
九
九
八
年
)
二
五
一
頁
以
下
(
上
蔦
②
)
、
岡
上
雅
美
「
ド
イ
ツ
刑
法
四
三
条

a
の
資
産
刑
を
め
ぐ
る
解
釈
に
つ
い
て
1
組
織
犯
罪

に
対
す
る
制
裁
の
一
事
例
1
」
『
西
原
春
夫
先
生
古
希
祝
賀
論
文
集
第
四
巻
』
(
一
九
九
八
年
)
一
二
七
頁
以
下
、
拙
稿
「
利
益
収
奪
の
拡
大
と

限
界
に
つ
い
て

1
ド
イ
ツ
の
刑
法
改
正
を
素
材
と
し
て

1
」
北
大
法
学
論
集
四
七
巻
六
号
(
一
九
九
七
年
)
二
三
四
頁
以
下
が
あ
る
。
無
罪
推

定
に
対
し
て
の
抵
触
に
関
す
る
議
論
は
、
上
馬
②
論
文
二
六
三
・
四
頁
、
拙
稿
二
五

O
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
〈
包
・
回
目
Enwgσ
目
指

-d三
平

田EnFZロ胸骨ロ
N
R
d
a
n
z
-号〈
2
5
E口
開

-
3∞・回
-EMR-

(
幻
)
シ
ュ
ト
ウ
ウ
ツ
ケ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
れ
ば
、
顕
名
報
道
に
関
し
て
無
罪
推
定
の
法
理
を
論
じ
た
裁
判
例
は
ケ
ル
ン
上
級
裁
判
所
に
お
け
る
一
九

八
七
年
の
事
例
し
か
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
無
罪
推
定
を
「
人
格
権
の
具
現
化
形
態
」
と
し
て
論
じ
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
「
刑

事
裁
判
所
に
よ
る
判
決
が
な
さ
れ
る
前
に
お
い
て
は
、
報
道
機
関
に
お
い
て
な
さ
れ
る
有
罪
の
主
張
は
常
に
違
法
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
該

主
張
が
真
実
と
立
証
さ
れ
よ
う
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
よ
う
が
、
そ
れ
自
体
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
結
論
は
『
無
罪
推

定
は
、
刑
事
裁
判
所
に
よ
る
判
決
前
に
お
い
て
な
さ
れ
る
有
罪
の
主
張
を
、
刑
法
一
九
三
条
の
意
味
で
の
正
当
な
利
益
の
主
張
と
解
す
る
こ
と

か
ら
排
除
す
る
の
で
あ
る
』
と
い
う
こ
と
に
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
る
の
で
あ
る
」

0
3
g
n
r
g
g
a
-
白-主)・・∞

-EP-EnzngnFυ

。
円
。
関
g
z

zt弓
苫
∞
H
ω
・
民
主
・
)
も
っ
と
も
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
「
犯
人
が
誰
で
あ
る
か
」
と
い
う
こ
と
の
報
道
に
つ
き
「
公
益
性
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

一
回
〈
刊
色
。
開
凶
一
円
M

凶M
・

(
お
)
シ
ユ
パ

1
ト
や
シ
ユ
ト
ウ
ツ
ケ
ン
ベ
ル
ク
は
こ
れ
を
無
罪
推
定
の
「
私
人
間
効
力
(
ロ
ユ
ロ
三
件

E
加
)
」
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

(ωnF5R同『
f

NE門司『陪加垣内出円相仏何回。
E
E由民
N
g
a
R
c
g
n
F
E
-
e
S
E
E
S伺
}
ヨ
唱
・
∞
・
己
・
山
田
E
5
2
n
z一∞
E
n
r
g
g
a・
2
・。・∞

-E司
円
)
な
お
、
エ
・
シ
ュ
ミ
ッ

ト
も
無
罪
推
定
の
法
理
が
私
人
間
効
力
を
持
ち
、
報
道
機
関
に
対
し
て
も
規
制
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
言

う
。
「
証
拠
評
価
が
先
取
り
的
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
被
疑
者
が
有
罪
で
あ
る
こ
と
の
主
張
を
帰
結
す
る
も
の
で
あ
る
か
又
は
、
読
者

に
既
に
有
罪
認
定
が
な
さ
れ
た
か
の
予
断
を
与
え
る
限
り
に
お
い
て
、
欧
州
人
権
条
約
六
条
二
項
に
対
し
て
の
違
反
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
被

疑
者
の
訴
訟
上
の
地
位
を
全
く
不
利
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
『
致
命
的
な
中
傷

(
m
E
Z
o
E
)
』
を
意
味
し
う
る
の
で
あ
る
。

無
罪
推
定
は
ま
さ
に
、
国
民
相
互
の
地
位
に
お
い
て
個
々
の
国
民
が
遵
法
的
存
在
で
あ
る
こ
と
富
田
忠
告
全
加
古
昆
)
を
配
慮
す
べ
き
も
の
な
の
で

あ
る
」

0
(開・
ω
n
F
E向日
F』
5
5
z
E
P
M
E
N
E
-
W
3
g
-
∞・
3
・
)
し
か
し
、
無
罪
推
定
に
お
け
る
私
人
間
効
力

(
U
忌
言
存
富
加
)
に
つ
い
て
は
、
欧

州
人
権
条
約
の
人
権
委
員
会
は
こ
れ
を
認
め
て
い
な
い
。
(
〈
個
}
・
∞
z
n
r
g
Z『や白・白・
0
・
・
凶
・
全
斗
・
)
ま
た
顕
名
報
道
と
刑
事
手
続
の
関
連
に
つ
い
て

北法53(6・44)1660
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無罪推定法理について(1)

は
湖
野
助
教
授
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
測
野
貴
生
「
犯
罪
報
道
と
適
正
手
続
の
理
念
(
こ

同
「
犯
罪
報
道
と
適
正
手
続
の
交
錯
」
法
学
六
O
巻
三
号
(
一
九
九
六
年
)
一
二
九
頁
。

(
弘
)
ザ
ツ
ク
ス
は
本
文
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
法
の
構
造
に
関
し
「
裁
判
官
は
危
険
な
『
離
れ
業
(
印
己
8
5
0コ
色
町
)
』
を
演
じ
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
、

そ
れ
故
に
当
事
者
主
義
構
造
を
主
張
す
る
。
一
∞
戸

E
・o・-印・。

s-

(
お
)
凶
n
F
Z
V
R同
}
f
白

b
・o-
〉ロ
B
・
3
3・∞
-E同
一
な
お
ロ
ク
シ
ン
も
同
じ
立
場
を
取
る
。
〈
加
-
m
S
U
M
-
0
5
官
庁

B
色
常
国
主
目
出
足
号
陪

E
Eロ加

E

円W
E
R
E
Oロ臼円『町民間
MgN四回日目当少∞・凶∞『・

(
部
)
最
近
で
は
、
一
審
無
罪
判
決
後
の
検
察
官
控
訴
後
に
控
訴
審
で
の
勾
留
が
可
能
か
ど
う
か
が
我
が
国
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
最
(
一
)

決
平
成
一
二
年
六
月
二
七
日
刑
集
五
四
巻
五
号
四
六
二
員
。
本
件
決
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
多
国
辰
也
「
無
罪
判
決
に
伴
う
勾
留
状
執
行
後
の
被

告
人
再
勾
留
」
『
光
藤
景
絞
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
(
上
)
』
二
O
O
一
年
一
コ
一
七
頁
以
下
、
上
口
裕
「
時
の
判
例
・
刑
事
訴
訟
法
」
法
教
二
四

六
号
(
二
O

O
一
年
)
八
六
頁
、
川
崎
英
明
「
東
電
O
L
殺
人
事
件
無
罪
判
決
と
勾
留
問
題
」
季
刊
刑
事
弁
護
二
三
号
(
二
0
0
0
年
)
一
五

頁
以
下
、
高
田
昭
正
「
無
罪
と
勾
留
」
法
時
七
二
巻
一

O
号
(
二

0
0
0
年
)
一
頁
以
下
、
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ロ

l
ジ
ャ
ー
ナ
ル
弁
護
士
神
山

啓
史
氏
に
聞
く
1
憲
法
・
国
際
人
権
法
・
刑
事
訴
訟
法
が
保
障
す
る
適
正
手
続
を
空
文
化
さ
せ
る
、
東
京
高
検
と
東
京
高
裁
」
法
セ
五
四
八
号

(二

0
0
0
年
八
月
号
)
二
頁
、
土
本
武
司
「
無
罪
判
決
後
の
勾
留
1

刑
事
手
続
と
退
去
強
制
手
続
」
捜
査
研
究
五
八
五
号
(
二

0
0
0
年
)

三
回
頁
以
下
、
な
ど
が
あ
る
。

(
幻
)
ド
イ
ツ
刑
訴
法
に
お
い
て
は
一
審
で
の
無
罪
判
決
後
に
は
判
決
を
「
迅
速
に
執
行

(
g
F三
宮
〈
♀
訂
正
冨
晶
ご
す
る
こ
と
を
求
め
る
一
一
一
O

条
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
一
一
項
・
勾
留
の
要
件
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
又
は
勾
留
の
継
続
が
事
件
の
軽
重
及
び
処
せ
ら
れ
る
べ
き
刑
若

し
く
は
改
善
保
安
処
分
か
ら
見
て
均
衡
を
失
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
勾
留
状
を
直
ち
に
取
消
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
被
告
人
が
無

罪
と
さ
れ
た
と
き
、
公
判
手
続
を
開
始
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
と
き
、
又
は
手
続
が
一
時
的
に
は
な
し
に
打
ち
切
ら
れ
た
と
き
は
、
勾
留
状
を

取
消
す
も
の
と
す
る
。
二
項
・
上
訴
の
申
立
て
が
あ
っ
て
も
被
告
人
の
釈
放
を
遅
延
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
三
項
・
公
訴
の
提
起
前
に
お
い
て

は
、
検
察
官
が
請
求
し
た
と
き
は
、
勾
留
状
を
取
消
す
も
の
と
す
る
。
検
察
官
は
請
求
と
同
時
に
、
被
疑
者
の
釈
放
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

な
お
、
ド
イ
ツ
刑
訴
法
に
は
抗
告
と
執
行
停
止
に
関
す
る
=
一
O
七
条
で
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
一
項
・
抗
告
の
提
起
は
原
裁
判
の
執
行

を
妨
げ
な
い
。
二
項
・
前
項
の
規
定
に
関
わ
ら
ず
、
原
裁
判
を
し
た
裁
判
所
、
裁
判
長
若
し
く
は
裁
判
官
又
は
抗
告
裁
判
所
は
、
執
行
の
延
期

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
無
罪
判
決
に
対
す
る
検
察
官
上
訴
に
と
も
な
う
勾
留
の
場
合
に
こ
の
三
O
七
条
二
項
の
「
前
項
の
規
定
に
関
わ
ら

北法53(6・45)1661

(
二
・
完
)
」
法
学
六
三
巻
二
号
(
一
九
九
九
年
)
、



説

ず
、
原
裁
判
を
し
た
裁
判
所
、
裁
判
長
若
し
く
は
裁
判
官
又
は
抗
告
裁
判
所
は
、
執
行
の
延
期
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
が
問
題
と
な
る
が
、

一
二

O
条
二
項
の
場
合
に
は
本
条
は
適
用
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
学
説
判
例
と
も
に
争
い
が
な
い
。
(
〈
加

--Ens'

E
o
n
F
R
g
a
R
'
o
o
aロ
2
・
∞
豆
電
。
N
2
8
E
E口
問
ぉ
・
〉
z
m
-
N
E
抑
凶

C
吋

列

国

-
M
・
)
ま
た
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
は
、
二
一

O
条
の
勾
留
失
効
制
度
の
精

神
に
つ
き
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
殺
人
事
件
に
関
し
て
無
罪
判
決
が
宣
告
さ
れ
、
検
察
官
が
当
該
判
決
に
明
白
な
液
庇
が
存
在
す
る
と
し
て
上
告

し
た
場
合
に
も
勾
留
命
令
は
取
消
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。

(mag-
∞
E
p
a急円
2
5
n吉
区
〉
色
・

5
3
∞
M
2
・
)
な
お
、
無
罪
判
決
後
の
上

訴
審
で
の
一
丹
勾
留
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
勾
留
を
成
す
た
め
の
「
根
本
的
な
言
。
=
。
E
E
2
3
」
新
し
い
手
続
状
態
が
生
じ
る
こ
と
を
求
め
る

判
例
が
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

(
O同
hops-円
P
3
玄

om苫
∞
少
∞
-ac凶
)

号ふ

"問

第
一
章

発
展
史
I
l
「
よ
き
人
の
推
定
」
と
し
て
の
発
展

総
説刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
主
要
な
原
則
は
、
主
と
し
て
一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
に
「
人
間
及
び
市
民
の
権
利
の
宣
言
」
(
人
権
宣

(
I
)
 

言
)
に
お
い
て
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
革
命
の
影
響
が
周
辺
諸
国
に
波
及
し
て
い
く
の
に
伴
っ
て
、
宣
言
さ
れ
た
諸
原
則
も
周
辺
諸

国
の
刑
事
訴
訟
法
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
隣
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
無
罪
推
定
の
法
理
も
、
こ
の
時
期
ド
イ
ツ
に
お

い
て
議
論
の
対
象
と
さ
れ
、
後
に
一
九
世
紀
が
下
る
に
つ
れ
て
、
刑
事
訴
訟
法
上
の
改
革
に
影
響
を
与
え
た
。
従
っ
て
、
無
罪
推
定
及
び

ζ
・
同
国
・
『
・
法
理
の
発
展
史
に
関
し
て
は
上
記
人
権
宣
言
前
後
で
大
き
く
二
つ
に
わ
け
で
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
と
い
う
順
序
で
論
じ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の

導
入
、
普
通
法
の
発
展
、

(
1
)
人
権
宣
言
中
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
発
展
史
に
つ
い
て
概
観
が
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
白
取
祐
司
「
人
権
宣
言
と

北法53(6・46)1662



刑
事
上
の
人
権
」
深
瀬
忠
一
他
編
『
人
権
宣
言
と
日
本
」
一
九
九
O
年
一

O
六
頁
以
下
が
あ
る
。
ま
た
、
沢
登
佳
人
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
近
代

刑
事
法
の
理
念
」
『
近
代
刑
事
法
の
理
念
と
現
実
フ
ラ
ン
ス
革
命
二
O
O
年
を
機
に
|
(
柏
木
千
秋
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
)
』
一
九
九
一
年

三
頁
以
下
が
あ
る
。

第
一
節

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
成
立
以
前
の
概
観

フ
ラ
ン
ク
時
代
に
発
展
し
た
純
粋
に
形
式
的
な

証
拠
法
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
は
ど
う
や
っ
て
有
罪
か
否
か
の
判
断
を
行
っ
て
い
た
の
で
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
裁
判
官
の
取
調

一
一
世
紀
ご
ろ
ま
で
の
証
拠
手
続
に
お
い
て
は
、
事
実
の
立
証
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

に
お
い
て
も
証
拠
の
評
価
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
被
告
人
が
罪
を
犯
し
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

(
2
)
(
3
)
 

裁
判
官
が
疑
念
を
持
つ
場
合
と
い
う
の
も
存
在
し
得
な
か
っ
た
。

こ
の
手
続
は
、
カ
ノ
ン
法
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
当
初
、
ロ
ー
マ
法
の
影
響
の
も
と
弾
劾
手
続
を
採
用
し
て
い
た
カ
ノ
ン
法
は
、

一
一
九
八
年
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
に
よ
っ
て
職
権
に
よ
る
手
続
へ
と
移
行
す
る
(
同
Z
E
E。
一
イ
ン
ク
イ
ジ
チ
オ
)
。
職
権
に
よ
っ

無罪推定法理について(1)

て
開
始
さ
れ
る
こ
の
手
続
は
事
実
の
探
索
に
よ
る
真
実
の
発
見
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
既
に
そ
れ
以
前
の
時
代
に
お
け
る

形
式
的
な
証
拠
法
の
伝
統
か
ら
離
れ
て
い
た
。
こ
の
イ
ン
ク
イ
ジ
チ
オ
は
、
程
な
く
上
部
イ
タ
リ
ア
の
法
学
界
に
受
容
さ
れ
て
い
く
が
、
ド

イ
ツ
へ
の
受
容
は
ゆ
っ
く
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
依
然
と
し
て
古
い
手
続
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
の
ド
イ
ツ
の
手

続
で
は
訴
追
人
ま
た
は
被
告
人
に
宣
誓
を
行
わ
せ
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
手
続
に
あ
っ
て
は
風
評
が
問
題
と
な
り
、

北法53(6・47)1663

評
判
の
よ
い
被
告
人
は
宣
誓
す
る
こ
と
で
雪
菟
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
う
で
な
い
者
又
は
都
市
住
民
で
な
い
者
に
は
神
判
を
受
け
る
こ

(
4
)
 

と
が
命
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
裁
判
所
に
よ
る
証
拠
評
価
は
必
要
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
ド
イ
ツ
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
状
況
も
一
三
世
紀
に
な
る
と
再
び
変
化
す
る
。
教
会
が
神
判
を
非
難
し
た
こ
と
、
人
口
が
増
大
し



説

た
都
市
で
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
決
闘
が
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
宣
誓
に
対
す
る
信
頼
が
薄
れ
た
こ
と
が
そ
の
原
因
と
し
て
指
摘
さ

(5) 

れ
て
い
る
。
当
初
は
上
記
の
よ
う
に
、
犯
罪
事
実
で
は
な
く
、
被
告
人
の
風
評
の
良
し
悪
し
が
有
罪
認
定
に
と
っ
て
は
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
、
被
告
人
は
自
身
の
風
評
を
立
証
し
て
く
れ
る
証
人
を
集
め
、
原
告
も
ま
た
自
身
の
主
張
を
裏
付
け
る
証
人
を
集
め
る
と
い
っ
た
手

続
が
行
わ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
後
に
は
風
評
で
は
な
く
、
事
件
事
実
に
関
す
る
徴
患
に
よ
り
そ
の
者
の
風
評
に
打
撃
が
与
え
ら
れ
る
か
、

(
6
)
 

又
は
訴
追
者
が
目
撃
証
言
を
提
示
し
た
場
合
に
は
雪
菟
宣
誓
が
拒
否
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
二
二
世
紀
末
に
は
七
人

(7) 

に
よ
る
宣
誓
手
続

(
C
o
Z
2
n
gロ宮
g広
島
弓
ロ
)
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
原
告
を
含
め
て
七
人
の
証
人
|
目
撃
証
人
で
あ
る

必
要
は
な
く
悪
評
の
証
人
で
も
よ
い
ー
に
よ
る
立
証
で
有
罪
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
七
人
に
よ
(8) 

る
宣
誓
手
続
も
宣
誓
補
助
者
を
七
人
そ
ろ
え
る
と
い
う
こ
と
が
往
々
に
し
て
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
数
的
な
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

(9) 

ま
た
、
職
権
に
よ
る
手
続
の
整
備
を
促
し
た
の
が
、
ラ
ン
ト
平
和
維
持
の
た
め
の
立
法
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
諸
都
市
で
は
二
つ
の

方
向
性
が
見
ら
れ
た
。
ひ
と
つ
は
、
「
七
人
」
に
よ
る
宣
誓
手
続
に
お
い
て
「
七
人
以
下
」
で
も
宣
誓
に
よ
る
断
罪
手
続
を
行
う
こ
と
が
で

(

ゆ

)

(

日

)

き
る
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
一
つ
は
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
の
「
風
評
断
罪
手
続
(
『

g
g
E
2
2
E
5ロ
)
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
風

評
断
罪
手
続
に
よ
る
判
決
を
行
う
に
際
し
て
、
要
件
と
し
て
既
に
自
白
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
手
段
と
し
て
の
拷
問
も
認
め
ら

(ロ)

れ
て
い
た
。
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論

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
当
時
の
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
た
拷
聞
は
上
部
イ
タ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
そ
れ
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
た
。
即
ち
、
ロ
ー

マ
法
に
起
源
が
求
め
ら
れ
る
上
部
イ
タ
リ
ア
地
方
の
拷
聞
は
、
適
用
さ
れ
る
犯
罪
が
限
定
(
ロ

l
マ
法
で
は
大
逆
罪
の
み
)
さ
れ
、
学
説
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
厳
し
い
適
用
要
件
が
、
実
務
に
も
ま
た
導
入
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
そ
う
し
た
詳
細
な
要
件
を
欠
い

た
ま
ま
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
、
ラ
ン
ト
に
有
害
な
者
に
対
し
て
よ
り
有
効
な
手
続
を
お
こ
な
う
と
い
う
思
考
の
も
と
中
世
後
期
に
生
成
し
た
職
権
に
よ
る



風
評
断
罪
手
続
は
、
確
固
た
る
形
式
を
も
つ
も
の
で
な
く
、
拷
聞
を
恋
意
的
に
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
疑
い
あ
る
場
合
に
ど
の
よ

(
日
)

う
な
判
断
を
行
う
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
成
立
後
に
お
い
て
拷
問
の
適
用
要
件
を
詳
細
に

(
は
)

検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
下
地
と
な
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

中
世
後
期
以
降
、
こ
の
よ
う
な
拷
問
適
用
の
恋
意
性
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
刑
事
手
続
の
荒
廃
が
あ
っ
た
こ
と
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
序
言
に

(
日
)

お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「
多
く
の
地
に
て
、
法
と
よ
き
理
に
反
し
て
審
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
頻
繁
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
責
な
き

人
々
が
苦
し
め
ら
れ
、
ま
た
命
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
逆
に
、
罪
あ
る
者
た
ち
は
、
正
常
で
は
な
い
、
危
険
で
遅
延
し
が
ち
で
あ
っ
た
審

理
に
よ
っ
て
処
刑
を
延
期
さ
れ
て
い
る
か
、
生
命
を
永
ら
え
る
か
、
あ
る
い
は
放
免
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
刑
事
原
告
人
た
ち
に
と
っ

て
、
ま
た
公
共
の
利
益
と
い
う
点
で
は
非
常
に
大
き
な
被
害
で
あ
る
」
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
べ
く
立
法
さ
れ
た
の
が
カ
ロ
リ
ー
ナ
法

(
日
)

で
あ
っ
た
。

無罪推定法理については)

(2)

。-aR-
∞
包
胃

g
m
m
N
C『
「

m
v
B
〈

O吉
田
町
項
目
国
間
仲
間
目
的
円
『
白
守

B
N何
回
目
】
∞
∞
一
Y

∞
-M-
一
∞

n
F
E
E
-
0
5
口
町
宮
町
円

-RFn
回
白
老
町
田
問
者

Em『
仏
国
加
ロ
ロ
加

F
g
g
g守
B
N
O
Z

】
喧
喧

M
-

∞-
H
O

∞-

(
3
)
無
罪
推
定
法
理
の
存
在
に
関
し
て
、
フ
ォ
ン
・
バ

l
ル
は
継
受
前
の
ド
イ
ツ
、
ゲ
ル
マ
ン
時
代
に
お
い
て
は
「
無
罪
推
定
の
法
理
が
存
在
し
て

い
た
」
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
と
さ
れ
た
の
が
雪
菟
宣
誓
扇
町
E
m
g
m
E
S」
の
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
、
被
告
人
を
も
含
め
た
複
数
(
コ
一

人
・
七
人
・
一
二
人
等
)
の
宣
誓
補
助
者
が
、
無
罪
の
宣
誓
を
す
る
こ
と
で
容
易
に
無
罪
判
決
を
勝
ち
得
る
こ
と
が
で
き
た
(
例
え
ば
身
分
の

高
い
宣
誓
補
助
者
の
宣
誓
は
高
い
信
憲
性
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
た
。
世
良
晃
志
郎
『
ド
イ
ツ
法
制
史
概
説
(
改
訂
版
)
』
(
一
九
九
一
年
)
七
O

頁
)
こ
と
に
「
被
告
人
優
遇
の
思
想
」
を
見
出
し
て
い
る
。

(SD
∞R
O
B
F
5
2
2
E
-刊
号

回

開

刊

E
g
a
n
z
g
p
o
N
g田
町
田
お
ま
咽
臼
・
話
再
・
)
し

か
し
な
が
ら
ケ
ス
タ
ー
は
「
「
神
は
誹
誘
者
が
無
事
の
者
に
勝
利
す
る
こ
と
を
許
さ
ぬ
』
と
い
う
思
想
が
神
判
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

雪
菟
宣
誓
も
ま
た
刑
事
手
続
に
お
い
て
神
の
御
手
が
直
接
に
介
入
す
る
と
い
う
前
提
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
偽
証
の

場
合
に
は
、
そ
れ
は
自
誼
(
臼

m
Z
U
2
5
2
5
E口
問
)
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
宣
誓
は
、
そ
れ
を
行
う
場
合
、
神
に
よ
る
刑
罰
の
前
に
『
呪
い
』

北法53(6・49)1665



説

を
そ
の
基
盤
と
し
て
は
じ
め
て
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
生
命
や
生
活
の
危
険
は
、
宗
教
的
な
条
項
を
侵
害
す
る
の
タ
ブ

l
の
危

険
よ
り
も
大
き
い
。
(
そ
れ
ゆ
え
容
易
に
破
ら
れ
る
)
雪
菟
宣
誓
は
真
実
の
た
め
の
強
制
手
段
で
あ
り
、
『
被
告
人
の
優
遇
』
と
は
い
え
な
い
」

と
し
、
パ
ー
ル
の
見
解
を
「
時
代
錯
誤
」
と
批
判
し
、
ゲ
ル
マ
ン
の
刑
事
手
続
に
は
無
罪
推
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。
一
関
。

2
0
F

m
R
F
z
g司
自
己
吉
田
関
門
】

2
Cロ
mn窓
口
弘
呂
、
可
申
弘
・
凶
斗
な
お
〈
間
}
・
図
。
-
Sヨ
江
田

-u-m
肘ロ円三

nEE口開明佃町田町
E
s
a
a
。
ョ
ロ
nraN四回ぷロ仏
Ego-ug50・
3
8
U
-
N
N・

(
4
)
r
s
g
n
E
R
r
-
豆
町
田
町
E
g
g
-
E口
開
号
回
目
v
o
E
R
E
S
H
Z
E巴巴
Oロ
-EN四回目刊
2
B
回目
V
8
5
E
n
E
S
E
E
-ロ
含
ユ
g
m
E
g
z
m
E
N
S
-
N
g
dそ
呂
ム
(
右
。
M)咽

∞・冨
ML開
-
W
E
M
E
F同
門

E
B
n
F
Z
B
O加
問
咽
∞
-
示
-

(5)
』
mgz田nEon-FE・目・
0
・岨回・いお封切・∞
n
F
E円四
Fpmwo--
∞-ぷ叫・

(6)
閃
臼
n
F
E会
-
E・o
・-∞吋∞円

(
7
)
若
曽
根
前
掲
書
一
九
頁
以
下
参
照
。

(8)
若
曽
根
前
掲
書
四
六
六
頁
。

(
9
)
世
良
晃
士
山
郎
『
ド
イ
ツ
法
制
史
概
説
(
改
訂
版
)
』
(
一
九
九
一
年
)
四
二
六
頁
。

(
叩
)
若
曽
根
前
掲
書
四
六
六
頁
。
一
旬
開
8
5
n
s
o
n
-
P
2・。
--m
・説。

(
日
)
こ
れ
ら
手
続
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
怒
意
的
な
手
続
で
あ
っ
た
の
か
、
被
告
人
の
罪
責
に
つ
き
裁
判
所
が
確
た
る
確
信
を
す
る
も
の
で
あ
っ
た

の
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
ク
ナ
ッ
プ
は
ニ
ュ

l
ル
ン
ベ
ル
ク
の
風
評
断
罪
手
続
に
つ
い
て
の
論
稿
に
お
い
て
、
有
罪

判
決
に
確
信
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
一
宮
阻
害
ロ
虫
色

8
Z
5
5目
G
R
E
B
E
-
g広
島
『
g
E明
N
R
E
P
S包
括

雪

《

URo--ロ
P
N
g
t主
N
2
s
s・∞
-M出・

(
は
)
イ
エ
ロ
ウ
シ
エ
ツ
ク
は
、
拷
問
は
神
判
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
登
場
し
た
と
主
張
す
る
。
一
』
白
『
OERFmnF
曲・目・。・
4

臼・凶凶凶・

(
日
)
こ
の
点
に
つ
き
ア
ル
マ
ン
は
嫌
疑
に
基
づ
き
刑
罰
が
科
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
「
特
別
刑
」
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
、
ま
た
有
罪
の
立
証
は
も
は
や
重
要
で
は
な
く
、
裁
判
官
は
被
告
人
が
公
共
に
対
し
て
危
険
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
き
確
信
め
い
た

(
E
S
n
R
E加
R
5
2
8
)
も
の
を
持
て
ば
、
刑
(
特
に
追
放
(
巧
包
包
括
)
)
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
い
た
。
し
か
し
ア
ル
マ
ン
の
見

解
に
対
し
て
は
ツ
ォ
プ
フ
ス
が
疑
問
を
む
け
て
い
る
。
ッ
ォ
プ
フ
ス
は
、
一
五
一
一
一
年
の
帝
国
最
終
決
定
(
刃
包

S
g
g
n
z
a
)
で
は
、
雪
完
宣

誓
が
未
だ
規
定
さ
れ
て
お
り
な
包
・
巴
g
r・
。
ョ
ロ
E
g
a
E
2
0
0∞
n
z
g
円
宮
内
庁
E
R
E
S
-
M
S
M
Z
n
z
g
m
R
F
B
E
a
m同町門司
a
z
n
z
g
tさ回目
g
∞
n
E
P

E
S
-
H
・叶
npω-M-
∞
)
、
従
っ
て
、
裁
判
官
が
疑
い
を
持
っ
た
場
合
で
も
依
然
と
し
て
形
式
的
な
証
拠
法
に
よ
り
処
理
さ
れ
て
い
た
、
と
主
張
す

ヨ'b.
巨岡
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る
。
ま
た
、
ッ
ォ
。
フ
フ
ス
は
こ
う
し
た
状
況
が
変
化
す
る
に
は
、
法
継
受
に
よ
る
変
容
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
o
h
N
毛
p
-
u
q

c
Eロ
色
包

R
h
S
E
E
C唱
S
E
R
-沼
wp
臼
・
己
吋

(
比
)
こ
の
視
点
か
ら
ク
レ
ス
、
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
、
ボ
ェ
l
マ
!
の
三
人
の
徴
恵
理
論
を
検
討
し
た
文
献
と
し
て
、
。
8〈
タ
回
伺
卓
、
開

2
8
m
m
E
F
E
E
t

S
E
E四
日
吉
田
司

B
N
n
z
z
z
gロ
回

2
5
0
5
8
F
Z
Z
E
E色
町
四
日
印

J
E
E
Z
Z
S口
問
自
己

2
E
a
z
n
z
回

S
E
E
S
-唱
手
(
↓
以
下

Q
2
P

F
5
2
5
m
m
Z
と
表
記
)
が
あ
る
。

(
日
)
以
下
に
お
け
る
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
条
文
訳
は
塙
浩
「
カ
ル
ル
五
世
刑
事
裁
判
令
(
カ
ロ
リ
ナ
)
『
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
刑
事
法
史
』
(
一
九
九

二
年
)
一
四
五
頁
以
下
[
初
出
は
神
戸
法
学
雑
誌
一
八
巻
二
号
(
一
九
六
四
年
)
一
二

O
頁
以
下
]
を
参
考
と
し
た
。

(Mm)
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
立
法
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

d
-
5
2
5
3
R
4
5
E
-
S
E
ι

宮内
0
5
5
ι
R
2
2
E
F
O
E
s
-
E
Z

nRc-E由
・
百
い
】

M
-
Z
E
E
-同
U-n-
∞n
F
S
E
R
-
2
8『
8
n
Z
E
E
2
3守
g
N
m
g
z
E
m
o
N
8
z
g
-

。E邑-
回
開

2
・
関
口
富
田
町

E
z
=
m
E
a
t司
区
内
己
口
開
込
町
『
【

U《
un

--u∞品咽印、
川
町
田
1

・

第
二
節

カ
ロ
リ
ー
ナ
法

ま
ず
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
手
続
の
特
徴
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

無罪推定法理について(1)

「
弾
劾
手
続
(
〉
ロ
r
z
m
m
g広
島
お
ロ
)
」
の
他
に
、
カ
ロ
リ
ー

ナ
法
は
職
権
的
な
手
続
を
規
定
し
て
い
た
。
六
条
規
定
の
、
誰
か
あ
る
者
に
つ
き
非
行
を
犯
し
た
と
い
う
風
評
が
あ
る
場
合
に
職
権
で
開
始

さ
れ
る
手
続
で
あ
る
(
一
般
糾
問
)
。
こ
の
「
職
権
に
よ
り
」
行
わ
れ
る
手
続
の
場
合
で
も
拷
問
に
先
立
ち
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
手
続
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
行
為
が
実
際
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
を
調
査
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
一
条
以
下
の

そ
し
て
「
徴
患

(HER)
」
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の
み
が
存
す
る
場
合
に
は
生
命
・
身
体
刑
を
科
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
拷
問
の
み
が
許
さ
れ
た
(
二
二
条
)
。

一
五
世
紀
以
降
に
存
在
し
た
刑
事
令
と
の
最
大
の
違
い
が
こ
こ
に
あ
る
。

ま
た
拷
聞
を
許
す
徴
屈
は
「
十
分
な
も
の
で
あ
り
且
つ
信
頼
し
う
る
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
被
告
人
が
有
罪
で
あ
る

と
い
う
結
論
を
導
き
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
な
の
は
多
く
の
撒
患
を
寄
せ
集
め
て
「
十
分
な
も
の
」
と
な
す
こ
と
が
で
き



説

る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
(
一
ヱ
ペ
二
七
条
)
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
徴
患
の
寄
せ
集
め
に
よ
り
被
告
人
に
有
利
な
徴
患
の
評
価

徴
患
の
評
価
に
関
し
て
も
厳
し
い
規
制
が
規
定
さ
れ
て
い

(
二
八
条
)
。

論

る
。
徴
患
は
二
人
の
よ
き
証
人
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

一
人
の
証
人
に
よ
る
立
証
は
現
行
犯
(
一
六
条

の
場
合
と
同
様
に
、
拷
問
の
み
が
許
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ο

信
頼
し
う
る
徴
患
の
存
在
が
立
証
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る

(
二
三
条
)
。
ま
た
、

北法53(6・52)1668

が
超
え
ら
れ
た
場
合
に
の
み
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

及
び
二
三
条
)

以
前
に
お
い
て
、
被
告
人
は
自
身
の
無
罪
を
示
す
よ
う
な
免
責
事
情
を
陳
述
・
立
証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た

(
四
七
条
)

0

自
由
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
自
白
は
書
面
化
さ
れ
、
翌
日
ま
た
は
そ
れ
以
後
の
日
に
お
い
て
被
告
人
に
よ
っ
て
同
じ
内
容
が
任
意
に
繰
り

返
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
(
五
六
条
)
。
こ
の
場
合
書
面
と
違
っ
た
内
容
を
自
白
し
た
場
合
に
は
新
た
に
拷
問
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
(
五
五
条
)
。
し
か
し
被
告
人
が
拷
問
さ
れ
て
も
自
白
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
要
件
の
も
と
で
拷
問
を
新
た
に
で
き
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
何
回
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
は
規
定
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
場
合

に
、
無
罪
判
決
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
後
に
諸
家
に
よ
っ
て
多
様
に
論
じ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
の
処
理
を
め
ぐ
り
特
別
刑
、
仮
放
免
(
釦
σ
目。-
5
5
与
吉
田

g
E
E
)
の
導
入
が
提
唱
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
勾
留
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
被
告
人
は
訴
え
に
よ
っ
て
勾
留
さ
れ
、
原
告
人
も
ま
た
裁
判
費
用
お
よ
び
被
告
人
に
生
じ
た
不
名
誉
を

補
償
す
る
た
め
の
保
証
金
が
供
託
さ
れ
る
ま
で
は
勾
留
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

(
一
二
条
及
び
一
四
条
)
。
ま
た
証
言
(
回
9
5
2
5
m
)

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
六
四
条
は
「
報
償
を
受
け
る
証
人
」
を
禁
じ
「
面
識
な
き
証
人
」
が
許
さ
れ
る
場
合
を
「
(
当
該
証
人

が
)
正
直
に
し
て
世
評
の
よ
い
者
」
で
あ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
と
す
る
、
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
証
言
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
二
人
の

参
審
裁
判
官
を
伴
っ
た
裁
判
官
の
前
で
七
一
条
の
規
定
に
し
た
が
っ
た
審
聞
が
な
さ
れ
る
の
が
要
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
証
拠
能
力
に

つ
い
て
は
厳
格
な
規
定
を
設
け
て
い
る
。

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
と
後
期
中
世
に
お
け
る
刑
事
手
続
と
の
違
い
は
形
式
的
証
拠
法
が
姿
を
失
っ
た
点
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
に
存
在
し
た



「
七
人
に
よ
る
宣
誓
手
続

(
d
s
n
E
S
E唱
話
広
島
お
ロ
)
」
や
「
雪
菟
宣
誓

(
E
E
m
g
a
s
ι
)」
は
も
は
や
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
か
っ
て

は
そ
れ
の
み
で
有
罪
判
決
に
十
分
で
あ
っ
た
現
行
担
で
す
ら
も
、
拷
問
を
行
う
た
め
の
要
件
で
し
か
な
く
、
被
告
人
の
風
評
は
徴
態
と
し
て

扱
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
目
撃
証
言
の
困
難
性
を
埋
め
合
わ
せ
す
る
も
の
と
し
て
の
拷
聞
が
、
断
罪
手
続
の
中
核
を
な
し
て
い
た
こ

と
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
拷
聞
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
ど
の
程
度
被
告
人
を
勾
留
で
き
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
点
、
自
白
の
真
実
性
に
つ
き
検
討
し
た
際
に
、
自
白
の
真
実
性
に
疑
念
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
新
た
に
拷
聞
が
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
点
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
裁
判
所
が
、
被
告
人
が
犯
人
で
あ
る
と
い
う
推
論
を
既
に
行
つ

て
い
る
場
合
に
は
、
被
告
人
は
、
ひ
た
す
ら
自
白
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
こ
う
し
た
推
論
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
・
な
か
っ
た
。

し
か
し
こ
う
し
た
状
況
が
生
じ
た
場
合
に
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
は
明
確
な
解
答
を
用
意
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
拷
問
適
用
の
是
非
を
め

ぐ
る
議
論
か
ら
、
後
に
特
別
刑
及
び
仮
放
免
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
無
罪
推
定
及
び

E--ζ
・
法
理
は
ま
さ
に
そ
れ

と
の
関
わ
り
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
節

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
お
け
る
無
罪
推
定
と

E
E
z
o
-
U
3
8
0
法
理

無罪推定法理について(1)

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
を
無
罪
推
定
法
理
の
視
点
か
ら
見
る
と
き
、
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
被
疑
者
の
非
行
に
つ
い
て
免
責
要
件
を
規

(

げ

)

(

刊

日

)

定
し
て
い
た
二
八
条
中
の
「
よ
き
推
定

(
m
E
2
5
5
E
E
m
)」
で
あ
る
。
こ
の
「
よ
き
推
定
」
が
意
味
し
て
い
た
の
は
、
罪
責
を
被
告
人

(
印
)

に
賦
科
す
る
よ
う
な
諸
事
情
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
五
条
以
下
)
と
対
立
す
る
免
責
の
立
証
で
あ
り
、
反
証
た
る
徴
患
で
あ
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っ
た
。そ
れ
で
は
こ
の
「
よ
き
推
定
」
の
内
容
は
、
普
通
法
時
代
の
学
説
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ケ
ス
タ
l
は、

よ
き
推
定
を
根
拠
付
け
る
事
実
上
の
諸
事
情
は
、
二
八
条
と
関
連
付
け
て
規
定
さ
れ
て
い
た
正
当
防
衛
に
関
し
て
の
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
一
四
三



説

条
よ
り
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
一
四
三
条
は
「
・
:
(
前
略
)
こ
の
よ
、
つ
な
場
合
に
は
各
人
の
有
利
な
事
情

論

及
び
不
利
な
事
情
(
以
下
省
略
)
及
び
そ
の
者
が
当
該
事
件
に
お
け
る
行
為
の
前
後
に
ど
の
よ
う
に
行
為
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に

ど
の
当
事
者
が
、
行
為
が
な
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
相
手
を
殺
し
又
は
相
手
に
暴
行
を
加
え
る
た
め
の
動
機
や
利
益
を
事
件
に
際
し
て
持
っ

て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
吟
味
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
(
後
略
)
・
:
」
と
規
定
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
裁
判
官
に
考
慮
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
、
防
御
す
る
側
に
有
利
で
あ
る
反
証
を
内
容
と
す
る
包
括
的
・
一
般
的
な
諸
事
情
は
、
具

体
的
な
免
責
事
情
か
ら
は
排
除
さ
れ
て
い
た
点
も
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
四
七
条
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

「
:
・
(
前
略
)
特
に
、
被
告
人
に
、
彼
に
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
非
行
が
生
じ
た
時
間
に
、
あ
る
場
所
で
、
誰
か
他
の
人
々
と
い
た
こ
と
を

証
明
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
よ
う
な
証
明
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
告
人
が
行
為
を

行
い
得
た
は
ず
が
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
裁
判
官
に
考
慮
さ
せ
る
こ
と
は
、
責
任
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
愚
昧
ま
た
は
驚
博
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
当
該
事
件
か
ら
免
責
さ
れ
る
か
、
又
自
身
の
無
実
を
証
明
す
べ
き
か
、

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
方
法
を
知
ら
な
い
者
が
多
い
故
に
必
要
で
あ
る
。
・
:
(
後
略
)
」
従
っ
て
、
ア
リ
バ
イ
等
と
し
て
免
責
の
事
情
は

具
体
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
免
責
事
情
が
具
体
化
さ
れ
て
い
た
一
方
で
、
負
責
事
情
に
つ
い
て
は
、
法
定
さ
れ

て
い
る
事
情
以
外
に
つ
い
て
も
類
推
が
及
ぶ
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
、
包
括
的
な
性
質
を
持
つ
二
四
条
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
は
被

告
人
に
と
っ
て
は
不
利
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
四
七
条
は
、
免
責
事
情
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
何
を
考
慮
す
べ
き
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
規
定
す
る
も
の
の
、
そ
の
挙
証
責
任

を
被
告
人
に
課
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
「
さ
ら
に
、
四
六
条
の
規
定
[
拷
問
に
先
立
ち
、
拷
問
を
す
る
と
い
う
威

嚇
に
よ
っ
て
被
告
人
が
自
白
す
る
か
ど
う
か
を
行
う
旨
を
規
定
]
の
場
合
で
、
被
告
人
が
自
身
に
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
て
い
る
犯
罪
を
否
認
す

る
場
合
は
、
そ
の
者
は
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
い
る
犯
罪
に
関
し
て
責
任
が
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
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(
初
)

な
ら
な
い
:
・
(
後
略
)
」
と
し
て
挙
証
責
任
は
被
告
人
に
謀
せ
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
「
よ
き
推
定
」
を
考
慮
す
る
こ
と
を
条
文
の
上
で
は
規
定
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
裁
判
官
に
強
制
す
る
手
段
が
な
か
っ

た
こ
と
も
致
命
的
な
欠
点
で
あ
っ
た
。

確
か
に
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
は
ゲ
ル
マ
ン
時
代
の
当
事
者
手
続
の
恋
意
性
を
払
拭
す
る
べ
く
登
場
し
た
も
の
で
は
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、

手
続
の
恐
意
性
を
極
力
排
す
べ
く
、
手
続
の
進
行
を
裁
判
官
の
強
力
な
統
制
に
委
ね
る
形
式
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
結
果
、

被
告
人
の
防
御
活
動
も
ま
た
、
裁
判
官
の
後
見
義
務
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
前
記
四
七
条
は
有
利
な
証

拠
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
四
七
条
が
問
題
と
な
る
場
合
に
、
被
告
人
は
自
身
が
無
罪
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す

(
幻
)

る
た
め
に
意
見
を
言
う
こ
と
も
で
き
た
し
、
証
拠
提
出
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
場
合
に
は
「
弁
護
人

2
2
2
e
m
R
)」
で

あ
る
補
佐
人
(
切

g
s
E
一
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
七
三
条
を
参
照
)
や
代
言
人

(Em沼田
5
n
v
q
一
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
八
八
条
参
照
)
を
利
用
す
る
こ

(
勾
)

と
は
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
証
拠
提
出
(
∞
9
5
2
S
B加
包
括
)
へ
裁
判
官
を
拘
束
さ
せ
る
思
考
は
育
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
証
拠
調
に
あ
っ
て
は
、
実
体
的
真
実
の
発
見
に
寄
与
す
る
限
り
で
後
見
義
務
が
そ
れ
を
補
足
す
る
に
す

(
幻
)

ぎ
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
お
い
て
は
証
拠
調
の
範
囲
の
決
定
は
裁
判
官
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
判
断
に

無罪推定法理については)

つ
い
て
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
は
個
々
の
裁
判
官
の
良
識
に
委
ね
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
被
告
人
に
と
っ
て
は
、

真
実
発
見
義
務
を
補
足
す
る
形
(
反
射
効
一

E
P
E
S
Z耳
Em)
で
し
か
防
御
活
動
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
し
て
以
上

(M) 

の
点
は
二
ハ
、
七
世
紀
を
通
じ
て
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

北法53(6・55)1671

次
に
、

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
と
F
a
-
-
u
H
・
法
理
と
の
関
連
を
見
て
お
こ
う
。
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
お
い
て
「
疑
い
あ
る
場
合
」
を
考
え
る
と
き
問

題
と
な
る
の
は
、
拷
問
要
件
と
し
て
の
徴
患
の
評
価
に
際
し
て
の
「
疑
い
あ
る
場
合
」
で
あ
る
。
ま
た
目
撃
証
人
の
地
位
が
実
際
上
の
諸
事

情
に
よ
っ
て
問
題
と
な
る
場
合
(
し
か
し
て
そ
れ
は
証
明
力
の
問
題
と
も
な
る
)
、
ま
た
は
、
免
責
証
拠
が
一
四
三
条
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、



説

裁
判
官
の
証
拠
評
価
(
自
由
な
)
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
場
合
が
問
題
と
・
な
る
。
つ
ま
り
、
被
告
人
に
有
利
な
事
情
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
い

な
い
か
ら
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
拷
問
賦
課
の
た
め
に
立
証
さ
れ
る
、
被
告
人
に
不
利
な
事
情
が
条
文
規
定
の
場
合
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
は
自
身
の
心
証
形
成
に
基
づ
い
て
判
断
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
拷
問
を
行
う

か
ど
う
か
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
有
利
な
事
情
と
不
利
な
事
情
が
措
抗
す
る
場
合
、
即
ち
「
疑
い
あ
る
場
合
」
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

無
論
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
は
こ
の
「
疑
い
あ
る
場
合
」
を
看
過
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
で
は
、
こ
う
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
対
応
が
予

定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
規
定
を
見
て
み
よ
う
。
訴
訟
記
録
送
付
に
よ
る
鑑
定
を
規
定
す
る
一
二
九
条
の
他
、
七
条
及
び
二
八
条
が

「
拷
問
要
件
の
十
分
性
」
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
正
当
防
衛
の
ケ
l
ス
で
の
「
疑
わ
し
き
場
合
」
を
規
定
す
る
一
四
三
条
、
免
責
証
拠

に
つ
き
疑
念
あ
る
場
合
の
一
五
一
条
が
あ
る
。

官 j

E岡

こ
う
し
た
「
疑
い
あ
る
場
合
」
は
鑑
定
依
頼
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
(
一
二
九
条
)
。
確
か
に
、
「
疑
い
あ
る
場
合
」
に
、
裁
判

所
の
み
が
判
断
す
る
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
諮
問
さ
れ
た
鑑
定
機
関
は
別
異
に
証
拠
解
釈
を
行
う
か
、
鑑
定
依
頼
を
受
け
た
機
関
が
独

自
に
解
明
す
る
こ
と
で
疑
念
を
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
目
撃
証
言
に
疑
念
あ
る
場
合
に
は

(
そ
れ
は
三
O
条
に
よ
り
「
半
証
拠
」

と
な
る
か
ら
)
拷
問
を
適
用
す
る
こ
と
で
疑
念
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
解
明
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

(
お
)

結
局
の
と
こ
ろ
裁
判
所
自
体
が
断
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
一
四
三
条
は
正
当
防
衛
に
つ
い
て
規
定
す
る
が
、
そ
の
立
証
に
際
し
て
目
撃
者
が
い
な
い
場
合
に
は
、
諸
事
情
を
も
と
に
し
て
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
最
終
的
に
は
裁
判
官
の
確
信
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
更
に
、
拷
問
要
件
の
「
十
分
性
」
を
規
定
す
る
二
八
条
に
つ
い
て
も
「
疑
わ
し
き
場
合
」
が
問
題
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
不
利
な
徴
患

が
ま
さ
っ
て
い
る
と
裁
判
官
が
結
論
づ
け
れ
ば
、
拷
聞
が
適
用
さ
れ
る
し
、
有
利
な
徴
患
が
ま
さ
っ
て
い
れ
ば
拷
問
は
適
用
さ
れ
な
い
と
な
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る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
ツ
ォ
プ
フ
ス
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
拷
問
の
適
用
に
関
し
て
、
有
利
ま
た
は
不
利
な
状
況
と
『
疑
わ
し
い
状

(
お
)

況
』
は
関
連
を
持
つ
の
で
あ
る
」
。
従
っ
て

E
・匂
H
・
法
理
が
介
在
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
疑
い
あ
る
場
合
に
は
鑑
定
依
頼
を
行
う
べ
き
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
た
(
二
人
、
二
一
九
条
)
と
い
う
点
で
、
す
な
わ
ち
裁
判
官
の
恋
意
的
判
断
を
可
能
な
限
り
防
止
し
よ
う
と
し
て
い
た
点

で
、
被
糾
問
者
に
は
有
利
な
判
断
を
行
う
こ
と
も
あ
り
え
た
。

そ
し
て
、
よ
き
人
の
推
定
と
、
ル
ム
・
司
・
円
・
法
理
と
の
関
連
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
者
は
事
実
認
定
(
拷
問
賦
課
の
適
否
を
決
め
る
た
め
の
)

に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
一
要
素
で
あ
り
、
後
者
は
事
実
認
定
の
最
終
的
場
面
に
作
用
す
る
法
理
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、

前
者
は
立
証
の
プ
ロ
セ
ス
で
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
最
終
的
な
場
面
に
お
い
て
作
用
す
る
側
面
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
拷
問
の
要
件
を
厳
格
に
規
定
し
、
そ
れ
を
規
制
し
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
の
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
は
自
白
強
要
の
た
め
の
拷
問

を
認
め
て
い
た
と
い
う
最
大
の
欠
点
の
故
に
、
制
度
的
限
界
が
あ
り
、
拷
問
そ
の
も
の
の
濫
用
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
は
周
知
の

(
幻
)

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
後
に
見
る
よ
う
に
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
が
そ
の
基
調
と
し
た
「
公
共
の
利
益
」
の
観
点
が
、
一
七
世
紀
前
半
の
二
一
O
年
戦
争
、

そ
れ
に
伴
う
ド
イ
ツ
全
土
の
荒
廃
と
い
う
時
代
状
況
に
お
い
て
過
度
に
強
調
さ
れ
る
に
伴
い
、
刑
事
法
シ
ス
テ
ム
は
い
び
つ
な
変
容
を
強
制

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

無罪推定法理について(1)

(
げ
)
こ
の
「
よ
き
推
定
」
は
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
に
先
立
っ
て
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
テ
ン
グ
ラ
l

(
一
五
一

O
没
〉
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
「
俗
人
法
鑑

(
戸
色
町
宮
古
諸
島
(
一
五
O
九
年
成
立
)
」
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
。
テ
ン
グ
ラ
l
は
「
何
人
も
よ
き
人
で
あ
る
も
の
は
正
し
き
人
と
評
価
さ
れ
、

そ
う
で
な
い
者
は
正
し
き
人
で
な
い
と
推
定
さ
れ
る
」
の
原
則
に
基
づ
い
て
こ
の
「
よ
き
推
定
」
を
把
握
し
、
「
よ
き
推
定
」
の
要
件
と
し
て
「
よ

き
風
評
(
開
E
S
F
2
5
5含
)
」
を
あ
げ
る
。
こ
の
よ
き
風
評
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
被
告
人
に
と
っ
て
、
拷
問
要
件
と
さ
れ
て
い
た
悪
評
に
関
し

て
そ
の
証
明
力
を
減
少
さ
せ
る
役
割
を
も
つ
も
の
と
し
て
い
る
。
(
肉
。
町
田
門
n
p
p
p
O
J
臼
・
士
号
・
)
な
お
、
俗
人
法
鑑
に
つ
い
て
は
世
良
前
掲
書
四
五
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説

O
頁
を
も
参
照
。

(
凶
)
「
よ
き
推
定
」
は
、
後
期
ロ
!
マ
法
の
軍
事
懲
戒
手
続
に
お
け
る
「
よ
き
人
の
推
定
(
回

S
E
g
g
s
z
g晶
)
」
が
中
世
イ
タ
リ
ア
の
注
釈
学

派
に
よ
る
注
釈
を
経
て
発
展
し
た
も
の
と
い
う
。
ケ
ス
タ

l
は
、
よ
き
人
の
推
定
に
つ
い
て
は
、
ア
リ
ウ
ス
・
メ
ナ
ン
デ
ル
の
手
に
な
る
、
ハ

ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
政
期
の
レ
ス
ク
リ
プ
ト

(
m
g
g宮
H

回
勅
)
に
関
し
て
の
法
文
を
ル

l
ツ
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
「
脱
走
兵
は
同
じ
態
様
で
処
罰
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
者
の
地
位
及
、
び
給
与
の
総
計
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
者
が
脱
走
し
た
場
所
、

脱
走
時
点
以
前
の
そ
の
者
の
所
為
と
い
っ
た
こ
と
す
べ
て
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
違
反
者
の
数
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
即
ち
一
人
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
誰
か
他
人
と
脱
走
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
さ
ら
に
複
数
の
者
と
脱
走
し
た
の
か
、
と
い
う

こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
者
が
脱
走
以
外
に
何
か
罪
を
犯
し
て
い
た
か
ど
う
か
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
ど
の
程
度
の
期
間
に
お

い
て
そ
の
者
が
脱
走
者
で
あ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
そ
の
期
間
以
降
に
生
じ
た
事
柄
す
べ
て
も
ま
た
掛
酌
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
者
が
帰
還
し
、
そ
れ
が
強
要
さ
れ
た
も
の
で
な
い
場
合
は
、
そ
の
者
の
運
命
は
異
な
る
こ
と
と
な
る
。

(
0
・品。.広
-
U
)
」
更
に
次
の
よ

う
に
メ
ナ
ン
デ
ル
は
言
、
っ
。
「
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
未
開
人
よ
り
解
放
さ
れ
た
兵
士
等
が
、
捕
虜
と
な
っ
た
後
に
脱
出

し
て
い
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
は
復
権
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
十
分
な
証
拠
に
よ
っ

て
確
証
す
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
肯
定
的
に
立
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
者
が
、
過
去
に
お
い
て
よ
き
兵
士
と

考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
者
の
陳
述
は
殆
ど
す
べ
て
が
信
頼
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
者
が
無
頼
の
徒
で
あ
る
か
、

ま
た
は
任
務
の
遂
行
に
お
い
て
そ
れ
を
怠
っ
て
い
た
か
、
も
し
く
は
、
し
ば
し
ば
野
営
地
を
離
れ
て
い
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
者
は
信
頼

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

(
U
・

s・-小
-u-a)
」
。
そ
し
て
、
こ
の
「
よ
き
兵
士
」
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
判
断
の
基
盤
と
さ
れ
た
の
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
兵
士
の
同
僚
・
上
司
ら
の
問
で
の
風
評
で
あ
っ
た
。
(
国
内
。
町
田
門
戸
白
・
陪
・
。
・
・
臼
・
凶
・
)
ま
た
、
ケ
ス
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
文
に
注
釈

を
加
え
、
発
展
さ
せ
た
の
が
、
ア
ッ
キ
ユ
ル
シ
ウ
ス
(
一
二
六
O
頃
没
)
と
ガ
ン
デ
イ
ヌ
ス
(
二
二

O
五
没
)
で
あ
る
と
い
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、

ア
ッ
キ
ユ
ル
シ
ウ
ス
は
メ
ナ
ン
デ
ル
の
法
文
の
「
よ
き
人
(
兵
士
)
で
あ
る
こ
と

3
2
5晋
)
」
の
概
念
を
、
無
罪

(F558EE)
と
解
す
る

こ
と
で
刑
事
手
続
の
領
域
に
も
妥
当
さ
せ
、
さ
ら
に
「
風
評
」
の
よ
う
に
立
証
し
が
た
い
も
の
を
立
証
の
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
被
告
人

の
過
去
に
お
け
る
所
為
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
と
す
る
。
ま
た
ケ
ス
タ

I
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ヌ
ス
は
ア
ッ
キ
ユ
ル
シ
ウ
ス
の
見
解
に
加

え
、
よ
き
人
の
推
定
を
本
性
の
推
定
(
司
g
m
g
E
5
E
Z
5
0
)
と
し
て
、
被
告
人
の
出
自
等
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
旨
の
注
釈
を
加
え
た
、

と
主
張
し
て
い
る
。
一
開
。
町
田
内
mwF
白・白・

9
・
M-∞『『・阿国与
2
0白色町
5
・
M
甲

m-M・}M-
一
括
}
M
g
n
r
s
z
a
-
C
E
R
M
E
n
E
C口同
g
N
R
d国国
n
F
E
5
2
2
B
E
E口
町
】
事
∞
-
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無罪推定法理について(1)

∞--u. 

(
m
m
)

二
五
条
は
①
被
疑
者
の
無
思
慮
性
・
悪
評
、
②
犯
罪
現
場
で
の
不
審
な
行
動
、
③
犯
行
現
場
の
近
く
で
の
目
撃
、
④
居
住
地
が
非
行
を
行
な
っ

た
者
の
近
所
に
あ
る
こ
と
、
⑤
被
疑
行
為
の
心
理
的
要
因
(
嫉
妬
・
敵
意
・
脅
迫
・
利
益
)
、
⑥
被
害
者
側
の
被
害
誘
因
、
⑦
逃
亡
を
規
定
し
て

い
る
。
二
六
条
は
、
生
計
及
び
財
産
に
関
し
て
の
訴
訟
中
に
相
手
側
が
殺
害
さ
れ
た
場
合
、
二
七
条
は
二
六
条
の
規
定
に
関
し
て
複
数
の
疑
惑

断
片
が
存
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。

(
却
)
こ
の
点
に
関
し
て
米
山
耕
二
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
カ
ロ
リ
ナ
に
お
い
て
は
・
:
(
前
略
)
・
:
公
共
の
利
益
の
観
点
か
ら
、
刑
罰
か
ら
た
や
す

く
免
れ
る
こ
と
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
。
米
山
耕
二
「
カ
ロ
リ
ナ
の
刑
事
手
続
」
一
橋
大
学
研
究
年
報
法
学
研
究
九
巻
(
一
九
七

五
年
)
二
三
二
頁
。

(
幻
)
こ
れ
に
関
し
て
は
次
節
の
ド
ロ
テ
ア
事
件
を
参
照
。

(
辺
)
こ
の
点
を
端
的
に
指
摘
し
て
い
る
の
が
シ
ェ

l
テ
ン
ザ
ツ
ク
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
当
事
者
と
し
て
の
権
利
の
全
て
を
欠

い
て
い
た
被
告
人
は
、
糾
問
官
に
よ
っ
て
彼
に
認
め
ら
れ
た
限
り
で
の
み
、
手
続
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
た
に
す
ぎ
な
い
」
。

回

n
F
8
8
5
R
F
O
R
g
g守
gNm白
色
町
『
内
田
『

O
E
E
-
g
h
f
∞・

5--

(
お
)
〈
包
・
印
n
z
o
g
E
R
r
-
白血。・・印・凶∞・

(
剖
)
印
n
E
F
U曲
目

回

2
2
8
5加
S
n
E
Z
R
出
血
巴
宮
〈
刊
号
8
2戸
旨
加
一
宮
町

0
5
m
m
R
E
n
z
m
E
E
官
庁

E
言。
g
g山円安
3
3
(↓
以
下
で
は
単
に
「
ω
2
2
f

g
E加問
『

m
n
E
円
」
と
表
記
)
、
白
・
出
・

(
お
)
こ
の
点
に
お
い
て
ツ
ォ
プ
フ
ス
は
ザ
ッ
ク
ス
の
テ
ー
ゼ
に
賛
同
で
き
な
い
と
す
る
。
ザ
ツ
ク
ス
の
テ
l
ゼ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
『
疑

い
』
の
概
念
は
、
裁
判
官
が
主
観
的
に
は
行
為
者
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
確
信
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
客
観
的
な
証
拠
規
定
を

手
が
か
り
と
し
て
は
被
告
人
に
対
し
て
有
罪
立
証
で
き
な
い
場
合
を
常
に
意
味
す
る
の
で
あ
る
」
。
ザ
ツ
ク
ス
の
テ
l
ゼ
が
当
て
は
ま
る
場
合
と

い
う
の
は
、
裁
判
官
が
主
観
的
に
は
有
罪
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
場
合
に
、
二
人
の
「
十
分
な
」
証
人
が
存
在
し
な
い
よ
う
な
形
式
的
場
合

の
み
で
あ
る
、
と
ツ
ォ
プ
フ
ス
は
指
摘
し
て
い
る
。

N
0
1
P
E
・担・。

-U-E斗

(お
)

N

C
℃

F
白-
E
・。・岨∞・

3
u
R

(
幻
)
米
山
に
よ
れ
ば
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
お
け
る
「
公
共
の
利
益
」
と
し
て
は
神
の
秩
序
の
維
持
の
み
が
観
念
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
「
法
を
守
り
平
和
を
保
持
す
る
こ
と
そ
の
も
の
」
だ
と
さ
れ
る
。
米
山
前
掲
註
二
O
論
文
一
六
七
1
八
頁
。

北法53(6・59)1675



説

第
四
節
特
別
刑
・
仮
放
免
の
導
入
と
無
罪
推
定
法
理
及
び

ζ
・
官
・
法
理

一
.
概
観
1
特
別
刑
・
仮
放
免
の
導
入
ま
で

1

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
は
成
立
後
、
諸
ラ
ン
ト
に
受
容
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
無
罪
推
定
及
、
ぴ

g
E
E
O司
5
5
0
法
理
の
実
相
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

ツ
ォ
プ
フ
ス
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
普
通
法
時
代
の
一
事
件
で
あ
る
ド
ロ
テ
ア
事
件
を
例
に
挙
げ
て
論
じ
て
い
る
。

(
お
)

【
ド
ロ
テ
ア
事
件
・
一
五
九

0
1
一
五
九
三
年
】

北法53(6・60)1676
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ケ
ル
ン
大
司
教
領
の
裁
判
官
の
娘
で
あ
っ
た
ド
ロ
テ
ア
・
ア
プ
・
ハ
ル
ト
が
、
金
銭
問
題
で
係
争
中
で
あ
っ
た
男
か
ら
「
魔
法
の
罪
」
で
訴

え
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
。
ド
ロ
テ
ア
は
雪
菟
宣
誓
を
す
る
こ
と
で
名
誉
回
復
を
試
み
た
が
、
彼
女
が
魔
法
使
い
と
契
約
を
し
た
と
い
う
噂
が

広
ま
る
の
を
防
ぐ
と
こ
と
は
で
き
・
な
か
っ
た
。
噂
は
広
ま
り
、
官
吏
の
妻
で
あ
る
フ
ユ
ル
シ
ユ
テ
ン
ベ
ル
ク
夫
人
に
魔
法
の
薬
を
飲
ま
せ
た

と
い
う
噂
に
ま
で
な
っ
た
。
一
五
九
O
年
五
月
二
四
日
に
捜
査
が
始
ま
っ
た
。
結
果
、
彼
女
は
拷
問
に
よ
っ
て
魔
法
の
罪
を
着
せ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
夫
の
懇
請
に
よ
っ
て
勾
留
は
停
止
さ
れ
、
彼
女
は
息
子
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
た
。
し
か
し
そ
の
行
為
は
悪
意
か
ら
の
逃
亡
と
解

さ
れ
、
今
度
は
四
人
の
証
人
に
よ
り
フ
ル
シ
ユ
テ
ン
ベ
ル
ク
夫
人
殺
害
の
罪
に
問
わ
れ
た
。
ド
ロ
テ
ア
は
一
五
九
O
年
秋
に
勾
留
さ
れ
、

五
九
O
年
一
一
月
三
、
六
、
七
日
に
拷
問
に
か
け
ら
れ
た
。
一
五
九
O
年
一
一
月
二

O
日
、
刑
事
裁
判
所
は
、
条
文
規
定
の
要
項
に
し
た
が
っ

て
尋
問
を
行
う
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
当
該
尋
問
は
う
ま
く
行
か
ず
(
一
二
月
一
一
一
一
日
)
、
ヴ
エ
ル
ル
の
都
市
参
事
会
に
よ
り
「
当
局
の

代
理
人
(
白
浜
包

5
v
q
〉
ロ

SZ)」
が
選
任
さ
れ
、
代
理
人
は
新
た
な
訴
状
で
も
っ
て
被
告
人
(
ド
ロ
テ
ア
)
を
拷
問
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
ド
ロ
テ
ア
側
は
一
五
九
一
年
二
月
一
九
日
異
議
申
立
状
を
出
す
。
同
年
四
月
三
日
、
ド
ロ
テ
ア
は
フ
ユ
ル
シ
ユ
テ
ン
ブ
ル
ク
に

勾
留
か
ら
の
解
放
を
求
め
た
。
そ
れ
に
際
し
て
は
ラ
ン
ト
か
ら
退
去
す
る
旨
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
手
続
が
進
め
ら
れ
、
最

終
的
に
裁
判
所
は
一
五
九
二
年
三
月
に
ケ
ル
ン
大
司
教
領
の
法
学
識
者
の
鑑
定
に
付
す
る
旨
を
決
定
し
た
。
判
決
形
式
を
伴
っ
た
鑑
定
結
果

(
明
日
)

は
、
一
五
九
三
年
三
月
に
ピ
ル
シ
ユ
タ
イ
ン
に
と
ど
き
、
ド
ロ
テ
ア
は
勾
留
か
ら
解
放
さ
れ
ケ
ル
ン
大
司
教
領
か
ら
の
追
放
を
命
じ
ら
れ



た・:。こ
の
ド
ロ
テ
ア
事
件
の
手
続
の
流
れ
は
、

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
規
定
の
手
続
と
比
べ
れ
ば
際
立
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
第
一
に
弁
明
書
が

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
ヴ
エ
ル
レ
上
訴
裁
判
所
で
の
手
続
に
お
い
て
、
都
市
参
事
会
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
当
局
の
代
理
人
を
訴
訟
に

参
加
さ
せ
る
弾
劾
手
続
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
被
告
人
で
あ
る
ド
ロ
テ
ア
に
対
す
る
拷
問
で
あ
る
。

ま
ず
、
勾
留
と
拷
問
の
聞
の
期
聞
が
短
い
。
ま
た
拷
問
の
後
に
法
定
尋
問
条
項
に
し
た
が
っ
た
尋
問
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
嫌
疑
に
対

し
て
抗
弁
す
る
機
会
を
ド
ロ
テ
ア
に
与
え
な
か
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
、
拷
問
の
回
数
も
一
一
一
度
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
拷
問
回
数
に
関
し
て
明
確
な
規
定
が
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
点
を
示
し
て
い
る
。
回
数
の
点
に
関
し
て
は
普
通
法
時
代
の

無罪推定法理について(1)

手
続
に
お
い
て
も
、
新
た
に
徴
患
が
存
す
る
場
合
に
の
み
拷
聞
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
二
度
三

(
初
)

度
と
拷
問
を
行
う
こ
と
は
明
か
に
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
さ
ら
に
雪
菟
宣
誓
を
命
じ
て
い
た
こ
と
も
特
徴
で
あ

る
。
こ
の
時
代
に
お
け
る
被
告
人
の
地
位
に
関
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
徴
患
に
よ
り
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
市
民
は
も
は
や
「
品
行
方
正
な
」

市
民
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
特
別
糾
問
が
始
ま
れ
ば
名
誉
は
傷
つ
け
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
拷
問
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
と
も
、
そ
の
た
め
に
不
利
な
地
位
に
置
か
れ
続
け
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
従
っ
て
、
雪
菟
宣
誓
は
「
法
的
に
尊
重
」
さ
れ
、
「
品

行
方
正
な
」
市
民
と
し
て
再
び
解
放
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
手
続
が
有
罪
判
決
で
終
わ
る
こ
と
が
な
く

(
出
)

て
も
、
今
日
的
な
意
味
で
の
無
罪
推
定
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
成
立
以
降
に
お
い
て
も
、
よ
き
人
の
推
定
(
よ
き
推
定
)
が
徴
恵
理
論
の
枠
内
で
の
み
論
じ
ら
れ
る
加

(
M
M
)

川

と
い
う
点
も
普
通
法
時
代
を
通
じ
て
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
以
後
の
時
代
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
展
開
は
見
ら
れ
な
い
。
日Fhυ
 

こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
の
は
、
よ
き
人
の
推
定
は
あ
く
ま
で
証
拠
法
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
後
の
啓
蒙
刷

期
以
降
に
お
け
る
よ
う
な
意
味
で
の
「
訴
訟
の
構
造
原
理
・
被
告
人
の
権
利
」
と
し
て
無
罪
推
定
法
理
を
構
成
す
る
よ
う
な
思
考
は
未
だ
育
つ
山
山



説

(
お
)

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
後
に
見
る
よ
う
に
こ
の
様
に
表
現
す
る

北法53(6・62)1678
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実
際
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、

(M) 

は
あ
る
が
、
こ
の
志
向
は
例
え
ば
シ
ユ
ペ
!
の
主
張
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
立
証
手
段
と
し
て
の

一
七
世
紀
前
半
に
お
い
て
自
然
法
理
論
か
ら
無
罪
推
定
法
理
に
新
た
な
根
拠
付
け
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で

こ
と
に
は
留
保
が
必
要
だ
が
|
)
」
拷
問
に
向
け
ら
れ
る
側
面
を
も
持
つ
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
法
定
証
拠
理
論
の
枠
内
に
お
け
る
こ
の
推
定

(
お
)

に
根
本
的
な
変
革
を
迫
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

(
お
)

例
え
ば
フ
リ
!
ド
リ
ッ
ヒ
・
ル

l
ド
ヴ
イ
ツ
ヒ
は
「
人
の
善
性
は
推
定
さ
れ
る
」
と
い
う
テ
!
ゼ
を
主
張
す
る
が
、
他
方
経
験
則
と
し
て

「
『
一
度
悪
人
と
さ
れ
た
な
ら
ば
、
常
に
悪
人
と
推
定
さ
れ
る

(
8
B
m目
白
色
F
F
8
5目
当
官
R
E
E
F
E円
)
』

H

非
難
す
べ
き
違
法
な
行
為
態
様

で
行
為
を
行
う
で
あ
ろ
う
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
も
主
張
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
よ
き
人
(
無
罪
)
の
推
定
を
新
た
に
根
拠

付
け
た
と
は
い
え
、
や
は
り
そ
れ
は
立
証
(
証
拠
)
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
も
の
で
あ
り
、
手
続
の
対
象
者
た
る
被
告
人
の
「
地
位
の
保
護
」
と
い

(

初

出

)

う
視
点
を
生
み
出
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
端
的
に
象
徴
す
る
と
従
来
主
張
さ
れ
て
き
た
の
が
特
別
刑
と
仮
放
免
官
官
。

E
5
与
F
E
S
S白
)

の
導
入
で
あ
る
。

二
.
ヵ
ル
プ
ツ
オ
フ
の
思
考
と
特
別
刑
に
つ
い
て

こ
の
二
制
度
、
殊
に
特
別
刑
の
導
入
の
背
景
と
な
っ
た
の
は
、
三
O
年
戦
争
後
の
ド
イ
ツ
の
荒
廃
と
、
そ
れ
に
伴
い
刑
事
制
裁
を
よ
り
厳

(
お
)

し
く
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
い
う
、
当
時
に
お
け
る
公
共
の
利
益
か
ら
の
要
請
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
拷
問
の
適
用
を
厳
格
に
規
制

し
よ
う
と
し
た
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
自
体
に
も
特
別
刑
が
導
入
さ
れ
る
原
因
が
あ
っ
た
。
即
ち
、

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
は
有
罪
認
定
に
つ
き
「
自
白
ま

た
は
二
名
の
証
言
に
基
づ
く
」
と
い
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
徴
患
の
み
に
基
づ
い
て
は
有
罪
の
認
定
を
な
す
こ
と
は
で
き
な

(
ぬ
)

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
拷
問
を
課
す
に
足
る
ほ
ど
の
強
い
嫌
疑
の
あ
る
者
を
無
罪
放
免
す
る
こ
と
は
、
こ
の
当
時
の
時
代



状
況
の
許
す
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
す
る
解
答
こ
そ
が
カ
ル
プ
ツ
オ
フ

(ω) 

(
一
五
九
五
1
一
六
六
六
)

よ

る
特
別
刑
の
導
入
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、

カ
ル
プ
ツ
オ
フ
は
徴
患
に
基
づ
く
特
別
刑
の
賦
科
を
ど
の
よ
う
に
根
拠
付
け
た
の
か
。
こ
の
間
い
に
答
え
る
に
は
彼
の
主
張

す
る
糾
問
手
続
を
概
観
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

カ
ル
プ
ツ
オ
フ
の
糾
問
手
続
は
一
般
糾
問
と
特
別
糾
問
と
に
わ
か
れ
、
「
罪
体
の
存
在
が
蓋
然
的
で
あ
り
且
つ
特
定
の
者
に
十
分
な
徴
患

が
存
す
る
」
場
合
に
特
別
糾
聞
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
判
断
に
関
し
て
は
裁
判
官
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
特
別
糾
問
は
被
告
人
の

勾
留
よ
り
始
ま
る
。
こ
の
段
階
に
至
る
と
、
特
別
糾
問
に
お
い
て
有
罪
立
証
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
無
罪
判
決
に

は
十
分
で
は
な
く
、
被
告
人
は
無
罪
で
あ
る
こ
と
を
立
証
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
般
糾
問
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
徴
患
が
「
払
拭
」
さ

(
H
U
)
 

れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
特
別
糾
問
の
段
階
に
あ
っ
て
は
も
は
や
無
条
件
の
無
罪
判
決
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
、
拷
問
に
関
し
て
で
あ
る
が
、

無罪推定法理については)

カ
ル
プ
ツ
オ
フ
は
拷
問
に
つ
い
て
は
消
極
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
初
め
て
特
別
刑

が
問
題
と
な
る
。
特
別
糾
問
に
入
っ
た
場
合
に
は
無
条
件
の
無
罪
判
決
が
存
在
せ
ず
、
人
道
的
理
由
か
ら
拷
問
の
繰
り
返
し
を
極
力
排
す
る

と
い
う
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
は
次
の
二
つ
の
場
合
を
問
題
に
す
る
。
①
身
体
刑
を
科
す
こ
と
が
で
き
な
い
軽
罪
の
場
合
、
②
重
罪
の
場
合
に
拷
聞

を
二
、
三
回
繰
り
返
し
て
も
自
白
せ
ず
、
相
当
程
度
の
嫌
疑
が
存
在
し
て
い
る
場
合
の
二
つ
で
あ
る
。

①
の
場
合
、
被
告
人
に
不
利
な
徴
患
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
特
別
糾
問
に
お
い
て
判
明
し
た
場
合
に
は
、
雪
菟
宣
誓
に
よ
っ
て
被
告
人
は

(
位
)

手
続
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
雪
寛
宣
誓
に
よ
り
終
局
的
な
(
含

E
広
三
無
罪
判
決
を
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

他
方
宣
誓
を
拒
否
し
た
場
合
も
問
題
と
な
る
。
①
の
場
合
、
こ
こ
で
特
別
刑
が
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
徴
患
の
み
に
て
有
罪
判
決

を
行
う
こ
と
を
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
二
条
は
禁
じ
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
で
想
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
「
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
二
条
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あ
る

非
行
の
徴
患
に
基
づ
い
て
は
拷
問
の
み
が
許
さ
れ
、
そ
れ
以
上
に
正
規
刑
を
科
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
。
し
か
し
、

カ
ル
プ
ツ
オ
フ
は
ま



説

ず
軽
罪
の
場
合
に
特
別
刑
賦
科
を
み
と
め
る
根
拠
と
し
て
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
二
条
は
重
罪
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
、
軽
罪

(
必
)

は
そ
の
対
象
で
は
な
い
と
理
論
構
成
し
て
い
る
。

論

そ
れ
で
は
②
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
場
合
に
科
さ
れ
る
特
別
刑
こ
そ
、
「
嫌
疑
」
刑
と
し
て
後
世
に
ま
で
影
響

を
残
す
も
の
で
あ
る
。
十
分
な
徴
患
に
基
づ
き
拷
問
を
行
っ
た
後
に
お
い
て
も
自
白
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
こ
と
自
体
が
強
力
な

徴
窓
と
な
り
そ
れ
を
も
と
に
再
度
拷
聞
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
拷
問
の
回
数
と
程
度
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
(
五
人
条
)
、
裁
判
官
の
自
由
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
た
。
拷
聞
を
抑
制
す
る
立
場
か
ら
は
、
②
の
場
合
に
は
拷
問
を
行
う
こ

と
は
も
は
や
で
き
な
い
。
そ
こ
で
特
別
刑
(
重
罪
の
場
合
は
一
定
期
間
の
追
放
刑
か
拘
禁
)
が
科
さ
れ
る
、
と
カ
ル
。
フ
ツ
オ
フ
は
主
張
し
た

(
似
)

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
の
主
張
し
た
特
別
刑
・
雪
菟
宣
誓
と

E--己
・
法
理
の
関
連
に
つ
い
て
簡
単
に
総
括
し
て
お
こ
う
。
徴
患
は
そ
の

存
在
に
よ
っ
て
被
告
人
に
拷
問
と
い
う
強
度
の
負
担
を
か
け
る
側
面
を
持
つ
が
故
に
、
そ
の
認
定
に
あ
っ
て
は
裁
判
官
は
有
罪
の
心
証
を
確

(
必
)

信
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
徴
患
の
み
で
有
罪
判
決
(
正
規
刑
)
を
下
せ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
二
条
が
規
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
拷
問
の
賦
課
を
も
た
ら
す
徴
患
は
、
そ
れ
の
存
在
が
被
告
人
は
将
来
的
に
も
公
衆
に
危
険
を
及
ぼ
す
存
在
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
点
は
風
評
や
前
科
の
存
在
が
徴
患
と
な
っ
て
い
た
点
を
あ
わ
せ
考
え
れ
ば
よ
り
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
徴
態
と

し
て
そ
れ
ら
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
問
は
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
徴
患
の
存
在
は
「
よ
き
人
の
推
定
」
を

破
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
徴
患
の
解
釈
は
、
拷
問
の
賦
課
を
決
定
す
る
時
点
に
お
い
て
裁
判

官
は
疑
念
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
法
定
証
拠
の
存
在
は
、
裁
判
官
を
し
て
、
拷
問
賦
課
要
件
の
充
足
を
確
信
せ
し
め
る

も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
観
的
に
疑
念
あ
る
場
合
に
は
学
識
法
曹
へ
の
鑑
定
送
付
(
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
八
条
、
二
一
九
条
)

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
裁
判
官
の
主
観
的
疑
い
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
。
結
果
、
拷
聞
を
経
た
後
に
科
さ
れ
る
特
別

北法53(6・64)1680



刑
は
、
罪
責
に
つ
き
主
観
的
疑
い
が
あ
る
場
合
に
科
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
ホ
ル
タ
ベ
ル
ス
や
ザ
ツ

ク
ス
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
特
別
刑
が

ζ
・2
・
法
理
に
反
し
、
「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
に
不
利
益

(
g
E
E
。g
E
R
B
Z
B
)
」
に
科
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
法
的
効
果
と
い
う
点
で
も
、
「
被
告
人
に
有
利
に
(
官
0
8
0
)
」
と
い
う
表
現
は
、
彼

に
か
け
ら
れ
た
嫌
疑
の
強
度
に
鑑
み
れ
ば
、
無
罪
判
決
を
科
す
べ
し
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
雪
菟
宣
誓
に
関
し
て

は
、
そ
れ
が
行
わ
れ
る
時
点
(
拷
問
は
も
は
や
行
い
得
な
い
が
嫌
疑
は
存
す
る
)
で
、
主
観
的
嫌
疑
は
存
在
し
な
い
と
い
う
点
で

B
S
5
5

無罪推定法理について(1)

聞き『
g
法
理
と
は
抵
触
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
む
し
ろ
、

ζ
・
司
・
円
・
法
理
は
負
担
を
課
さ
れ
る
地
位
に
あ
る
被
告
人
に
対
し
て
、
そ
の
地
位

(
必
)

に
応
じ
た
手
続
を
賦
課
す
る
と
い
う
明
確
な
機
能
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
が
拷
問
の
抑
制
を
目
的
と
し
て
特
別
刑
を
導
入
し
た
点
で
は
、
被
告
人
保
護
の
思
想
を
み
て
と
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
そ
の
ほ
か
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
防
御
書
面
(
〈
由
巳
何
回
全
関
口
諸
国
田
口
町
江
口
)
」
の
提
出
に
よ
る
「
防
御
活
動

(
U
m
p
g
g白
)
」
を
認
め
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
被
告
人
に
対
し
て
、
彼
自
身
ま
た
は
弁
護
人
の
助
け
に
よ
っ
て
、
負
罪
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
犯
罪
か
ら
防
御
す
る

(
幻
)

可
能
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
は
、
こ
れ
を
行
う
た
め
の
準
備
期
間
と
書
類
の
閲
覧
が
認
め
ら
れ
る
と
主
張
し

(

特

)

(

刊

)

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
す
ら
も
証
拠
採
用
の
是
非
は
裁
判
官
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

周
知
の
と
お
り
、
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
の
思
考
の
影
響
は
一
九
世
紀
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
被
告
人
が
自
身
に
有
利

な
(
免
責
)
証
拠
の
取
調
べ
を
、
裁
判
所
に
強
制
す
る
こ
と
は
一
九
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
な
お
認
め
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、

制
度
的
に
そ
う
し
た
証
拠
の
考
慮
を
求
め
る
こ
と
自
体
は
、
よ
り
正
し
い
事
実
認
定
を
行
っ
た
上
で
不
利
益
処
分
を
賦
課
す
る
と
い
う
点
で
、

拷
問
を
行
う
場
合
に
確
信
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
確
信
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ

一
歩
進
ん
で
有
利
な
証
拠
の
取
調
べ
を
裁
判
官
に
強
制
す
る
と
い
う
こ
と
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セ
ス
に
お
い
て
、
免
責
証
拠
の
検
討
が
必
要
と
は
し
な
が
ら
も
、

と
、
被
告
人
の
防
御
活
動
を
結
び
つ
け
る
思
考
は
、

一
九
世
紀
半
ば
に
証
拠
取
調
べ
請
求
権
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
存
在
し
な



説

か
っ
た
の
で
あ
る
。

論

(ω) 

三
.
仮
放
免

(
日
)

次
に
仮
放
免
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
ご
六
O
八
1
一
六
七
二
)
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
カ
ロ

リ
ー
ナ
法
の
厳
格
な
法
定
証
拠
理
論
が
、
正
規
刑
の
宣
告
を
内
容
と
す
る
有
罪
判
決
を
下
す
こ
と
を
困
難
と
し
た
こ
と
、
そ
の
結
果
が
拷
問

の
濫
用
で
あ
っ
た
点
に
着
目
し
た
。
そ
れ
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
仮
放
免
の
導
入
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
「
適

当
且
つ
十
分
な
徴
患
を
欠
く
が
故
に
、
被
告
人
が
糾
聞
か
ら
放
免
さ
れ
る
場
合
、
新
た
な
徴
患
が
存
在
す
れ
ば
、
そ
の
者
を
新
た
に
糾
問
に

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
の
「
糾
問
手
続
論
司
R
E
E
号

ESE-由
主
。
巳
印
刷
4
2
2
E
(同ふさ)」

に
お
け
る
見
解
は
、

ほ
ぽ
カ
ル
。
フ
ツ
オ
フ
の
見
解
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
は
「
無
罪
が
立
証

さ
れ
た
場
合
」
に
完
全
な
無
罪
判
決
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
無
罪
判
決
と
仮
放
免
官
官
。
-
5
5
各
百
忠
告

E)と
を
区
別
す
る
。
「
無

罪
が
立
証
さ
れ
た
」
場
合
の
無
罪
判
決
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
仮
放
免
を
課
す
と
い
う
意
味
で
、
彼
の
見
解
に
お
い
て
は
今
日
的
な
意
味

で
の
無
罪
推
定
は
存
在
し
な
い
。
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
の
こ
の
よ
う
な
思
考
は
、
「
無
罪
が
立
証
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
は
、
被
告
人
は
終
局

的
な
無
罪
判
決
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
、
終
局
的
な
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
既
判
力
に
よ
り
、
被
告
人
は
新
た
に
訴
追
・

(
臼
)

い
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

糾
問
さ
れ
る
こ
と
は
な
」

で
は
、
こ
の
よ
う
に
「
無
罪
が
立
証
さ
れ
た
が
故
の
」
無
罪
判
決
と
仮
放
免
(
白
g
c
-
5
5
与

5
5
E
S
を
わ
け
る
考
え
方
は
、

ζ
・勺・『・

法
理
に
反
し
、
「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
に
不
利
益
に
(
宮
岳
σ
5
8
Eお
お
ロ
ヨ
)
」
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

仮
放
免
が
「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
に
不
利
益
に

(
E
S
5
5
8ロ
E
B
Z
B
)
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
裁
判
官
が
被
告
人
の

罪
責
に
つ
き
疑
念
を
持
ち
、
被
告
人
に
有
利
に
(
℃
8
8
0
)
終
局
的
な
無
罪
判
決
を
下
す
の
で
は
な
く
、
被
告
人
に
不
利
に

(
n
S
5
5ロ
ヨ
)
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放
免
す
る
こ
と
を
、
そ
れ
は
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

(σm-島
田
円
相
同
)

し
か
し
、
徴
患
が
拷
問
(
及
び
雪
菟
宣
誓
)
を
行
う
に
は
不
十
分
で
あ
れ
ば
、
被
告
人
は
依
然
と
し
て
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た

ま
ま
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
拷
聞
に
耐
え
た
場
合
に
は
徴
患
に
よ
る
嫌
疑
を
払
拭
し
た
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
新
た

に
拷
問
を
課
さ
れ
た
り
す
る
範
囲
が
狭
ま
り
、
こ
の
点
で
被
告
人
に
は
有
利
と
な
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
こ
の
当
時
の
見
解
に
あ
っ
て
は
、
「
終
局
的
な
無
罪
判
決
」
が
下
さ
れ
る
の
は
無
罪
が
立
証
さ
れ
た
場
合
で
あ
り
、
そ
も
そ

も
拷
問
に
耐
え
た
と
し
て
も
そ
れ
は
「
無
罪
の
立
証
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ば
、
拷
問
賦
課
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
徴

患
の
存
在
に
つ
い
て
、
裁
判
官
は
そ
れ
を
認
定
し
確
信
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
上
で
拷
聞
を
命
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

(
日
)

る
。
換
言
す
れ
ば
、
拷
問
に
耐
え
る
こ
と
が
、
こ
の
確
信
に
つ
き
裁
判
官
に
疑
念
を
生
ぜ
し
め
る
性
質
を
持
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
よ
き
人
の
推
定
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
徴
患
は
そ
の
解
釈
を
経
る
前
に
そ
れ
が
存
在
す
る
こ
と
で
既
に
そ
の
者
の
悪
性
、
危
険

性
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
払
拭
す
る
手
段
は
軽
微
な
事
件
の
場
合
に
は
雪
菟
宣
誓
で
足
り
た
が
、
重
罪
の
場
合
に
は
、
雪

(
日
)

菟
宣
誓
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

無罪推定法理については)

さ
ら
に
、
個
々
の
場
合
に
お
い
て
裁
判
官
が
認
定
す
る
の
は
「
被
告
人
は
無
実
の
者
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
「
恐
ら

く
は
被
告
人
は
有
罪
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
理
由
で
、
被
告
人
が
無
罪
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
疑
念
は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
八
条
も
「
諸
事
情
が
、
被
告
人
が
有
罪
で
あ
る
と
も
無
罪
で
あ
る
と
も
言
え
る
よ
う
な
状
況
を
示
す
場
合
に
の
み
」

疑
念
が
問
題
だ
と
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
徴
患
が
存
在
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
疑
念
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う

(
日
)

な
意
味
に
お
い
て
は
仮
放
免
は

ζ
七
・
『
・
法
理
と
は
背
馳
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
終
局
的
な
無
罪
判
決
を
求
め
、
そ
れ
を
仮
放
免
と
対
置
さ
せ
る
考
え
方
は
一
八
世
紀
末
に
お
い
て
も
存
在
し
た
。
代
表
的
見
解
と

ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ロ

l
ト
は
放
免
を
宣
告
す
る
判
決

E
5
2同

p
a名
目
n
Y
E
g
g骨
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し
て
、

ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ロ

l
ト
の
見
解
を
見
ょ
う
。



説

明白書
F
O
E
E開
)
が
終
局
的
(
島

mmsz)
な
無
罪
判
決
を
意
味
す
る
と
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
仮
放
免
を
意
味
す
る
と
理

(
日
刊
)

解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
を
検
討
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
・
:
嫌
疑
は
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
行
う
こ
と
で
弱
め
ら
れ
る
か
又
は
被
告
人

の
反
証
に
よ
っ
て
弱
め
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
終
局
的
な
無
罪
判
決
は
、
疑
い
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
そ
れ
が
た
め
に
下
す
こ
と
は
で

き
な
い
」
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ロ

l
ト
は
有
罪
か
無
罪
か
に
つ
い
て
疑
念
あ
る
場
合
に
仮
放
免
を
言
い
渡
す
と
主
張
し
て

い
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
の
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ロ

l
ト
の
見
解
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
被
告
人
に
有
利
に
(
喝
さ
お
。
)
が
無
罪
判
決
、
そ

れ
も
終
局
的
な
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
い
う
理
解
は
、
無
罪
に
つ
い
て
も
そ
れ
が
立
証
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
限
り

北法53(6・68)1684

論

に
お
い
て
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
.
マ
テ
ウ
ス
に
よ
る
特
別
刑
及
び
仮
放
免
に
対
し
て
の
批
判

以
上
の
よ
う
に
導
入
さ
れ
た
特
別
刑
と
仮
放
免
に
つ
い
て
は
批
判
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
・
マ
テ
ウ
ス
(
一
六
O
一
1
一
六
五
四
)
に
よ
る
極
め
て
先
駆
的
な
批
判
に
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
。
マ
テ
ウ
ス
は
、
疑
わ
し
い
場
合
に
お
け
る
負
罪
可
能
性
に
つ
き
論
じ
、
特
別
刑
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
可
罰
的
行
為
は
根
拠

の
あ
る
も
の
と
し
て
立
証
さ
れ
る
か
、
又
は
そ
う
で
な
い
と
立
証
さ
れ
る
か
ど
ち
ら
か
一
つ
な
の
で
あ
る
。
根
拠
あ
る
も
の
と
立
証
さ
れ
た

場
合
に
は
、
そ
の
者
を
法
律
上
規
定
さ
れ
て
い
る
刑
罰
で
処
罰
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
理
由
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
か
く
立
証
さ
れ

ず
、
処
罰
を
可
能
と
す
る
理
由
が
何
も
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
さ
ら
に
糾
問
を
続
け
る
か
又
は
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
る
か
ど
ち
ら
か
一
つ

な
の
で
あ
る
」
。
そ
し
て
仮
放
免
に
関
し
て
も
以
下
の
主
張
で
も
っ
て
非
難
す
る
。
「
被
告
人
は
、
訴
追
者
が
立
証
に
失
敗
し
た
が
故
に
無
罪

判
決
を
下
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
者
は
犯
罪
か
ら
で
は
な
く
て
、
裁
判
か
ら
放
免
さ
れ
る
。
し
か
し
、
被
告
人
が
自
身
の
無
罪
を
立
証
し
た

場
合
に
は
、
裁
判
の
み
な
ら
ず
犯
罪
か
ら
も
放
免
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
場
合
と
も
放
免
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訴
追
者
に
よ
り



有
罪
が
立
証
を
さ
れ
な
か
っ
た
者
に
、
自
身
で
無
罪
を
立
証
し
た
よ
う
な
者
と
同
じ
様
に
無
罪
を
宣
言
す
る
こ
と
は
、
長
い
目
で
見
れ
ば
、

有
益
で
あ
る
し
名
誉
を
侵
害
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
し
な
い
と
す
れ
ば
、
人
の
心
に
『
被
告
人
は
有
罪
で

(
幻
)

あ
っ
た
か
ど
う
か
』
と
い
う
こ
と
に
つ
き
疑
念
を
呼
び
お
こ
す
か
ら
で
あ
る
」
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
極
め
て
先
駆
的
な
思
考
も
、
当
時

は
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
成
立
後
、
同
法
の
条
文
を
も
と
に
し
て
注
釈
が
つ
け
ら
れ
る
形
で
、
糾
問
開
始
、
拷

聞
の
許
否
、
有
罪
判
決
の
要
件
に
つ
い
て
、
解
釈
に
よ
る
精
般
化
が
な
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
は
拷
問
・
特
別
刑
・
仮
放
免
を

前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
不
十
分
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
被
告
人
保
護
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
従
つ

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
な
お
、

て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
響
及
び
そ
れ
に
伴
う
変
容
を
見
る
前
に
、
こ
の
点
を
見
て
お
こ
う
。

無罪推定法理について(1)

(お
)

N

O司

F
曲

-
P

。-e∞-Eム円

(
却
)
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
基
く
鑑
定
送
付
が
行
わ
れ
た
場
合
、
学
識
法
曹
が
判
決
形
式
を
し
て
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。

(却

)
N
8
F
曲目・
0
・・∞

-
E
R
も
っ
と
も
本
件
は
い
わ
ゆ
る
魔
女
裁
判
で
あ
り
、
魔
女
裁
判
に
お
い
て
は
本
件
の
よ
う
に
拷
聞
を
複
数
回
行
う
こ
と
は
、

「
く
り
返
し
」
で
は
な
く
「
継
続
」
だ
と
理
解
す
る
「
z
z
g
Z
2
5
5
0『
」
が
援
用
さ
れ
て
い
た
。

(出
)
N
C
H
V
P
W
N
W
-
P

。-wm-
玉
虫
・

(
明
記
)
〈
包
穴

c
gぉ
F
白

PO--
∞・品目山内叫

(
お
)
も
っ
と
も
、
ダ
ム
ホ
ウ
デ
ル
(
一
五
O
七
1
一
五
八
二
は
糾
問
官
の
保
護
・
後
見
義
務
(
明
5
a
oお
名
目
nZ)
と
い
う
視
点
か
ら
、
よ
き
人

の
推
定
の
考
慮
を
糾
問
官
に
委
ね
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
即
ち
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
が
裁
判
官
に
「
よ
き
推
定
」
の
考
慮
の
み
を
命
じ

る
一
方
で
、
ダ
ム
ホ
ウ
デ
ル
は
糾
問
官
に
糾
問
官
の
独
自
の
立
場
か
ら
、
よ
き
人
の
推
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
根
拠
の
有
無
を
調
査
さ
せ
る
義

務
を
負
わ
せ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
義
務
の
内
容
は
被
告
人
の
主
観
的
な
法
律
上
の
請
求
権
を
含
む

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
即
ち
、
よ
き
人
の
推
定
に
よ
る
保
護
は
裁
判
官
に
よ
る
義
務
の
履
行
の
反
射
で
し
か
な
く
、
そ
れ
故
に
、
カ
ロ
リ
ー
ナ

北法53(6・69)1685



説

法
と
の
相
違
は
本
質
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
よ
き
人
の
推
定
は
そ
れ
を
活
用
す
る
た
め
の
要
件
に
拘
束
さ
れ
た
、
法
律
上
規
定
さ

れ
た
、
免
責
証
拠
(
宮
円

E
E諸国
σ
2
2
)
の
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
回
ハ

o
Z
P
E・o・咽印・主同

(
泌
)
〈
関
戸
開
0
2
8
F
P
曲
。
・
・
臼
・
ヨ
R

(

お

)

囲

内

8
2
9
同-P
。
・
・
∞
-u
∞
し
し
か
し
シ
ユ
ペ

l
の
思
考
自
体
は
極
め
て
先
駆
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
第
二
章
第
二
説
第
一
款
で

後
述
す
る
。

(お

)
ω
g
n
r
g
Z円
や

即

-PO--m-M-m

(
幻
)
そ
し
て
こ
の
こ
と
は

J
・
S
-
F
ボ
ェ

l
マ
ー
に
も
言
え
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
人
の
本
質
は
そ
の
者
の
性
癖
の
原
因
と
な
る
も
の

で
あ
る
。
善
行
を
繰
り
返
す
と
い
う
傾
向
が
無
罪
推
定
を
根
拠
づ
け
る
が
、
他
方
、
前
科
の
あ
る
者
の
性
行
(
傾
向
)
は
、
新
た
に
刑
を
受
く

べ
き
行
為
を
す
る
(
で
あ
ろ
う
)
と
い
う
推
定
を
蓋
然
的
な
も
の
に
す
る
の
で
あ
る
」
。
一
穴
忠
良
戸
白
b
・。・・∞・

3同

(
お
)
因
。

-
S
E
F釦
-PO--M-a-

(
却
)
こ
こ
に
い
う
「
強
い
嫌
疑
」
は
十
分
な
徴
患
に
支
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
自
白
が
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
の
嫌
疑
で
あ
り
、
い
わ
ば
規

範
的
嫌
疑
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
判
)
回

g
a
E
n
R官
。
〈

(-3U1-aaa)
一
裁
判
官
、
後
に
ラ
イ
プ
ツ
イ
ツ
ヒ
大
学
教
授
。
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
の
略
歴
に
つ
い
て
は
エ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の

簡
潔
な
紹
介
が
あ
る
。
(
〈
包
・
回
目

P
S包
括
旨
島
町
。
由
明

nznvB
込
町
三
m
g
R
E
g
g
s
z
n度目
E
m
m
m
凶・〉ロロ・

3
a
-
竺
当
・
∞
-
-
出
叫
し
な
お
、
カ
ル
プ

ツ
オ
フ
に
つ
い
て
は
「
魔
女
裁
判
の
裁
判
官
と
し
て
二

0
0
0
0
人
も
の
被
告
人
に
死
刑
宣
告
を
下
し
た
」
な
ど
の
記
述
も
見
ら
れ
る
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
現
在
、
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
の
職
歴
な
ど
を
詳
細
に
紹
介
し
つ
つ
、
魔
女
裁
判
へ
の
関
与
が
裁
判
官
と
し
て

の
勤
務
中
に
は
二
件
し
か
な
か
っ
た
点
を
ト
ウ
ル

1
ゼ
ン
が
主
張
し
て
い
る
。
-
司
自
由
g-
∞S
E
E
2
n
R官
。
〈
巴
白
色
丘
町
民
2
2
8『宣加
g
咽印・

3
R

g
谷町田
S
E
a
m
-
∞
-Mご口・
m
n
n
z
g品
開
巳
邑
口
同
-
5
2・
向
者
-
P
2
8
'
E
2
3
9・

(
H
U
)

〈
m--No-uF
目-P
。・・

ω・日凶

--E・
(
M
g
)
一
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、

E
E
E。同
5
5
0
法
理
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
す
る
見
解
も

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
結
論
は
現
代
的
な
無
罪
推
定
の
理
解
を
そ
の
前
提
と
し
て
い
る
、
と
ツ
ォ
プ
フ
ス
は
批
判
し
て
い
る
。

(
位
)
〈
m
F
N
O
玄グ曲・目・
0
・・∞・

5
一明ロ・
(
N
a
一N)

(日
)

N
畠

F
曲・白・。・・

ω・
戸
凶
凶
円
一
な
お
、
徴
患
を
も
と
に
し
て
の
有
罪
判
決
で
あ
る
特
別
刑
を
よ
り
軽
い
も
の
た
る
べ
し
と
主
張
す
る
点
は
、
証
言
、

白
白
と
徴
想
の
証
明
力
は
異
な
る
と
い
う
イ
タ
リ
ア
法
学
の
学
説
に
も
従
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
-
〈
伺
-
-
N
8
9
・陪・白・。

Jω--2・
E
・(
N
∞N)

自命
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説

回
目
色

B
B
Eロ加
g
m同町『内包ロ
N
C
E
n
z
g
nロ
呂
田
包
加
何
回
2Nm町
宮
=
伺
】
∞

S
(以
下
単
に
↓
z
g
s
)
ω
・
己
主
)
、
そ
れ
故
ホ
ル
タ
ペ
ル
ス
は
マ
テ
ウ
ス
の
思

考
に
つ
き
「
一
九
世
紀
の
偉
大
な
諸
家
の
議
論
は
彼
の
見
解
に
つ
き
何
ら
付
け
加
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
。

(
z
o
E苫
o
F

E
・由・
9
・
ω
u
w
)
さ
ら
に
後
者
の
視
点
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
無
罪
の
推
定
法
理
の
機
能
の
一
つ
と
し
て
判
決
理
由
に
「
嫌
疑
の
存
在
」
を

付
す
こ
と
の
是
非
が
問
題
と
さ
れ
学
説
が
否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
(
〈
包
・
関
戸
HOE--cgnE-含
g
B
E
E昌
弘
・
湾
問
・
・

5
渉
開

8
E
0
8
∞
-Nf
呂
町
内
・
)
を

も
考
え
れ
ば
、
マ
テ
ウ
ス
の
見
解
が
極
め
て
先
駆
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

自命

第
五
節
徴
態
解
釈
の
精
級
化
l
糾
問
開
始
・
拷
問
の
精
般
化
|

(
時
)

統
一
の
帝
国
法
と
し
て
成
立
し
た
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
は
諸
ラ
ン
ト
に
次
第
に
受
容
さ
れ
て
い
き
、
各
ラ
ン
ト
で
の
立
法
を
促
し
た
。
こ
れ
と

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
よ
り
定
着
し
た
徴
恵
理
論
に
つ
い
て
も
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
徴
癌
自
体
が
も
っ
証
明
力
の
「
評

価
」
に
つ
い
て
の
あ
る
べ
き
指
針
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
で
は
、
徴
患
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
糾
問

同
時
に
、

開
始
要
件
、
拷
問
の
適
否
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
自
白
が
得
ら
れ
ず
、
拷
問
も
回
数
の
点
で
も
は
や
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
特
別
刑
及

ぴ
仮
放
免
、
場
合
に
よ
っ
て
は
雪
菟
宣
誓
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
は
既
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
(
例
と
し
て
ド
ロ
テ
ア
事
件
)
。

拷
聞
を
必
要
悪
と
し
、
そ
の
適
用
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
理
論
的
営
為
に
は
、
確
か
に
立
証
手
続
に
お
け
る
拷
問
の
適
用
を
前
提
と
し
て

い
る
と
い
う
時
代
的
制
約
は
あ
っ
た
が
、
被
告
人
保
護
の
思
想
の
一
端
を
見
て
取
る
こ
と
も
ま
た
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
拷
問
の
適
用
要
件

を
細
か
く
検
討
す
る
と
い
う
方
向
は
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
規
定
の
徴
患
個
々
の
性
質
に
検
討
が
加
え
ら
れ
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
。
本
節
で

lま

一
七

1
一
八
世
紀
の
代
表
的
な
刑
事
法
学
者
で
あ
っ
た
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン

ク
レ
ス

(
一
六
七
七

1
一
七
四

(
一
六

O
八
1
一
六
七
二
)
、

の
見
解
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
拷
問
賦
課
要
件
が
存
在
す
る
と
認
定
さ
れ
る
こ
と

の
実
質
は
徴
患
(
状
況
証
拠
)
に
基
づ
く
犯
罪
事
実
の
立
証
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
、
ボ
ェ

l
マ
l

(
一
七

O
四
1
一
七
七
二
)

北法53(6・72)1688



一
.
ブ
ル
ン
、
ネ
マ
ン

ま
ず
、
拷
閉
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
は
批
判
的
で
あ
る
。
従
っ
て
、
拷
聞
は
「
危
険
で
あ
り
且
つ
欺
蹄
的
な
手
段
」
と

理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
補
充
的
手
段
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
に
行
為
の
立
証
を
行
い
得
る
手
段
が
な
い
場
合
に
初
め
て
許
さ
れ
る

手
段
で
あ
る
と
し
、
消
極
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
(
拷
問
適
用
の
謙
抑
性
・
補
充
性
の
主
張
)
。
ま
た
、
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
は
、
拷
聞
が
行

わ
れ
る
犯
罪
類
型
を
死
刑
犯
罪
及
、
び
身
体
刑
犯
罪
に
限
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
拷
問
賦
科
要
件
の
存
在
に
つ
い
て
の
立
証
の
程
度
に
関
し
て

も
、
特
別
糾
問
を
開
始
す
る
場
合
以
上
に
罪
体
の
存
在
に
つ
い
て
高
い
蓋
然
性
を
要
す
る
、
と
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
は
主
張
し
て
い
る

(
印
)

象
犯
罪
の
限
定
)
。

(
拷
問
対

と
こ
ろ
で
、
拷
問
の
適
用
に
関
し
て
は
、

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
一
O
条
の
規
定
が
あ
る
。
こ
の
規
定
は
「
半
証
拠
」

の
み
の
場
合
に
拷
聞
を
行

う
旨
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
半
証
拠
が
存
す
る
と
い
え
る
場
合
に
つ
い
て
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
は
当
時
の
通
説
で
あ
っ
た
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
の
所

(ω) 
説
と
は
異
な
っ
た
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
半
証
拠
が
存
在
し
、
拷
聞
を
賦
課
す
る
に
十
分
な
要
件
が
存
在
す
る
場
合
に
つ
い
て
カ
ル
プ
ツ
オ

フ
は
、
異
な
る
最
も
近
い
徴
愚

(sen-田
言
宗
吉
国
)
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
の
証
人
が
い
れ
ば
、
そ
れ
を
加
算
す
る
こ
と
で
半
証
拠
と

(
引
)

な
る
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
は
異
な
っ
た
「
最
も
近
い
徴
窓
会
E
W
E
-さ
と
B
釦
)
」
が
複
数
あ
り
、
そ
の
個
々
に
つ
い
て

無罪推定法理について(1)

証
言
す
る
証
人
が
異
な
る
場
合
(
一
人
の
証
人
が

a事
実
、
今
一
人
が

b
事
実
を
主
張
す
る
場
合
)
に
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
と
は
異
な
っ
た
見
解

を
取
っ
て
い
た
。
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
は
こ
の
場
合
で
も
、
二
つ
の
徴
患
の
価
値
が
加
算
さ
れ
、
半
証
拠
で
あ
る
か
ら
拷
問
を
課
す
こ
と
が
で
き

る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
遠
い
徴
窓
会
E
R
g
s
B
o
g
)
」
に
つ
い
て
も
、
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
は
異
な
る
二
つ
の
も
の
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
二
人

(
臼
)

の
証
人
が
い
る
場
合
に
も
拷
問
を
課
し
う
る
と
し
て
い
た
。

北法53(6・73)1689

以
上
の
二
つ
の
場
合
に
つ
い
て
、
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
は
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
ず
前
者
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
異
な
る
「
最

も
近
い
徴
懇

(
g
e
n
g
を

2
5白
)
」
の
も
つ
証
拠
価
値
同
士
を
加
算
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
主
張
す
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
ブ
ル
ン



説

ネ
マ
ン
は
、
最
低
で
も
一
二
つ
以
上
の
異
な
る
遠
い
徴
窓

(
F
E
R
5
5
5
2目
)
に
つ
き
二
人
の
証
人
が
い
る
こ
と
を
要
件
と
し
、
そ
れ
以
上
こ

の
異
な
る
遠
い
徴
患
が
何
個
必
要
か
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
の
自
由
心
証
に
委
ね
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
の
見
解
は
カ
ロ
リ
ー

ナ
法
三

O
条
の
文
言
で
あ
る
「
少
な
く
と
も
二
人
の
善
良
且
つ
風
評
の
よ
い
証
人
に
よ
っ
て
徴
患
は
立
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
を
厳
格
に

(
m
m
)
 

守
る
立
場
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
特
に
後
者
の
場
合
の
取
り
扱
い
に
注
目
し
た
い
。
聞
ち
、
三
個
の
遠
い
徴
窓
会

E
R
E
B
E
C
S
)

北法53(6・74)1690 

:::-1:>. 
自問

で
拷
聞
を
課
す
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
上
の
個
数
を
求
め
る
の
か
と
い
う
点
は
、
よ
り
多
く
の
徴
患
を
求
め
る
と
い
う
点
で
は
や
は
り
手

続
を
厳
格
に
行
う
意
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
の
見
解
は
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
の
見
解
と
次
の
点
で
一
致
し
て
い
る
。
①
事
件
を
直
接
見
た
二
人
の
証
人
が
い
れ

ば
「
完
全
な
証
拠
」
と
な
り
有
罪
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
②
事
件
を
直
接
見
た
目
撃
証
人
が
一
人
の
場
合
は
拷
問
を
課
す
こ
と
の
み

が
可
能
で
あ
る
。
③
罪
体
で
は
な
く
「
最
も
近
い
徴
窓
会

E
R
E
-
g凶
吉
田
)
」
を
証
言
す
る
者
が
二
人
の
場
合
に
は
半
証
拠
と
な
り
拷
問
を

課
す
こ
と
が
で
き
る
。

二
.
ク
レ
ス

(
二
拷
問
要
件
と
し
て
の
「
犯
罪
一
般
に
共
通
す
る
不
十
分
な
徴
想
公

E
5
2
C
E
S
S
-釦ロ
O
ロ
皇
自
己

g
E
)」

ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
と
同
様
に
ク
レ
ス
も
ま
た
拷
問
の
適
用
に
関
し
て
謙
抑
的
な
立
場
を
と
り
、
拷
問
賦
課
の
対
象
犯
罪
を
、
死
刑
及
び
身
体

(
臼
)

刑
を
科
す
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
犯
罪
に
限
定
す
る
。

ま
ず
徴
患
の
評
価
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
裁
判
官
の
判
断
の
対
象
と
し
て
徴
患
が
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
と
い

う
点
で
裁
判
官
の
自
由
裁
量
の
余
地
は
狭
か
っ
た
も
の
の
、
判
断
対
象
の
評
価
に
つ
い
て
ク
レ
ス
は
自
由
裁
量
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
こ
の
点
、
犯
罪
事
実
に
関
し
て
の
徴
患
の
評
価
に
つ
い
て
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
は
、
二
四
条
で
次
の
よ
う
な
一
般
的
・
包
括
的
な
規



定
を
設
け
て
い
た
。
「
さ
ら
に
犯
罪
事
実
の
疑
惑
及
び
徴
患
に
つ
い
て
の
本
条
よ
り
後
に
規
定
さ
れ
て
い
る
条
文
に
よ
っ
て
、
裁
判
官
は
本

法
中
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
諸
場
合
に
つ
い
て
は
、
類
推
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
疑
惑
・
嫌
疑
が
あ
る
場
合
・
状
況
を
、
す

べ
て
記
述
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
。
つ
ま
り
、
こ
の
規
定
の
意
義
は
、
徴
患
が
な
い
場
合
に
類
推
を
認
め
、
そ
の
点
に
つ

き
裁
判
官
の
自
由
裁
量
(
自
由
心
証
)
を
認
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
つ
い
て
ク
レ
ス
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
規
定
さ
れ
て
い

(
山
山
)

る
徴
態
と
の
比
較
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
許
容
性
を
認
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
。
裁
判
官
の
自
由
裁
量
が
恋
意
に
陥
ら
な
い
よ

、つに、

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
条
文
規
定
の
徴
患
を
規
準
と
し
て
考
え
る
こ
と
を
ま
ず
は
求
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ク
レ
ス
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
五
条
の
一
般
的
徴
患
に
検
討
を
加
え
る
。
二
五
条
規
定
の
徴
患
は
、
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
に
つ
き
一
般
的
に
含
ま

れ
る
要
素
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
裁
判
官
に
よ
る
証
拠
評
価
を
経
て
、
拷
問
要
件
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
①
「
風
間
」
、
②
「
行
為
地

で
の
逮
捕
・
武
器
の
携
行
・
同
じ
よ
う
な
非
行
を
犯
す
者
の
近
所
に
住
ん
で
い
る
こ
と
」
、
③
「
動
機
が
あ
る
こ
と
」
、
④
「
被
害
者
か
ら
の

告
発
」
、
⑤
「
逃
亡
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
以
下
順
次
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
①
の
風
間
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、
ク
レ
ス
は
被
告
人
の
生
活
態
度
、
同
種
前
科
の
存
在
な

無罪推定法理について(1)

ど
を
あ
げ
る
。
ク
レ
ス
は
さ
ら
に
風
聞
の
由
来
が
確
定
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が
信
頼
に
足
る
人
た
ち
に
由
来
す
る
こ
と
、
そ
の
人
々
が
よ
き

(
山
山
)

風
評
を
持
つ
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
、
を
求
め
る
。
こ
こ
ま
で
は
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
と
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ク
レ
ス
は
、
徴
患
と
し
て
の

風
聞
に
つ
き
、
予
断
・
悪
感
情
の
影
響
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
懐
疑
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て

風
聞
に
つ
い
て
は
容
易
に
反
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ク
レ
ス
は
風
間
と
し
て
の
同
種
前
科
に
つ
い
て
は
徴
態
と
し
て

(
灯
)

一
方
、
そ
う
で
は
な
い
風
聞
に
つ
い
て
は
反
証
を
認
め
て
い
た
。

北法53(6・75)1691

の
証
拠
能
力
を
認
め
る
。

次
に
②
「
A
.
行
為
地
で
の
逮
捕
、

B
.
武
器
の
携
行
、

c.
同
じ
よ
う
な
非
行
を
犯
す
者
の
近
所
に
住
ん
で
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
で

ク
レ
ス
は
慎
重
で
あ
る
。

A
に
つ
い
て
は
裁
判
官
に
大
幅
な
裁
量
の
余
地
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、

あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
も
、



説

B
に
つ
い
て
は
徴
患
と
し
て
採
用
す
る
前
に
「
被
告
人
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
服
装
や
武
器
を
最
近
他
の
人
か
ら
入
手
し
た
か
ど
う
か
」
と

い
う
こ
と
が
尋
問
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。

C
に
つ
い
て
も
被
告
人
が
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
者
ら
と
交
流

北法53(6・76)1692

論

を
持
っ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
被
告
人
が
意
図
的
に
交
流
を
持
っ
て
き
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら

(
四
回
)

な
い
、
と
主
張
す
る
。

①
「
動
機
が
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
。
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
五
条
は
憎
悪
・
嫉
妬
・
脅
迫
等
を
不
十
分
な
徴
患
と
し
て
あ
げ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

ク
レ
ス
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
行
動
や
言
動
に
お
い
て
示
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
原
因
と
な
っ
た
も
の
は
徴
患
の
許
容
性
に
と
っ
て
は
重
要

(ω) 

で
は
な
い
、
な
ぜ
な
ら
ば
そ
の
原
因
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
は
人
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
か
ら
、
と
し
て
い
る
。

次
に
④
「
被
害
者
か
ら
の
告
発
」
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
被
害
者
側
に
も
要
件
を
ク
レ
ス
は
求
め
た
。
即
ち
、
そ
の
者
が
被

告
人
を
目
撃
し
た
か
、
又
は
長
期
間
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
申
告
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
非
難
が
十

分
に
特
定
さ
れ
な
い
場
合
は
、
ま
ず
一
般
糾
問
の
開
始
要
件
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ク
レ
ス
は
、
利
害
関
係
の
な
い
第
三
者
が
被
害
者
の
宣
誓

を
補
強
し
た
(
そ
し
て
そ
の
後
死
亡
し
た
)
場
合
に
つ
い
て
も
、
そ
の
者
が
よ
き
人
(
玄
円

g
E目
)
で
あ
っ
た
場
合
、
ま
た
そ
の
内
容
が
明

(
初
)

附
で
あ
り
且
つ
被
告
人
か
ら
の
反
証
の
効
果
を
失
わ
せ
る
よ
う
な
場
合
に
限
り
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。

最
後
に
⑤
「
逃
亡
」
を
見
て
み
よ
う
。
次
の
よ
う
な
事
例
を
ク
レ
ス
は
挙
げ
る
。

T
は
収
穫
期
に
畑
の
作
物
の
聞
に
死
体

(L)
が
あ
る

の
を
発
見
し
た
。
そ
の
後
に

N
市
に
逃
げ
込
ん
だ
。
医
師
は
死
体
検
証
の
後
に
卒
中
で
死
亡
し
た
と
認
定
し
た
が
、

C
が
現
れ
次
の
よ
う
に

T
は
L
が
ど
の
よ
う
に
死
亡
し
た
か
知
っ
て
い
る
は
ず
で

申
告
し
た
。
「
三
日
前
に
は

L
は
元
気
で
あ
っ
た
し
傷
も
負
っ
て
い
な
か
っ
た
。

あ
る
」
し
か
し

T
は
逃
亡
し
た
後
で
あ
る
か
ら
次
の
よ
う
な
結
論
が
導
か
れ
た
。
「

C
の
申
告
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
に
逃
亡
し
た
と
い
う

T
は
そ
の
後
逮
捕
さ
れ
、
勾
留
さ
れ
た
。
新
た
に
糾
聞
が
行
わ
れ
、
彼
は
破
滅
し

こ
と
は
、

T
は
疾
し
さ
か
ら
逃
亡
し
た
に
違
い
な
い
」
。

た



ク
レ
ス
は
、
逃
亡
の
場
合
に
は
、
疾
し
さ
か
ら
の
逃
亡
で
は
な
く
糾
問
と
そ
れ
に
伴
う
拷
問
を
恐
れ
て
逃
亡

す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
従
っ
て
、
裁
判
官
が
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
被
告
人
が
恐
れ
か
ら
逃
亡
し
た
の
か
、
そ
れ
と

も
図
太
さ
や
ず
る
が
し
こ
さ
か
ら
逃
亡
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
こ
に
も
ク
レ
ス
の
拷
問
に
対
す
る
謙
抑
的
な
立

場
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
逃
亡
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
要
件
と
し
て
、
同
逃
亡
者
が
風
評
よ
か
ら
ぬ
場
合
、
川
審
問
前
に
逃
亡
し
た
場
合
、

例
誰
も
知
ら
な
い
場
所
に
逃
亡
し
た
場
合
、
同
召
喚
さ
れ
て
も
出
頭
し
な
か
っ
た
場
合
、
が
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
条
文
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
に
対
し
て
も
ク
レ
ス
は
異
論
を
唱
え
て
い
る
。
拷
問
の
適
用
が
許
さ
れ
る
の
は
、
有
力
な
徴
患
が
あ
る
故
に
有
罪
判
決
を
行
う
に
は
被

こ
の
よ
う
な
事
例
を
あ
げ
、

告
人
の
自
白
の
み
が
必
要
な
場
合
の
み
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

以
上
、
拷
問
適
用
要
件
と
し
て
の
不
十
分
な
骸
患
に
つ
い
て
の
ク
レ
ス
の
見
解
を
概
観
し
た
。
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
と
同
様
、
拷
問
に
対
し
て

消
極
的
な
立
場
を
と
る
ク
レ
ス
の
見
解
も
ま
た
、
法
定
の
一
つ
一
つ
の
要
件
に
対
し
て
検
討
す
べ
き
点
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
拷
問

の
適
用
を
制
限
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
風
評
、
逃
亡
と
い
う
こ
つ
の
徴
患
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
容
易
に
破

無罪推定法理については)

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
他
の
要
件
と
複
合
的
に
考
察
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
評
価
対
象
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
上
記
の
よ
う
な
一
つ
一
つ
の
徴
患
の
み
で
は
拷
問
適
用
の
要
件
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
も
、
被
告
人
の
負
担
を
取
り
除

く
こ
と
ま
で
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
個
々
の
徴
患
に
つ
き
そ
れ
ら
が
虚
偽
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
反
対
の
推
定
に
よ
り

論
駁
す
る
こ
と
は
、
被
告
人
に
求
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
反
証
の
挙
証
責
任
は
被
告
人
の
側
に
課
さ
れ
て
は
い
た
が
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
八
条
に
注
目
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
同

条
は
有
利
な
徴
患
お
よ
び
不
利
な
徴
患
が
措
抗
す
る
場
合
に
、
裁
判
官
を
し
て
法
的
確
信
を
形
成
さ
せ
る
べ
く
、
そ
れ
ら
を
比
較
衡
量
す
る

こ
と
を
裁
判
官
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
意
味
し
て
い
た
の
は
拷
問
の
許
否
を
決
す
る
事
実
認
定
に
お
い
て
は
、
反
対

証
拠
と
し
て
「
よ
き
人
の
推
定
」
を
始
め
と
す
る
、
有
利
な
証
拠
の
考
慮
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

北法53(6・77)1693 



説

グ
ロ

l
ベ
は
、
ク
レ
ス
の
見
解
を
糾
問
手
続
に
お
い
て
限
ら
れ
た
範
囲
で
自
由
心
証
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
。
ま
た
、
被

(
礼
)

告
人
に
有
利
不
利
な
事
情
を
衡
量
す
る
こ
と
を
義
務
と
し
て
も
と
め
る
立
場
は
、
現
行
ド
イ
ツ
刑
訴
法
一
六
O
条
の
検
察
官
の
客
観
義
務
に

(η) 

あ
い
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
、
彼
は
主
張
す
る
。

北法53(6・78)1694

論

(
二
)
拷
問
要
件
と
し
て
の
「
犯
罪
一
般
に
共
通
す
る
十
分
な
徴
患

(
F
E
R
E
B
E
S
E
-
2
z
F
5
E
E
)
」

(
一
)
で
み
た
不
十
分
な
徴
患
は
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
七
条
に
規
定
が
あ
る
よ
う
に
、
単
独
で
は
拷
問
適
用
の
根
拠
と
な
る
確
た
る
徴
患

と
な
る
た
め
に
は
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
即
ち
、
不
十
分
な
徴
患
は
そ
の
存
在
に
つ
き
検
討
を
経
て
存
在
が
確
定
さ
れ
、
さ
ら
に
複

数
の
徴
想
同
士
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
拷
問
適
用
要
件
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
賦
課
要
件
を
厳
格

に
求
め
る
こ
と
に
よ
る
拷
問
抑
制
の
思
考
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
は
、
単
独
で
拷
問
要
件
と
な
り
う
る
「
十
分
な
徴
患
」
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
区
別
に
従
い
、

犯
罪
一
般
に
共
通
す
る
十
分
な
徴
患
と
し
て
ク
レ
ス
は
次
の
四
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
①
犯
罪
地
で
の
被
告
人
所
有
物
の
発
見
、
②
半
証
言
、

③
共
犯
者
の
証
言
、
④
裁
判
所
外
で
の
自
白
と
脅
迫
、
で
あ
る
。

ま
ず
①
犯
罪
地
で
の
被
告
人
の
所
有
物
の
発
見
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
九
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
さ

ら
に
あ
る
者
が
犯
行
に
際
し
て
、
何
物
か
を
失
う
か
、
又
は
、
後
に
残
し
も
し
く
は
落
と
し
て
い
た
の
が
後
に
発
見
さ
れ
た
場
合
に
、
調
査

に
よ
っ
て
そ
れ
が
犯
人
の
も
の
で
あ
る
と
思
料
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
喪
失
直
前
に
当
該
物
を
保
持
し
て
い
た
者
は
拷
問
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
者
が
嫌
疑
に
対
し
て
、
自
己
の
防
御
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
防
御
活
動
に
よ
っ
て
、
も
し
、

そ
の
こ
と
が
、
嫌
疑
を
も
た
ら
し
た
徴
患
を
破
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
反
証
が
奏
効
し
た
場
合
に
は
、
当
該
免
責
事
由
は
、
拷

聞
が
行
わ
れ
る
前
に
、
糾
問
の
た
め
に
聴
取
さ
れ
る
」
。
ク
レ
ス
は
こ
れ
に
つ
き
、
被
告
人
に
よ
っ
て
そ
の
物
が
自
分
の
も
の
で
な
い
こ
と



が
立
証
さ
れ
る
か
、
ま
た
被
告
人
が
そ
の
物
が
盗
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
若
し
く
は
偶
然
に
行
為
地
で
な
く
し
た
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
に
は
、

被
告
人
は
免
責
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。

(
乃
)

カ
ル
プ
ツ
オ
フ
と
岡
崎
慨
に
、
徴
患
の
解
釈
は
名
誉
あ
る
市
民
の
保
護
に
寄
与
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
思
考
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
名
誉
あ
る
市
民
あ
る
い
は
風
評
の
よ
い
者
は
、
前
科
者
や
風
評
の
悪
い
者
よ
り
も
反
証
の
立
証
は

た
や
す
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
反
証
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
有
罪
立
証
に
際
し
て
の
証
人
適
格
に
つ
い
て
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
が
厳
格

(
九
)

な
規
定
を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
要
件
を
緩
和
し
て
い
る
点
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
他
に
適
当
な
証
人
が
全
く
い
な
い
場

(
お
)

合
に
は
、
証
人
適
格
を
欠
く
者
の
証
言
に
よ
る
反
証
が
認
め
ら
れ
る
、
な
ぜ
な
ら
無
罪
の
立
証
よ
り
も
容
易
だ
か
ら
、
と
し
て
い
る
。

一
個
の
最
も
近
い
徴
愚

(seng
胃

2
5と
が
二
人
の
証
言
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
な
い
限
り
拷

ま
た
、
ク
レ
ス
に
あ
っ
て
は
、

次
に
②
半
証
言
で
あ
る
。

ク
レ
ス
は
、

聞
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
前
提
と
す
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
複
数
個
別
の
最
も
近
い
徴
患
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
に
一
人

に
よ
る
証
言
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
一
人
め
が
、
①
被
告
人
が
脅
迫
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
、
二
人
め
が
②
ど
の
よ
う
に
し
て
被
告

人
が
武
装
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
被
告
人
が
あ
わ
て
て
走
り
去
っ
た
こ
と
を
見
て
い
た
、
三
人
め
が
、
③
被
告
人
が
血
ま
み
れ
に

(
苅
)

な
っ
て
戻
っ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
を
見
て
い
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
拷
聞
を
ク
レ
ス
は
認
め
る
。
複
数
の
徴
恵
一
つ
一

無罪推定法理について(1)

つ
に
つ
き
、
そ
れ
が
証
人
二
人
に
よ
り
立
証
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
の
は
ま
れ
で
あ
る
し
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
三
条
を
こ
の
よ
う
に
厳
格
に

適
用
す
れ
ば
多
く
の
犯
罪
が
不
可
罰
と
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
が
そ
の
根
拠
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
、
最
も
近
い
徴
患

に
つ
き
一
人
の
証
言
し
か
な
い
場
合
、
そ
う
し
た
徴
患
が
三
つ
以
上
い
く
つ
あ
れ
ば
拷
問
適
用
が
問
題
に
な
る
か
は
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い

北法53(6・79)1695

な
い
。
こ
の
点
は
裁
判
官
の
自
由
裁
量
で
あ
っ
た
。
な
お
ク
レ
ス
が
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
は
反
証
の
存
在
の
衡
量
を
裁
判
官
の
義
務
と
し

て
認
め
て
い
た
点
を
何
よ
り
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

③
共
犯
者
の
証
言
に
つ
い
て
。
ク
レ
ス
は
、
不
自
然
で
な
い
共
犯
形
態
に
お
い
て
犯
罪
が
挙
行
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
次
の



説

よ
う
な
観
点
か
ら
考
慮
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
川
被
告
人
が
暗
示
を
受
け
る
こ
と
の
防
止
、
ま
た
尋
問
者
に
迎
合
す
る
こ
と
の
防
止

と
い
う
視
点
で
、
特
定
の
人
が
共
犯
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
よ
う
な
形
で
の
尋
問
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
(
誘
導
尋
問
の
禁

止
)
、
凶
諸
事
情
が
事
実
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
同
共
犯
者
と
被
告
人
と
の
聞
に
敵
対
関
係
や

不
和
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
(
引
張
り
込
み
危
険
の
防
止
)
、
同
共
犯
関
係
に
あ
る
と
申
告
さ
れ
た
者
が
疑
わ
し
い
人
で
あ
る

の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
、
同
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
申
告
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
、
山
間
さ
ら
に
そ
の
申
告
自
体
が
蓋
然
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る

(
打
)

で
み
め
る
。

論

と
い
う
こ
と
、

最
後
に
④
裁
判
所
外
で
の
白
白
と
脅
迫
に
つ
い
て
で
あ
る
。
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
三
二
条
に
よ
れ
ば
裁
判
所
外
で
の
自
白
は
徴
態
と
な
る
が
、

ク
レ
ス
の
見
解
で
は
そ
れ
以
外
の
徴
患
が
付
け
加
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
三
二
条
は
、
被
告
人
が
自
身
の
犯
罪
に
つ

き
、
犯
罪
以
前
に
脅
迫
を
し
た
こ
と
を
自
ら
進
ん
で
何
の
強
制
も
受
け
る
こ
と
な
く
堂
々
と
そ
れ
を
言
っ
て
い
た
場
合
を
問
題
に
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
ク
レ
ス
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
存
在
は
徴
患
の
信
用
性
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
般
化
は
で
き
な
い
と
し

て
い
る
。
脅
迫
後
ほ
ど
な
く
し
て
行
為
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
十
分
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
点
で
は
、

(
花
)

文
に
従
い
、
特
に
独
自
の
見
解
を
付
け
加
え
て
は
い
な
い
。

ク
レ
ス
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
条

三
.
ボ
ェ

l
マ
l
の
徴
想
理
論

(
こ
罪
体
と
徴
恵
理
論
、
拷
問
要
件
に
つ
い
て

ボ
ェ

l
マ
l
も
糾
問
手
続
を
一
般
糾
問
と
特
別
糾
問
と
に
わ
け
る
。

に
つ
い
て
ボ
ェ

l
マ
l
は
、
一
般
糾
問
開
始
の
要
件
と
し
て
い
る
も
の
の
、
風
評
ほ
ど
あ
や
ふ
や
な
徴
窓
も
な
く
、
民
衆
聞
の
う
わ
さ
ほ
ど

(
乃
)

怪
し
げ
な
も
の
も
ま
た
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
っ
と
も
「
永
続

一
般
糾
問
は
風
評
の
存
在
及
び
申
立
て
に
よ
り
開
始
さ
れ
る
。
風
評

北j去53(6・80)1696



的
犯
罪
(
号
z
n
g
g
p
g
宮
E
S
S
E田
)
」
の
場
合
に
は
、
検
証
で
罪
体
が
立
証
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
申
立
て
を
し
た
者
に
対
し
て
の
信
頼

性
は
検
討
せ
ず
と
も
よ
い
が
、
こ
れ
に
対
し
て
「
一
時
的
犯
罪
(
母
国
n
g
g
p
g
Eロ
目
白
星

5)
」
の
場
合
に
は
、
多
面
的
な
探
求
を
裁
判
官

は
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。
ボ
ェ

i
マ
l
は
、
無
事
の
不
処
罰
の
要
請
か
ら
こ
れ
を
主
張
し
た
。
ま
た
、
申
立
て
ら
れ
た
者
が

悪
評
を
持
つ
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
点
で
風
評
と
も
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
。
申
立
て
ら
れ
た
者
が
、
自
身
が
品
行
方
正
で
あ

る
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
に
は
、
申
立
て
は
排
除
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
前
科
が
あ
る
場
合
は
異
な
る
。
前
科
の
あ
る
こ
と
は
悪
評
を
裏
付
け

る
も
の
で
あ
り
、
同
種
の
犯
罪
を
再
び
行
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
前
司
法
的
判
断
を
意
味
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
名
誉
あ
る
市
民
は

そ
の
よ
う
な
推
定
を
受
け
な
い
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
徴
恵
理
論
は
名
誉
あ
る
市
民
を
糾
問
手
続
か
ら
守
る
と
い
う
機
能
を
持
つ
と

(
紛
)

ボ
ェ

l
マ
l
は
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
裁
判
官
に
よ
る
解
釈
を
経
る
前
の
徴
患
は
、
そ
の
存
在
自
体
が
被
告
人
の
持
つ
危
険
性
を

意
味
し
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
糾
問
開
始
要
件
に
つ
い
て
の
以
上
の
よ
う
な
考
え
に
お
い
て
も
ま
た
、
「
よ
き
推
定
」
の
影
響
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

即
ち
、
裁
判
官
に
よ
る
解
釈
を
経
る
以
前
の
徴
患
の
存
在
そ
の
も
の
が
「
よ
き
人
目
品
行
方
正
な
市
民
」
で
あ
る
地
位
を
失
わ
し
め
る
機
能

無罪推定法理について(1)

を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
ボ
ェ

l
マ
l
の
見
解
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
罪
体
の
「
存
在
」
と
「
立
証
」
を
区
別
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
ボ
ェ

l
マ
l
は
、
罪
体
を
次
の
三
つ
に
わ
け
で
論
じ
て
い
る
。
即
ち
、
①
糾
聞
を
始
め
る
た
め
の
罪
体

(
8号
E
骨
znE
邑

5
4
5
E
z
g
)
と
②
拷
聞
を
始
め
る
た
め
の
罪
体

(
8同
・
吉
田
【
笠
宮
ζ
a
S
E
S
E
E
B
)
、
さ
ら
に
は
③
有
罪
判
決
を
行
う

(
別
)

た
め
の
罪
体

(
g弓
g
b
m
z
g
邑

g
E
g
g
z
E
B
)
の
三
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
区
別
は
、
そ
れ
に
要
す
る
立
証
程
度
に
よ
る
。

糾
問
開
始
に
は
「
最
低
の
」
立
証
程
度
で
足
り
、
拷
問
の
適
用
及
び
特
別
刑
に
は
「
中
程
度
」
、
有
罪
判
決
に
は
「
最
高
度
の
」
立
証
程
度

(
位
)

が
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
特
別
糾
問
に
お
い
て
は
相
対
的
な
蓋
然
性
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
は
裁
判
官
が
犯

罪
事
実
の
存
在
に
つ
き
「
確
信
」
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
立
証
程
度
に
お
い
て
も
数
学
的
な
確
実
性
で
は
な
く
道
徳
的
確
実

北法53(6・81)1697 



説

性
(
日
相
対
的
蓋
然
性
)

(
幻
)

張
し
て
い
る
。

で
足
り
る
と
す
る
見
地
に
た
っ
て
、
特
別
糾
問
は
推
論
に
基
づ
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
ボ
ェ

1
マ
l
は
主

北法53(6・82)1698

さ記、
白岡

ま
た
、
ボ
ェ

l
マ
l
の
罪
体
の
存
在
と
立
証
を
わ
け
る
考
え
方
は
、
罪
体
立
証
の
た
め
に
、
そ
の
客
観
面
の
み
な
ら
ず
、
主
観
的
要
素
で

あ
る
故
意
及
び
過
失
の
存
在
の
考
慮
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
罪
体
の
客
観
面
の
み
な
ら
ず
、
主
観
面
か
ら
の
立
証
を
求

め
る
こ
と
は
、
拷
問
要
件
と
し
て
の
罪
体
の
立
証
が
、
犯
罪
事
実
の
立
証
と
変
わ
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
、

ボ
ェ
!
マ

l
の
罪
体
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
罪
体
に
立
証
(
評
価
)
の
側
面
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
評
価
を
得
た
後
で
な
け
れ
ば
要

件
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
点
で
、
裁
判
官
に
よ
る
評
価
を
経
る
こ
と
で
被
告
人
保
護
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
拷
問
賦
課
要
件
の
存
否
の
認
定
に
際
し
て
、
裁
判
官
に
よ
る
証
拠
評
価
の
余
地

を
認
め
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
自
由
心
証
が
存
在
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、
罪
体
を
立
証
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
徴
患
で
あ
る
。
ボ
ェ

l
マ
l
は
、
徴
患
を
「
ま
だ
立
証
さ
れ
て
い
な
い
犯
罪

と
恐
ら
く
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
」
根
拠
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
ま
た
、
後
に
「
ま
だ
立
証
さ
れ
て
い
な
い
犯
罪
及
び
犯
罪
者
と
関
連
を
持
つ

で
あ
ろ
う
事
実
」
と
し
、
ま
た
「
犯
罪
及
び
行
為
者
を
推
定
さ
せ
る
事
情
」
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ボ
ェ

l
マ
l
の
定
義

か
ら
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
①
徴
患
と
犯
罪
事
実
と
の
関
連
に
密
接
な
も
の
を
要
求
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
②
犯
罪
事
実
に
対
す
る
徴
患
と

(
斜
)

被
告
人
が
犯
人
で
あ
る
こ
と
の
徴
患
を
区
別
し
て
い
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
更
に
、
ボ
ェ

l
マ
l
は
、
徴
患
の
存
在
と
犯
罪
の
十
分
な
立

証
を
区
別
す
る
。
つ
ま
り
、
法
は
有
罪
判
決
及
び
刑
の
執
行
に
足
り
る
ほ
ど
に
十
分
な
立
証
を
求
め
る
が
、
他
方
、
徴
患
は
そ
の
存
在
の
み

で
は
糾
問
の
開
始
と
拷
問
の
適
用
を
も
た
ら
す
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
も
法
は
宣
言
し
て
い
る
、
と
い
う
点
に
ボ
ェ

l
マ
l
の
見
解

(
お
)

の
意
義
が
あ
っ
た
。



(
二
)
そ
れ
の
み
で
は
拷
問
要
件
と
は
な
ら
な
い

「
速
い
徴
患

(gen-白
8
5
0
S
)
」
に
つ
い
て

ボ
ェ

l
マ
l
は
、
犯
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
徴
患
を
、
①
そ
れ
の
み
で
拷
聞
を
行
う
こ
と
に
十
分
な
徴
患
で
あ
る
「
最
も
近
い
徴
患

(
-
E
E静
岡
き
と
旨
白
)
」
と
、
②
そ
れ
の
み
で
は
拷
問
を
適
用
で
き
な
い
徴
患
で
あ
る
「
遠
い
徴
窓
会
E
R
5
5
5
0
g
)
」
と
に
分
け
る
。
ボ
エ
|

マ
ー
は
、
こ
の
「
遠
い
徴
愚
」
は
往
々
に
し
て
誤
っ
た
判
断
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
最
も
近
い
徴
患
」
は
説
得
力
を

(
町
四
)

も
つ
も
の
で
あ
り
、
且
つ
、
め
っ
た
に
誤
っ
た
判
断
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
事
実
の
存
在
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
。

そ
し
て
こ
の
二
つ
の
徴
患
の
評
価
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
こ
の
検
討
に
際
し
て
ボ
ェ

l
マ
l
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
五
条
を
手
が
か
り
と

し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
複
数
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
拷
問
賦
課
要
件
と
な
る
「
遠
い
徴
窓
会
E
W
E
B
E
o
g
)
」
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

無罪推定法理については)

ボ
ェ

l
マ
l
が
「
遠
い
徴
患

(
E
e
n
5
8
5
。S)
」
と
し
て
あ
げ
る
の
は
、
個
人
の
性
質
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
①
あ
る

者
の
生
活
態
度
、
②
あ
る
者
に
悪
い
評
判
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
要
素
を
持
ち
出
す
。
こ
れ
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
五
条
一
項
に
由
来
す
る
。

「
被
告
人
が
、
他
人
か
ら
見
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
犯
罪
行
為
を
犯
す
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
予
測
で
き
る
く
ら
い
に
、
そ
の
人
が
無

思
慮
な
者
ま
た
は
軽
率
な
る
者
か
ど
う
か
、
ま
た
、
そ
れ
ほ
ど
に
悪
い
風
評
ま
た
は
風
間
の
持
ち
主
か
ど
う
か
・
:
(
に
つ
い
て
調
査
が
成
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
。
ま
た
、
同
じ
犯
罪
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
要
件
で
あ
る
。
こ
の
根
拠
と
し
て
ボ
ェ

i
マ
ー
が
あ
げ
る
の
は
、

(
釘
)

悪
し
き
者
は
同
じ
行
為
を
繰
り
返
す
傾
向
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

(∞∞) 

こ
の
悪
評
を
徴
混
と
し
て
認
め
る
要
件
と
し
て
、
ボ
ェ

l
マ
l
以
前
の
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
も
以
下
の
一

O
も
の
要
件
を
挙
げ
て
い
る
。
①
そ

れ
が
糾
問
開
始
以
前
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
②
悪
評
の
内
容
が
確
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
発
生
地
が
確
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
④
証
人

が
悪
評
を
被
っ
て
い
る
者
を
特
定
で
き
る
こ
と
、
⑤
④
が
信
頼
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
、
⑥
悪
評
の
根
拠
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
、
⑦

証
人
自
身
の
評
判
が
よ
い
こ
と
、
③
悪
評
に
よ
っ
て
利
益
を
期
待
で
き
る
者
に
よ
っ
て
証
言
が
さ
れ
な
い
こ
と
、
⑨
同
じ
犯
罪
に
関
連
す
る
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も
の
で
あ
る
こ
と
、
⑮
あ
い
ま
い
且
つ
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
も
の
で
あ
る
こ
と
、

で
あ
る
。

北法53(6・84)1700

論

カ
ル
プ
ツ
オ
フ
の
要
件
を
顧
慮
す
れ
ば
、
悪
評
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
存
在
し
な
く
な
る
と
批

判
す
る
。
ボ
ェ

i
マ
l
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
五
条
を
前
提
と
し
て
、
悪
評
が
糾
間
前
よ
り
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
要
件
と
し
た
上
で
、
悪
評

こ
れ
に
対
し
て
ボ
ェ

l
マ
l
は、

の
根
拠
が
確
定
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。
そ
れ
は
被
告
人
の
自
堕
落
な
生
活
か
ら
判
明
す
る
と
す
る
。

そ
し
て
ボ
ェ

l
マ
l
は
、
悪
評
は
そ
れ
自
体
ま
た
欺
踊
的
な
も
の
で
も
あ
る
か
ら
、
そ
れ
の
み
で
は
拷
問
要
件
に
十
分
で
は
な
く
、
被
告

(
釣
)

人
の
生
活
態
度
が
よ
い
と
い
う
こ
と
を
-
証
言
す
る
証
人
に
よ
っ
て
容
易
に
反
証
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
ク
レ

ス
の
見
解
と
同
じ
で
あ
る
。

次
に
「
犯
罪
地
で
の
被
告
人
の
目
撃
」
を
見
て
み
よ
う
。
被
告
人
が
犯
罪
地
に
い
た
こ
と
を
徴
混
と
す
る
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
五
条
二
項
は

拡
大
解
釈
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
聞
ち
、
被
告
人
が
犯
罪
地
へ
の
往
路
に
い
た
場
合
で
も
復
路
に
い
た
場
合
で
も
要
件
は
満
た
さ
れ
た
し
、

ま
た
犯
罪
地
の
近
隣
に
い
る
だ
け
で
も
満
た
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
裁
判
官
は
、
容
疑
者
が
そ
こ
に
い
た
こ
と
に
つ
き
納
得
の
い
く
根
拠
が

あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
犯
罪
地
に
い
た
時
間
帯
に
つ
い
て
も
、
時
間
帯
が
犯
罪
を
行
う
の
に
適
し
た
時
間
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
諸
事
情
の
検
討
に
よ
っ
て
、
遠
い
徴
愚
(
古
島
n
u
a
S
O
S
)

(
川
刊
)

が
拷
問
適
用
を
可
能
と
す
る
徴
患
に
近
づ
く
の
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

更
に
「
犯
罪
者
と
の
交
友
」
を
見
て
お
こ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
ボ
ェ

l
マ
l
は
例
に
よ
っ
て
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
五
条
四
項
(
被
告
人
が

同
様
の
非
行
を
犯
す
者
の
近
所
に
住
ん
で
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
は
、
彼
ら
と
徒
党
を
組
ん
で
い
る
か
(
を
調
べ
ね
ば
な
ら
な
い
)

)

0

の
条

文
解
釈
に
つ
き
限
定
的
な
解
釈
を
行
う
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
犯
罪
者
と
話
し
た
り
飲
食
を
と
も
に
し
た
く
ら
い
で
は
こ

の
要
件
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
徴
患
は
被
疑
者
が
錯
誤
に
よ
り
そ
の
者
ら
と
一
緒
に
い
た
こ
と
や
、
自
身

(

川

町

)

が
信
頼
に
た
る
者
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
に
は
反
証
が
な
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。



(
m
M
)
 

五
項
の
「
動
機
」
に
つ
い
て
の
見
解
を
見
て
み
よ
う
。
ボ
ェ

l
マ
l
は
動
機
を
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
に
共
通
の
共
通
の
要
素
と
位
置
付
け
る
。

そ
し
て
二
五
条
の
文
言
で
あ
る
「
加
害
ま
た
は
傷
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
に
際
し
て
は
」
が
身
体
傷
害
の
場
合
に
限
定
的
に
解
釈
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
ボ
ェ

l
マ
ー
に
よ
れ
ば
こ
う
し
た
解
釈
は
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
お
け
る
こ
の
条
文
の
見
出
し
と
調
和
し
な
い
と
い

う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

こ
の
動
機
と
し
て
ボ
ェ

l
マ
l
が
挙
げ
て
い
る
の
は
、
「
憎
悪
」
「
敵
意
」
「
脅
迫
」
「
犯
罪
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
こ
と
」
で
あ
る
。
も
っ

と
も
憎
悪
や
嫉
妬
が
遠
い
徴
想

(
s
e
n
5
8
5
0
E
)
と
な
る
の
は
そ
れ
が
外
的
行
為
に
現
れ
て
い
た
場
合
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

要
件
と
し
て
の
憎
悪
の
認
定
に
は
そ
れ
に
根
拠
が
あ
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
し
、
さ
ら
に
被
告
人
の
性
格
に
及
ぶ

ま
で
の
調
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
た
。

脅
迫
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
気
ま
ぐ
れ
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
者
が
脅
迫
の
意
思
で
行
っ
た
か
さ
ら
に
は

そ
れ
を
行
う
機
会
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
が
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
ボ
ェ

l
マ
l
は
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

犯
罪
に
よ
る
受
益
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
確
実
性
の
有
無
、
利
益
の
多
寡
が
検
討
の
対
象
と
な
る
、
と
す
る
。

無罪推定法理について(1)

グ
ロ

l
ベ
は
、
以
上
の
よ
う
な
ボ
ェ

l
マ
i
の
徴
患
の
理
解
は
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
に
よ
る
そ
れ
よ
り
も
、
よ
り
き
め
こ
ま
か
い
も
の
で
あ
る

(
m
m
)
 

と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

(
例
)

六
項
の
「
被
害
者
に
よ
る
非
難
」
を
み
て
み
よ
う
。
当
初
、
ボ
ェ

l
マ
l
は
条
文
適
用
の
要
件
を
、
「
非
行
者
が
死
す
べ
き
で
あ
る
と
非

難
さ
れ
て
い
る
場
合
」
に
限
定
し
て
い
た
が
、
後
に
見
解
を
変
え
て
、
被
害
一
般
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
非
行
者
を
非
難
し
て
い
る
場
合
に

拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
が
傷
害
を
受
け
た
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
場
合
で
十
分
で
あ
る
と
し
て
い
た
こ
と
と
は
対
照

的
で
あ
っ
た
。
被
害
者
に
よ
る
非
難
が
徴
患
と
し
て
有
効
と
な
る
場
合
を
ボ
ェ

l
マ
l
は
以
下
の
場
合
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
①
被
告
人
の

主
観
的
な
意
思
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
う
し
た
非
難
が
当
然
に
読
み
取
れ
る
場
合
。
②
被
害
者
が
死
亡
す
る
か
宣
誓
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
非
難
が
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よ
り
強
い
も
の
と
な
っ
た
場
合
。
(
被
害
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
者
は
よ
き
人

で
あ
る
か
ら
そ
の
告

(
の
ま
ま
で
死
亡
し
た
)

発
に
は
信
用
性
が
あ
る
。
)
な
お
ボ
ェ

l
マ
l
は、

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
五
条
六
項
の
解
釈
に
つ
い
て
ク
レ
ス
が
第
三
者
の
証
言
を
も
含
ま
し

き"'-
白岡

め
て
い
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
た
。
被
害
者
こ
そ
が
事
件
の
証
人
で
あ
り
、
第
三
者
に
よ
る
申
告
は
憎
悪
等
に
よ
り
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

う
る
と
い
う
の
が
そ
の
根
拠
で
あ
っ
た
。

(
的
)

七
項
の
「
逃
亡
中
」
の
解
釈
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ボ
ェ

l
マ
l
は
当
時
の
通
説
と
は
異
な
っ
た
解
釈
を
し
て
い
る
。
当

時
の
通
説
は
一
般
糾
聞
が
開
始
さ
れ
る
前
の
逃
亡
と
脱
獄
の
場
合
を
区
別
し
て
い
た
。
前
者
の
場
合
に
関
し
て
は
悪
性
の
発
露
と
し
て
い
た

が
、
後
者
に
関
し
て
は
寛
大
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
特
別
糾
問
及
び
収
監
が
不
快
で
あ
る
が
故
の
逃
亡
と
解
さ

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ボ
ェ

l
マ
l
は
、
こ
の
よ
う
な
区
別
を
す
る
こ
と
は
不
必
要
で
あ
る
と
し
、
逃
亡
そ
れ
の
み
で
は

徴
患
に
は
な
ら
ず
、
他
の
徴
患
が
そ
れ
に
付
け
加
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
五
条
に
次
い
で
、
二
六
条
も
ま
た
拷
問
の
賦
課
要
件
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
ボ
ェ

l
マ
l
は

検
討
を
加
え
て
い
る
。
二
六
条
で
は
、
「
財
産
及
び
資
産
の
問
題
に
関
し
て
被
告
人
と
被
害
者
の
聞
に
争
い
が
あ
っ
た
場
合
」
の
解
釈
が
問

(%) 

題
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
ボ
ェ

l
マ
!
の
見
解
は
、
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
や
ク
レ
ス
と
同
じ
く
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
五
条
五
項
の
動
機
の

一
事
例
で
し
か
な
い
と
し
て
い
た
。

以
上
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
五
、
六
条
の
条
文
に
即
し
て
、
ボ
ェ

l
マ
!
の
見
解
を
概
観
し
た
。
な
お
、
ボ
ェ

l
マ
!
の
見
解
で
は
カ
ロ
リ
ー

ナ
法
の
注
釈
に
と
ど
ま
ら
ず
、
拷
問
要
件
を
さ
ら
に
厳
格
に
解
す
べ
く
、

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
拷
問
要
件
と
し
て
の
遠
い
徴

(
釘
)

愚
以
外
に
も
、
拷
問
許
否
の
検
討
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
犯
罪
一
般
に
共
通
す
る
遠
い
撒
患
を
考
察
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
簡

単
に
見
て
お
こ
う
。

(
M
m
)
 

ボ
ェ

l
マ
l
は
被
告
人
の
供
述
が
変
転
す
る
場
合
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
が
こ
の
場
合
で
も
拷
問
を
認
め
て
い
た
こ
と
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に
対
し
て
、
ボ
ェ

l
マ
l
は
、
被
告
人
が
自
分
の
精
神
状
態
が
動
転
し
て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
効
な
反
証
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
、
と
主
張
し
、
供
述
の
変
転
が
拷
問
の
要
件
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
さ
ら
に
虚
偽
の
陳
述
に
関
し
て
も
ま
た
そ

れ
の
み
で
は
拷
問
適
用
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
糾
聞
を
受
け
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
対
す
る
嫌
悪
か
ら
、
そ
れ
を
免
れ
る
た
め
に
虚
偽
の

陳
述
を
す
る
こ
と
は
往
々
に
し
て
あ
る
か
ら
と
い
う
の
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
規
定
の
法
定
要
件
以
外
に
も
独

自
の
要
件
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
拷
問
要
件
を
厳
格
に
解
釈
し
よ
う
と
い
う
思
考
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
三
)
犯
罪
一
般
に
共
通
す
る
最
も
近
い
徴
患

(
Z
e
n
-
E
O
B
E
S
E
-
M
E
M
-
B白
)
に
つ
い
て

前
記
(
二
)
で
み
た
、
遠
い
徴
窓
会
D
i
e
m
g
B
g
o
g
)
に
つ
い
て
は
よ
り
限
定
的
な
解
釈
を
加
え
て
い
た
ボ
ェ

i
マ
l
は
、
そ
れ
の
み
で

拷
問
要
件
と
し
て
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
で
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
三
条
が
規
定
し
て
い
る
、
最
も
近
い
徴
患

(sen-担
問

5H-B白
)
の

解
釈
に
つ
い
て
は
、

一
部
に
お
い
て
異
な
っ
た
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
徴
患
は
、
二
名
の
よ
き
証
人
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
る
こ
と
を
要

二
名
の
証
人
の
証
言
に
よ
っ
て
複
数
の
徴
患
の
う
ち
、

す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ボ
ェ

l
マ
l
は
こ
の
点
に
つ
き
、

一
つ
が
立
証
さ
れ

無罪推定法理については)

れ
ば
よ
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
彼
以
前
の
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
が
、
複
数
の
徴
患
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
拷
問
要
件
を
認
定
し

(ω) 

て
い
た
点
と
異
な
る
。
ボ
ェ

l
マ
l
は
、
そ
う
し
た
徴
愚
同
士
の
組
み
合
わ
せ
ま
で
認
め
る
と
、
法
が
役
に
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
公
共
の
福
祉
に
対
し
て
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
を
推
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
法
を
よ
く
解
釈
す
る
こ
と
と
は

(
則
)

一
致
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
九
条
の
「
拷
問
賦
課
に
十
分
な
完
全
な
徴
愚
」
で
あ
る
最
も
近
い
徴
患

(
g
e
n
-
3
5
巴
E)
に
つ
い
て
、
ボ
ェ

l

マ
l
の
見
解
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

(m) 

ま
ず
は
行
為
地
で
発
見
さ
れ
た
物
の
所
持
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
本
規
定
の
前
提
と
し
て
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
次
の

北法53(6・87)1703



説

四
つ
で
あ
る
と
ボ
ェ

l
マ
ー
は
主
張
し
て
い
る
。
ま
ず
①
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
九
条
の
文
言
で
あ
る
「
行
為
時
に
な
く
し
た
」
と
い
う
こ
と
に

北法53(6・88)1704 

告ム
両岡

つ
い
て
で
あ
る
が
、
行
為
前
に
行
為
地
に
居
合
わ
せ
た
人
が
そ
の
物
を
見
て
お
ら
ず
、
行
為
後
に
そ
れ
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
該
物
の
所
持
者
が
行
為
地
に
い
た
こ
と
及
び
犯
罪
を
挙
行
し
た
こ
と
に
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
結
論
が
導

か
れ
、
そ
の
認
定
を
厳
格
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
次
に
②
容
疑
者
が
当
該
物
を
以
前
に
持
っ
て
い
た
こ
と
、
及
び
③
被
疑
者
が
当

(
m
M
)
 

該
物
を
盗
ま
れ
た
こ
と
及
び
偶
然
に
も
な
く
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
に
は
、
証
明
力
は
減
殺
さ
れ
る
、
と
指
摘
す
る
。
な
お
、
④

素
行
の
悪
い
者
が
盗
ん
で
き
た
当
該
物
を
無
事
の
者
に
罪
を
着
せ
る
た
め
に
犯
罪
現
場
に
そ
れ
を
残
す
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
、
を
指
摘
し

て
い
る
点
は
、
厳
格
な
解
釈
を
志
向
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

(
問
)

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
三

O
条
規
定
の
「
半
証
言
」
に
つ
い
て
の
ボ
エ

1
マ
!
の
見
解
を
見
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
ボ
ェ

l
マ
l
は
、
以

次
に
、

下
の
四
つ
の
注
意
点
を
検
討
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
①
証
人
が
行
為
を
直
接
に
目
撃
し
て
い
る
こ
と
。
ボ
ェ

l
マ
l
は
カ
ロ
リ
ー
ナ

法
二
三
条
を
援
用
し
て
、
証
人
は
既
遂
行
為
に
つ
い
て
何
が
し
か
を
証
言
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
規
定
の
要
件
よ
り
も
限
定

を
加
え
る
。
証
人
適
格
に
つ
い
て
も
、
証
人
が
品
行
方
正
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
証
人
適
格
を
欠
く
複
数
の
証
人
が
同
じ

証
言
を
し
た
場
合
に
は
証
拠
能
力
が
生
じ
る
と
す
る
。
更
に
、
証
言
は
詳
細
且
つ
明
確
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
伝
聞
証
拠
は

許
さ
れ
な
い
。
②
二
人
の
証
人
が
個
別
に
異
な
っ
た
「
遠
い
徴
患

Z
e
n
-
E
m
S
O
S」
を
証
言
す
る
場
合
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
。
ボ
ェ

l
マ

|

(
胤
)

は
こ
の
場
合
で
も
半
証
言
に
な
る
と
し
て
い
る
(
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
や
ク
レ
ス
と
は
異
な
る
)
。
こ
の
場
合
、
三
個
以
上
何
個
の
「
遠
い
徴
癌
」

が
必
要
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
裁
判
官
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
ボ
ェ

l
マ
l
は
、
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
二
八
条
に
よ
っ
て
免
責
証
拠
を
も
裁
判
官
は
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
③
裁
判

所
の
面
前
に
お
け
る
「
最
も
近
い
徴
癌

(zenE
官

2
5白
)
」
の
自
白
は
半
証
拠
と
な
る
。
④
一
人
一
人
の
証
人
が
、
互
い
に
関
連
し
且
つ

同
一
の
犯
罪
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
、
各
々
違
っ
た
最
も
近
い
徴
患

(
g
e
n
g
胃

2
5白
)
を
証
言
し
た
場
合
の
と
り
扱
い
に
つ
い
て
。
こ



の
場
合
は
半
証
言
と
な
る
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
見
解
は
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
三

O
条
の
文
言
と
は
相
容
れ
な
い
(
防
)

か
ら
で
あ
る
。
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
三
O
条
の
文
言
は
、
全
て
の
徴
患
が
二
人
の
証
人
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
附
)

ま
た
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
コ
二
条
の
共
犯
者
に
よ
る
証
言
に
つ
い
て
、
ボ
ェ

l
マ
l
の
見
解
を
見
て
お
こ
う
。
=
二
条
は
ま
ず
次
の
よ
う
に

規
定
す
る
。
「
さ
ら
に
、
罪
状
が
立
証
さ
れ
た
犯
罪
者
で
犯
行
時
に
共
犯
者
が
い
た
者
が
、
獄
中
で
、
共
犯
者
に
自
身
の
犯
罪
行
為
の
責
任

を
転
嫁
す
る
場
合
に
、
共
犯
者
と
名
指
し
さ
れ
た
者
に
嫌
疑
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
以
下
の
よ
う
な
事
情
及
び
事
態
が
補
足
さ

れ
確
認
さ
れ
た
場
合
の
み
で
あ
る

一
項
か
ら
五
項
ま
で
詳
細
に
要
件
を
規
定
す
る
。

(
以
下
後
略
)
」
。
三
一
条
は
こ
の
よ
う
に
規
定
し
た
後
、

一
項
は
共
犯
者
の
氏
名
が
自
白
中
に
出
て
き
た
場
合
に
つ
い
て
、
二
項
は
共
犯
者
の
関
与
形
態
に
つ
い
て
、
三
項
は
共
犯
者
と
の
人
的
関
係

に
つ
い
て
、
四
項
は
共
犯
者
自
体
に
怪
し
い
素
振
り
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
五
項
は
共
犯
者
に
つ
い
て
自
白
し
た
内
容

が
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。
こ
の
条
文
の
解
釈
に
つ
い
て
、
グ
ロ

l
ベ
は
、
ボ
ェ

l
マ
i
は
い

(
即
)

わ
ゆ
る
引
っ
張
り
こ
み
の
危
険
を
軽
視
し
て
い
る
と
批
判
的
に
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
ボ
ェ

l
マ
l
の
見
解
を
み
て
い
く
こ

と
に
し
よ
う
。
基
本
的
に
は
各
項
の
要
件
を
緩
和
し
よ
う
と
し
て
い
る
態
度
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
一
一
一
一
条
一
項
の
共
犯
者
の
名

前
が
拷
問
中
に
自
発
的
に
出
て
き
た
場
合
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
は
「
拷
問
中
に
一
般
的
な
形
式
で
問
わ
れ
」
と
い
う
文
言
が
問
題
と
な
る
。

無罪推定法理について(1)

ボ
ェ

l
マ
l
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
特
定
の
個
人
の
名
前
を
誘
導
す
る
よ
う
な
質
問
形
式
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
、
利
益

誘
導
の
よ
う
な
も
の
で
は
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
や
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
が
「
拷
問

中
に
」
と
い
う
文
言
を
、
「
拷
聞
を
行
っ
て
い
る
聞
に
」
と
理
解
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ボ
ェ

l
マ
i
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
一
一
一
一
条
の
規
定

が
質
問
を
す
る
場
所
と
時
間
を
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
前
記
の
よ
う
に
一
一
二
条
は
拷
問
に
際
し
て
利
益
誘
導
的
、
誘
導
尋
問
的
な
も

の
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
、
共
犯
者
に
よ
る
自
白
に
拷
聞
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
の
も
の
ま
で
含
め
る

北法53(6・89)1705

見
解
を
主
張
し
て
い
る
。
②
二
三
条
二
項
の
共
犯
者
で
あ
る
と
名
指
し
さ
れ
た
者
の
助
力
を
ど
の
よ
う
に
受
け
た
か
を
、
供
述
者
に
詳
細
に



説

問
う
こ
と
を
求
め
る
規
定
に
つ
い
て
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ボ
ェ

l
マ
l
は
魔
法
の
罪
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
魔
法
使
い
と
の
開
会
及
、
ぴ
悪
魔

北法53(6・90)1706

論

と
の
契
約
は
「
空
想
的
で
あ
る
」
か
ら
、
そ
う
し
た
要
素
に
は
含
ま
れ
な
い
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

(
問
)

法
廷
外
で
の
自
白
の
取
り
扱
い
に
も
類
似
の
も
の
が
み
ら
れ
、
魔
法
使
い
の
「
大
言
壮
語
」
な
ど
は
徴
患
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
③

第
三
項
は
、
共
犯
者
で
あ
る
と
さ
れ
た
者
と
供
述
者
の
関
係
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
敵
対
関
係
・
利
益
関
係
の
有
無
な
ど
が

問
わ
れ
、
そ
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
場
合
に
は
、
証
言
を
採
用
で
き
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ボ
ェ

l
マ
l
は
規
定
内

容
か
ら
離
れ
、
当
該
供
述
が
敵
意
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
推
論
よ
り
も
な
お
強
い
証
明
力
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、

証
拠
適
格
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
④
第
四
項
は
共
犯
者
で
あ
る
と
さ
れ
た
者
が
、
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
人
物
で
あ
る
旨

を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
自
身
が
よ
き
風
評
を
持
つ
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
で
反
証
で
き
る
と
し
て
い
る
。
⑤
第

五
項
は
証
言
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ボ
ェ

l
マ
l
は
特
に
付
言
し
て
い
な
い
。

ボ
ェ

l
マ
l
は
、
共
犯
者
の
証
言
が
徴
態
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
定
め
る
一
三
条
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
①
及
、
び
③
に
つ
い
て
は
カ
ロ
リ
ー

ナ
法
の
要
件
を
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
徴
患
で
有
罪
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
影
響
に
よ
っ
て
、

拷
問
要
件
認
定
の
緩
和
が
生
じ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

こ
こ
で
ボ
ェ

l
マ
i
の
「
最
も
近
い
徴
愚

s
e
n
E
同

M
E
M
-
B
t
及
び
「
遠
い
徴
態

s
e
n
-
E
S
S
O
S」
の
理
解
に
つ
い
て
簡
単
に
総
括
し
て

お
こ
う
。
前
者
で
は
、
①
証
人
一
人
一
人
が
別
々
の
最
も
近
い
徴
湿
音
色

5
白
言
。

5
5
)
を
主
張
し
た
場
合
の
取
り
扱
い
が
問
題
と
な
り
、

(
問
)

②
後
者
に
つ
い
て
は
前
者
と
の
区
別
が
問
題
と
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
①
証
人
一
人
一
人
人
が
各
々
別
の
「
最
も
近
い
徴
愚
(
宮
島

S
胃

2
2
g
)」
を
証
言
し
た
場
合
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。

ボ
ェ

l
マ
l
は
ク
レ
ス
や
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
加
算
す
る
こ
と
で
半
証
拠
と
な
る
と
し
て
い
る
。
半
証
拠
と
な
る
た

め
の
証
言
が
な
さ
れ
た
徴
患
の
個
数
に
つ
い
て
は
、
最
低
三
個
を
必
要
と
し
、
そ
れ
以
上
ど
の
く
ら
い
必
要
と
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
裁
判



(
川
)

官
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
遠
い
徴
窓

(
P
E
R
-
E
『

ngos)
」
に
つ
い
て
も
、
半
証
言
と
な
る
場
合
の
個
数
に
つ
い
て
は
同
じ

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
見
解
が
と
ら
れ
た
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
有
罪
判
決
の
要
件
が
厳
し
く
(
自
白
、
二
名
の
目
撃

証
人
)
、
徴
患
の
み
で
は
有
罪
判
決
を
下
せ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
②
に
つ
い
て
も
、

5
全
n-B
司

S
H
E釦
と

5
E

e
n
s
-
6
5。
g
の
匠
別
が
流
動
的
で
あ
る
点
が
問
題
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
負
罪
証
拠
と
免
責
証
拠
が
桔
抗
す
る
場
合
に
こ
れ
が
問
題
に
な
る
。

こ
の
場
合
、
ボ
ェ

l
マ
ー
ら
の
見
解
に
よ
る
と
、
拷
聞
を
行
う
に
必
要
な
徴
患
の
数
は
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

s
a
R
E

言
。
己
目
白
と
宮
島
n
g
B
E
C
S
の
区
別
が
流
動
的
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
徴
患
を
加
算
す
る
場
合
に
例
え
ば
後
者
を
前
者
と
し
て
評
価
す
る
こ
と

に
よ
り
、
必
要
と
さ
れ
る
証
人
の
数
を
少
な
く
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
拷
問
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
が
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
ボ
ェ

i
マ
l
の
見
解
は
実
務
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

無罪推定法理について(1)

(
回
)
こ
れ
ら
の
立
法
と
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
異
同
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
富

-mz・
5
0
』
急
円
相
印
可
民
営
お

R
m
n
gロ
mEnFR皆
内
問
。
Z
E

』

m
g
g
n
z
o
r
c・白・
(
F
加
)
百
一
回

s
a
E内向匂
N
2
(
M
C
C
O
)

が
あ
る
。

(
臼
)
。
3
〈
ク
回

9
5
2お伺
m-=-M-Z同・

(
的
)
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
の
徴
窓
理
論
の
全
体
像
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
は
ハ
イ
チ
ユ
の
論
稿

(Eggnp
回
2
2
5
a〈刊
2
5
E
a
5
Z
S
E
E
g
g
a

言。
N
g
回国
g
a
E《
u
e
N
O
〈
こ
ま
A

H

(

以
下
2
3
Z
門
戸
田
町
宅
一
町
一
回
巴
邑
〈
刊
2
3
2
-
E加
と
表
記
)
)
が
あ
る
。

(
日
)
証
人
甲
が
最
も
近
い
徴
窓
A
(
-
E
R
E
喝
さ
と
ヨ
由
主
を
、
証
人
乙
が
最
も
近
い
徴
想

B
(
s
e
n
-白
S
E
B
5
5
勺
『

2
5由
回
)
を
証
言
す
る
場

合
に
、
そ
れ
ら
が
加
算
さ
れ
、
半
証
拠
と
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

(臼

)zaznF-
回
9
5岡
田
口
ロ
色
〈
刊
ヨ
ロ
g
Z口問・∞
-a-

(
臼
)
。
3
5
6
回

9
5
-湾
問
佃
町
宮
山
・

-a『

(制

)ο
円。〈
0
・
図
。

=
g
M『冊
目

WOE-ω
・H
A凶・

北法53(6・91)1707



説

(
出
)
。
円
。
〈
タ
回
目
君
。
仲
間
円
相
個
一
町
一
-
ロ
咽
印
-NJ可

(
伺
)
〈
包
・
。

g，
タ
田
町
岩
切
仲
間
円
四
個
己
口
咽
∞
-
M
∞・

2
・
(
凶
)

(
訂
)
。

8
〈
タ
図
。
者
四
国
間
司
市
明
白

Z-
∞
-
M
∞・

(
伺
)
。
円
。
〈
タ
回
刊
耳
目
炉
開

5mm-口
・
∞
-
M
@
・

(
印
)
。

8
〈
0
・回

9
5仲
間
円
相
官

Z-
∞・凶。・

(
叩
)
。
円
。
〈
m-
図
。
毛
色
白
骨
加

nz-∞凶(}・

(
れ
)
刑
訴
法
一
六
O
条
一
項
検
察
官
は
、
犯
罪
に
関
す
る
届
け
出
又
は
そ
の
他
の
方
法
で
、
嫌
疑
を
認
知
す
る
に
到
っ
た
場
合
に
は
、
事
実
解

明
の
た
め
に
公
訴
を
提
起
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
二
項
検
察
官
は
被
疑
者
に
と
っ
て
不
利
な
事
情
の
み
な
ら
ず
、
不

利
な
事
情
も
ま
た
捜
査
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
検
察
官
は
滅
失
が
予
測
さ
れ
る
証
拠
が
顕
出
さ
れ
る
よ
う
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
三
項

検
察
官
の
捜
査
は
、
犯
罪
事
実
に
対
す
る
法
的
効
果
の
決
定
に
意
義
を
持
つ
諸
事
情
に
及
ぶ
。
こ
の
た
め
に
、
検
察
官
は
裁
判
所
の
調
査
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
項
連
邦
法
又
は
そ
れ
に
対
応
す
る
特
別
法
に
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
検
察
官
に
よ
る
処
分
は
許
さ
れ
な
い
。

(η)
。
『
O
〈

P
因
。
喧
四
回
目
円
相
開
。

-
P
回
一
三
内
・

(
刀
)
国
岳
民
F
回

2
邑
田
口
ロ
仏
〈

m
E同H
O
-
-
ロ
ロ
加
・
∞
-AFC-

(
引
け
)
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
は
六
三
条
か
ら
六
八
条
に
か
け
て
証
人
適
格
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
面
識
の
な
い
証
人
に
つ
き
相
手
側
か
ら
異
議
申
立

て
が
な
さ
れ
た
場
合
(
六
三
条
)
、
報
償
証
人
(
六
四
条
)
は
証
人
適
格
が
認
め
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
証
人
と
な
れ
る
の
は
、
「
不
評
の
な
い
人
、

い
か
な
る
理
由
か
ら
も
非
難
さ
れ
得
な
い
人
」
と
す
る
(
六
六
条
)
。
ま
た
虚
偽
の
陳
述
を
な
し
被
告
人
を
有
罪
に
陥
れ
た
証
人
に
つ
い
て
は
、

同
じ
刑
罰
が
加
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
(
六
八
条
)
。

(
布
)
。
円
。
〈
タ
回

9
5
2
5明。
-pm山・出・

(
河
)
こ
の
点
は
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
と
異
な
っ
て
い
る
。
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
は
異
な
る
宮
島
巳
官
官
。
注
目
白
の
も
つ
証
拠
価
値
同
士
を
加
算
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
一
。
円
。
〈
m-
切開耳、

3
5明
白
戸
∞
・

3
・

(η)

。BJ、
少
国
内
語
、
包
回
同
町
田
柏
戸

ωい
パ
可
】
円

(
市
)
。
円
。
〈

n
L
W
9
5
2お伺

mz-∞・凶∞・

(
乃
)
。
司
O
〈
タ
回
四
項
目

Z
B伺

mz-∞
・
ョ
・

論
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自

c
h
H
(
的
岱
・
申
)
町
山
一
対
一
討

(富)、ロ-'~ !.1吋兵'包 IJ~けや込「場建胤 (Rechtssicherheit)j ¥':J ~ r-(l-'JれJ~二時。; vgl. Grove， Beweisregeln， 5.59. 

(02) Grove， Beweisregeln， 5.60. 

(~) Grove， Beweisregeln， 5.67. 

(お):長会ι::¥:!IJC-4小指恥吋択さ叩~~却は吋時国主紳印刷士ごトJ エ-í-!-'J'川艇がr-(lO (Boldt， J. F' Boehmer und die gemeirechtliche 

5trafrechtswissenschaft 1936， 5.118.)のお摺足S楼収制や ra1-'='j r-(l-'J:二小判長隠さま判掘製駆込単ニ""'C¥':J""，君主E鍾橋込甘濯や
時 0 -í-!よj 二小岳唱料品IIIド吋ト(l~'部ピ:g;側首長平JC~昧霧器以降~*れJ~時時J与ヰムJ~υ \':J ~0 -í-!-'J ':;'0 ν""' -4エ\':J ~r。小。

(苫)Grove， Beweisregeln， 5.76. 

(お)Grove， Beweisregeln， 5.77. 

(這)Grove， Beweisregeln， 5.78. 

(~) Grove， Beweisregeln， 5.79f. リリ斗菱重度q~ r主題:l1Il-<C4重量室組j~"'"骨mq~がト(l ""'C \':J ~0 -í-!-'J:二小 IJ -'J ~I時杓ヰヰ ν エト(l O
(詔)Vgl. Grove， Beweisregeln， 5.80. Fn. (1) 

(昆)Grove， Bewe悶 'egeln，5.80f. 

(宰)Grove， Beweisregeln， S.82f. 

( 0;) Grove， Bewe凶巴geln，5.83. 

(包)Grove， Beweisregeln， 5.84f. 

(gs) Grove， Beweisregeln， 5.85. 

(~) Grove， Beweisregeln， 5.86f. 

(虫)Grove， Beweisregeln， 5.87f. 

(宰)Grove， Beweisregeln， 5.89. 

(包)Grove， Beweisregeln， 5.89f. 

(思)Heitsch， a.a.O.， 5.43. 

(g;)持制事長田活者保 l 係 l 仏l~盤。

(雲)Grove， Beweisregeln.， 5.91.; ~W~ rJ - 1>' -C~組事官±包囲寮L14ヰニド竺 r(4輔， C{持く同 (sa1us publica)j ~~8等質!.1~0 -í-!
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説

こ
と
を
想
起
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
削
)
。

sdタ
回
9
詰
広
岡
田
明

oz-
∞
-sm

(
問
)
ボ
ェ

l
マ
l
が
例
と
し
て
あ
げ
る
の
は
犯
罪
現
場
を
散
歩
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
。
な
お
、
自
身
が
よ
き
人
(
〈
町
宮
口
己
目
)

こ
と
を
証
明
し
た
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。

(
問
)
。
円
。
〈
刊
歯
切
9
5
Z司
自
由
山

n
Z
J
凶
・
喧
一
以
内

(
胤
)
こ
の
点
は
プ
ル
ン
ネ
マ
ン
や
ク
レ
ス
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

(
防
)
プ
ル
ン
ネ
マ
ン
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
厳
格
、
忠
実
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
章
第
四
節
第
一
款
一
を
参
照
。

(
別
)
。

8
〈
P
切
刊
垣
包
匂
刊
加
各

F-m混
R

(
問
)
。

sa-回
目
耳
目
言
問
伺
冊
目
白
・
・
∞
・
唱
∞

(
削
)
。

8
5・
回

25Eomm-ロ・∞・
5凶

(
問
)
。
『
O
，、
P
切

2
5
2円。開己
P
∞
・
唱
斗
『

(
川
)
。

8
5・
切
骨
量
、
四
百
四
問
。

-Pω

・ョ

で
あ
る

論

括以
上

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
成
立
以
降
の
代
表
的
刑
事
法
学
者
で
あ
る
、
ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
、
ク
レ
ス
、
ボ
ェ

i
マ
l
の
見
解
を
見
て
き
た
。
こ

カ
ロ
リ
ー
ナ
法
規
定
の
拷
問
要
件
を
満
た
す
た
め
の
徴
患
に
つ
い
て
、
①
そ
れ
の
み
で
は
拷
問
要
件
に

の
三
者
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、

は
足
り
な
い
徴
恵
、
②
そ
れ
の
み
で
拷
問
要
件
に
足
り
る
徴
患
に
つ
い
て
、
個
々
の
徴
患
に
対
す
る
解
釈
の
あ
り
方
を
提
示
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
の
が
、
遠
い
徴
窓
会
E
W
E
B
S
O
S
)
と
最
も
近
い
徴
患

(sen-回
目

MEM-自
由
)
と
区
別

(
山
)

し
た
上
で
、
そ
れ
ら
に
一
定
以
上
の
個
数
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
拷
問
要
件
に
必
要
と
さ
れ
る
徴
患
の
個
数
を
ど
う
算
出
す
る
か
で
あ
る
。
即
ち
、
別
々
の
「
最
も
近
い
徴
想
」

北法53(6・94)1710 



に
つ
い
て
一
人
ず
つ
の
証
人
が
あ
る
場
合
に
、
そ
れ
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

ブ
ル
ン
ネ
マ
ン
は
否
定
し
、
ク
レ
ス
と
ボ
ェ

l
マ
l
は
認
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
ク
レ
ス
、
ボ
ェ

l
マ
i
は
、
そ
れ

ぞ
れ
一
人
の
証
人
が
い
る
別
々
の
最
も
近
い
徴
患
を
最
低
三
個
求
め
、
そ
れ
以
上
何
個
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
は
自
由
心
証
に
委
ね
る

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
易
に
拷
問
が
賦
課
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
遠
い
徴
患
に
つ
い
て
は
、
個
々
に
つ
い
て
二
人
の
証
人
を
求

め
、
そ
れ
が
半
証
拠
と
し
て
拷
問
要
件
に
な
る
に
は
、
最
低
三
個
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
個
数
を
求
め
る
か
ど
う
か
は
自
由
心
証
に

委
ね
ら
れ
る
と
し
て
い
る
点
で
は
三
者
と
も
同
じ
で
あ
る
。

次
に
、
個
々
の
償
患
を
「
評
価
」
す
る
場
合
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
そ
の
性
質
に
応
じ
た
限
定
的
な
解
釈
を
求
め
て
い
る
点
、
反
証
を

考
慮
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、
拷
問
賦
課
を
厳
格
に
行
う
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
可

無罪推定法理については)

能
で
あ
る
。
ま
た
、
徴
患
と
し
て
の
風
評
等
を
独
立
の
徴
態
と
は
せ
ず
に
、
そ
れ
を
副
次
的
な
も
の
と
理
解
し
て
い
る
点
、
そ
れ
と
も
関
連

す
る
が
、
犯
人
と
徴
混
と
の
結
び
つ
き
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
を
拷
問
開
始
の
用
件
と
す
る
見
解
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
本

節
の
最
後
で
取
り
上
げ
た
ボ
ェ

l
マ
l
の
見
解
が
典
型
的
で
あ
る
。
ボ
ェ

l
マ
l
は
拷
問
賦
課
の
要
件
と
し
て
犯
罪
事
実
の
立
証
そ
の
も
の

を
求
め
る
。
こ
れ
は
現
代
的
な
表
現
で
言
え
ば
、
状
況
証
拠
に
よ
る
有
罪
認
定
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

拷
問
賦
課
要
件
の
認
定
に
際
し
て
は
、
事
実
上
の
有
罪
認
定
を
求
め
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
際
し
て
は
、
反
証
の
考
慮
を
求
め
て
い
る

(
山
)
(
川
)

こ
と
な
ど
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
拷
問
賦
課
の
決
定
に
は
確
信
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。

も
っ
と
も
、
解
釈
指
針
を
示
す
こ
と
で
恋
意
性
を
極
力
排
除
し
て
、
拷
問
の
適
用
を
厳
格
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
志
向
は
見
ら
れ
る
が
、

反
証
は
被
告
人
が
そ
れ
を
行
う
か
、
後
見
的
に
そ
れ
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
点
は
、
カ
ル
プ
ツ
オ
フ
以
来
の
伝
統
の
延
長
線

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
無
罪
推
定
の
側
面
で
は
、
「
よ
き
推
定
」
の
考
慮
を
「
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
た

jヒI去53(6・95)1711

上
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

に
過
ぎ
な
い
。



説

L
4
d守
H
U

附
門
吾
ロ

本
稿
は
、
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
審
査
学
位
論
文
(
二

O
O
二
年
六
月
二
八
日
授
与
)
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

論

(
山
)
半
証
拠
、
及
び
半
証
拠
に
至
ら
な
い
証
拠
の
「
個
数
」
が
問
題
と
な
る
の
は
一
八
世
紀
中
期
の
フ
ラ
ン
ス
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
ヴ
ォ
ル
テ
l
ル
が
批
判
し
て
い
る
。
石
井
三
記
「
ヴ
オ
ル
テ
l
ル
と
刑
法
改
革
思
潮
の
展
開
」
『
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
法
と
正
義
』
一

九
九
九
年
一
六
回
頁
。

(
山
)
ボ
ェ

l
マ
i
に
あ
っ
て
は
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
か
ら
離
れ
て
い
る
点
も
相
当
見
ら
れ
る
。
ぞ
れ
は
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
が
厳
格
な
規
定
を
設
け
た
た

め
に
正
規
刑
を
内
容
と
す
る
有
罪
判
決
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
と
表
裏
を
な
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
ボ
ェ

l
マ
l
が
「
公

共
の
安
全
」
を
、
そ
う
し
た
解
釈
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
後
に
特
別
刑
が
保
安
的
措
置
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
素
地
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
-
評
価
で
き
る
。

(
川
)
そ
し
て
、
そ
れ
に
疑
念
あ
る
場
合
に
は
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
に
し
た
が
っ
て
鑑
定
依
頼
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
カ
ロ
リ
ー

ナ
法
の
証
拠
規
則
は
、
裁
判
官
に
よ
る
確
信
形
成
の
「
手
引
き
」
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
官
の
判
断
は
そ
の
個
人
的
確

信
に
依
拠
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
点
を
キ
ュ
ー
バ
!
と
エ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
指
摘
す
る
。
(
関
Z
8
2・
0
5
E
n
F円g
m
H
8
&
q
g
g守
8
N
m
a
o
a
Eロ伺

E
E
F
B
羽田
n
E
n
z
E
n
F
g

。Eロ色声明
g
3
2
ω
・巳∞

R
・
(
↓
以
下
単
に
「
担
m
z
s
E
8」
と
の
み
表
記
)
一
∞
岳
呈
円
同
F
ω
E
h円
onFZ-v出
刊
明
ク
∞
-
M
C
∞・)

ま
た
、
カ
ロ
リ
ー
ナ
法
の
意
義
を
、
抽
象
的
法
規
範
の
個
別
具
体
的
な
事
件
へ
の
適
用
に
際
し
生
じ
る
、
濫
用
や
誤
用
の
防
止
で
あ
っ
た
と

し
、
よ
っ
て
刑
事
手
続
の
公
化
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
す
る
点
に
見
出
す
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
藤
本
幸
二
「
中
近
世
ド
イ
ツ
に

お
け
る
証
拠
法
の
変
遷
に
つ
い
て
」
一
橋
論
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五
巻
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号
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O
O
二
六
九
頁
以
下
、
特
に
八
三
頁
を
参
照
。
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